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蕊蕊蕊茉塁驫いす鷲舶用デ イーゼル機關

’
いすずディーゼルは自動車用，工業用，発電用，鉄

道用，舶用等万般の用途に己に1万数千台100数万

馬力を供給され，その実用的で経濟的なことは本邦

内は勿論亜細距諸地域，遠く南米諸国にまで知悉

されています。舶用もまたいすずのマークを附して

いすずクオーテリイを保持し，国内外に多数供給さ

れております。

靴9

〔5対1減速式〕
漁 船 用 4 2 0 回 転

40馬力60馬力80馬力

〔2対1減速式）

監覗艇用 1,150回転原機
製造 いすr自動車株式會就

東京ボート株式會牡

50馬力75馬力100馬力

（直結

遊覧艇用2,400回転
式）

舶用
改装

55馬力83馬力11U馬力

減速比率1.26,1.58,2.00,2.53,3.15,
4.00，5．00対1の7種があります。

東京。銀座・3の2電話京橋(56)5400番
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川崎MAN
軍働チゼﾙ機関

1001－130r､p･m

2700～95001HP

用途船舶主機，補機
機

発電

一般動力用

111崎重工業満養雪献
本祗瀞戸市生田区東川崎町2丁日14fJIIL
麦店東京都港区芝田村町1丁目1′1（日比谷ピル7階）
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杢氣管式自動火災警報装置

其他警報消火槻器一般
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対 潜兵器の
解枕順井靜夫

＆
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①米国ESCortVessel(護衛艦〕の爆雷投下

TE型の一罐よh投下した爆雷17発が爆発した光景。

爆雷は両大磯を通じて絶大な効果を挙げたが，1=かし，炸裂ほ

敵艦上を航過してかl>こげ》写眞で見る如くあ為秒時が経って,う・

らである。之ではililに合わないことか多l､。進歩したSonarで

敵鑑をかなIﾌの距離で捕捉Lたら，確彪に之をcontaciLなが

ら--瞬?も早之致命傷."1ilえたい。このに獄]l-己第二次大職中期上

り出現したのがHedgehogであI)米英海軍'二よって広く使用さ

れた。一OfficialU.S.NavyPhoto.

写衷②一④Hedgehog

2Hedgehogl吏墳国で採州1_ナ三24連の対祷弾投射磯で必ﾖﾆ朧の前部;て装備ｲー笈､普暹の砲と異って発射用の袋薬
i鷺報fL7'方I弓おゑ､。弾iL#l:小託､,,,噛り1発I擶淀から祷水縮冒命III1,'J:',､と爆発l.ftwL､〃爆発する以k,そ〃)効果は
椛当臆である<,_01(iCi&IIU･S･IIfavyP11olo･
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③24発の弾丸は心腱型の弾列を寒中に描いて約200ヤード位艦(l.)前程の海面に

浩ら為。一Oflic i a l U . S . N a v y P h o t o .
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己

●
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④水面に蕊着すると直径'30-200ブート

の環状l.己洗って沈下して行く。沈~1急速度を

早くするため弾丸は特別の形をし、ごいる。

Sonarが確突な限i7，必ずこの下には敵艦

が;Ijろ篝だ。おる限【ﾌ，必j皇24発'i'卿の何れ

か数発は命中する筈である。わが潜水艦も

ドイツL'>Uポート#,、この新兵器のた">に

重大な犠雑を仏ったのである。

-Oft.icial1.1.S.NaVVIhotO.
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豐琴
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一
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畢一
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151M(,uset'ap

Hedehug"|土祠らヅトでばキ､るが発射グ）

|溌吟火薬ｩ燃蹄，て総ﾒIに初速をM1嘘投射
り'1－

『1'r~F)sIJIgOlを蹴一って大l･ぃ反動力證轄にll'!

ミ食:，'ﾀ‘，j､艦艇にi,上っ拝､ない。－”)に縊

米剛ETr7･ツト峨進式ﾉー1._て小艇（駆瀞艇，
魚湾艇等ﾉ用に,_‘:ﾆグ〕かハI()IJsetrap｡4連式
ﾉ島8連式'二あ')，必ず2基を,組と，て譜撤
する｡写腫If8連式M(JuSetral).

-()fficialU.S,Nal'yPholo.
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⑥Squid.

Hedgehogば頗る有効であるが，しかし触発

信管であり、敵潜への至近津は全く無効であ

る。このため時限値管式として，炸薬量を増

したのがSquidであって3連装の一純の臼砲

である。英海軍はHedgehogに引統きSqu'd

を1943年末より実用した。僅か3連装だが-‐

弾の効果はHedgehogJgb遥かに大きい。戦

後米海軍がHedgehog系を主用しているに対

し,英海軍は専らSquidを採用してし､るのは探

帖儀(Asdic系)が発達し，敵潜の方位，距離

及び深度が確突に捕捉し得られる,二とを示す。
-BritiShNavyOfficial

’

、

⑦Weapon型對潜駆逐艦のSquid

の発射

燕お最近英海軍ではSquidを改良

したLimboと称するものを採用し

ている。

-TheNavy,Mayl952Jgl7蝋写

、６

些

司

も

ｑ

ｊ

⑤SOnoBuoy

飛行槻又は水上腱｣.h敵潜伏在海頂に投下÷

る探(I;浮標である。数個を--組､1て投下す

為と自動的にブイは音波を発振17勝水鍵か

l:.,の反射音を報告す為。之I"こより確実l.で敵潜

の位置がplotできる。

写真は対潜磯内のSon()BuIJy.

.-OfficialU.S・DepartmentofDefenccPhoto.
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自衞艦艇設計上の諸問題l急 乍
合

｛
一
元
惚愚

明
搾

緒
絡

ついて

は，根本から再楡討を餘儀なくされるに至った．調査の
結果，

’）縦遜力穰準計算に使用する波高，すなｵつち艦の長
さの’/20に比して，日本近海に起る波の波高は非常に

大きいことがある・波長と波高の比は，波長の短いぼど

小．すなわち，波が急峻となり，浅海においては波長
’00米程度でも前記の比が10程度になることがある．

2）波高を1/20から1/10腫鍵化させたとき，長さの

方向の曲げモーメントの蛎加率は一様でなく，從って

’ﾉ20の標準波による曲げモーメンI､に對應させて,前後
部で断面綴數を減少させている場合には,(特型蕊逐鑑は

この方針により，重量輕減を企岡していた）前後部に拳
ける應力が著大となることがある．

3）輕捲造の甲板の挫屈狸度の喬展が十分基麹付けら
れたものでなかった．

～以上力逹原因とみられ，徹底的な補狼對策が疫施され
た・な蕊，常時電氣熔接が相當鹿範園に使用されていた
が，素より，鋼材の切峡脆性の如き冶金學酌研究ばいう
までもなく，設計，施工，熔接陣の選定等に至るまで，

闇中模索の時代であったから，前記事故に際して，熔接
による鉄焔とみられる事例も数多く發生し，その隷果，
電氣熔接は，特に内部應力の悪影響を今にして想えば過
大に評債されて，－擁に信を失うに到り，大幅の退歩を
することとなった．

そのため，爾後の進歩は極めて堅資ではあったが，や

や葵に懲りたきらいがあり，鍾験研究の面で－時の頽勢

は掩うべくもなく,ダ掴に先んじられた傾向は否み難い。

海の波浪

1．まえがき

帝國海軍が解燈してから，己腫9年の巌月が流irl,た．

資料は消逸し，人は四散し，建軍以来80年，精魂を傾

け，心血を注ぎ，莫大な經遊と奪い犠牲の上に築かれて

来たわが迭濫技術の糯髄は，再びみるべくもない．

一方遥船技術は，大戦を契期として，電氣熔接船殻の

設計および施工に關ずる基礎が確立せられて．一鱒磯を

劃しまた，最近までの逝子管技術の發展，航空磯およ

び潜水艦の性能の進歩，原子力制禦の戦力化，並びに兵

器の發逵に伴う兵瓶思想の鍵遜は頗る念であり，卦つが函

濁目の目衞兵力を持つ情勢に立到ったとき，列國の水準

におよぶこと甚だ至難の業といｵっざるを得ない・

ここに，防衞船舶の國内建造が開始せられるに鰭っ

て，從來の量重な經験を經とし，最近の學術の進歩並び

に列國艦艇性能の趨向や將來の技術的發展の溌測等の要

素を緯として，昔日の紘燗豪華にはおよぶべくもない

が，最も斬新にして能率的なる艦艇を建造し古着借着

に包まれた新生日本の産著股するために、その設計に際

して吟味すべき事項の二，三につき，概要を述べてみた

L，．

2．船鰐張度および構造

1．許容礪力の問題

昭和10年秋，北海道南方洋上で演習中の第四艦隊は’

異常な殿風に通過し，塒型嬢逐艦初雪および夕霧は，波

浪のため艦首が切勤その他の鑑艇も船瞳に相當の損傷

を蒙る事故が發生し，ここに輕快艦艇の蹴懇力計謹方針

附表】日本近

束支那海’六
"|H|〃/HI"

日本海およびカーホツク海牢 洋
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前後部に請ける許容應力の標準は,1/20Li)&,の波の場

合の，中央部に鐙ける應力を基として，躯逐艦級の鑑艇

の場合は，附表2に示す通りとする．

以上の貨績は，新計震の艦艇の縦張度許容應力を決定

する際の唯一の權威ある基礎であるが，これを如何に演

繰す-べきであろうか．

まず,代表的な数値として，躯逐艦陽炎の應力（附表

3）を採り上げてみる．

1）長さに對する修正

醤海軍においてはTobinの方式（許容應力噸/平方

吋＝(垂線間長呪)1/3)に倣い,ほぼ震LI)jの1/3乘に應じ

て許容應力を鍵化せしめていた．

こ恥は，前記の如く，波長が短い程波高が比較的大と

なるため，短い艦は，標準計寡に用いた波よりも急峻な

波に遭遇する機會が多いことと，艦が小さいと坂厚が薄

くて，腐蝕による遜度低下率が大きいためである．

AbellやJohowFoersterは許容鱈力と長さの關係

を直擬的に置いているが，醤海軍の方式を塗更する根擦

がない．

すなお箔，吃水課長100米の艦であれば，陽炎の値に

そ恥ぞれ(器訂)誉を褒詞､ぽよい．
2）鋲孔控除の問題

フレームラインにおける中性軸の上下位置が鋲孔のな

い部分と同一であることは，理論的にも賛験的にも確か

められているので，もし鋲孔がないとすiL(f,前記陽炎

の應力は，張力側では約85％，躍論側では約99％とな

る．すなわち，抗張側も睡論側も平均應力としては大差

なくなる．しかしながら，張力側の鋲孔局遜では，相當

大きな應力集中が起っているはずである．仮に，ごく内
輪に見稜って，鋲の中間の板の懸力は上記平均抗張懸力

6

の芯・となると考えても，その値は，雷海軍の抗張應力

の0.85×号=1.02となる…
すなわち，鋲孔のない艦におい．とも，陽炎と同程度、

安全率を有せ.しめるには，陽炎の値そのままを用いても

十分であることになる。

3）重量配分話よび肋骨方式の問題

上記の如く陽炎の抗張および鴎揃腰力に差があるのば
如何なる意味であろうか．溌遥物の睡力が，平均應力が

かくて，鋲椛迭職肋骨方式の鑑鼬二ついてば，確信の

ある縦眼力訂譜』幽哩が樹立さ恥た．

性能改善以後の小型艦艇の計霊許紫轆力を附圖’に示

す．材料i二ついては別表5,6参照．

麓海軍の縦狸力計算方法の概略を記述すれば下記の通
4)である．

1）荷重條件

Hog状態では，滿鯛伏態から，中央部の燃料，弾薬，

綴食等の消耗重量を除き,Sag状態では前後部の消耗重

泄を除いたいわゆるWorstloadingの状態とする.1/4L

附近に在る大きな消耗重量は，加えた場合と除いた場合

を湘方計卿:してみて，苛酷な方をとる．

遮長は垂線間長LI)ID(前部垂總から舵軸中心線までの

長さ）と等しく，波高は波長の1/20とし，波の位置は

最大の曲げﾓー ﾒﾝ!､を與える如く定める.(一般に,そ
の状態の艦の重心の前後位遥に，波頂または波底が一致

するときが曲げ毛一メン1,は最大となる.）

次涯波を前後に移動性L.めて，前後方向の各断面にお

ける，最大の曲げモーメンI､の包絡線を求める．

要すれば波高1/10L1,1,の場合について撤討する．

2）断面係数

勵接部材は全部除外する．

張力側の外板は河L控除を施す‘（一般に面蹟の5/6を
探る..）

附表2前後部における識嘆標準

｜

’

一
恥
部
一
甥
．
淫

－
８

畷
Ｒ
ｉ

恥
部
一
嶢
淫

舞
蓮
７
７

■
■
１
■
Ｆ
ｑ
ａ
■
■
■
■
、
■
■
』
■
８
１
９
９
Ⅱ
４
０
０
０
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
、
■
■
巳
Ⅱ
０
■

別
一
ｎｏ寺

０

■

＆Ｓ串

の
ｒｐ
－
ｎ

ｍ

｜
カ
ー
・
》
ｍｍ

ｔ

Ｏ

ｐ
辻

ｏ
ｒ
。
．
０
０

胆
一
ｒ
Ｂ

１
’
１
１

ゞ
態
ｇ

｜
恥

艇
ｒ
７
。

'8,％
『－－

Topcompression 60％
伊 勺

こag

IBottomtension
一一二一

75％’85％
それぞれIF央部の雌力を100%とする

附表3駆逐艦陽炎計謹雌力

註I

継態｜雌力の別｜蝋平|kg/mm'
IT｡ptensi｡n

l器，
ゆ

一一 一 一 一

IB-tt･mcompression

13.3

10.8

Hog

｣

11 6．531Topcompression 10.3

11｡0
Sag

IBottomtension 6．99
＊脚註潜海派におけるL"は前部垂線から舵軸IIJ心

までの憂さを使剛していたが，自術艦艇は常備妖態にお
ける吃水線長を以て垂線間長とし，すべて計避の蕪礎と

している．縦弧力計算に用いる嬢さは特に後者の方が．合
理的と思われるが,IMIげモーメントは護海軍のものより
も蕪千大誉〈でるから，比較の場合は注意を要する．

－

陽炎：昭和’2年産計識吃水線長’16．2米
＊公試排水遥約2,500麺
材質デュコール鋼(D.S.).

－－

掌脚註防衛臆の常術排水量に相樋する．いずrしも発

淌戦飛態である．
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一

の鱗接板に莚しぃ睡力集中力通るべきこと，スリップ・が

始まれげ局部的に中性軸の位遥力塗るであろうこと等を

考えると，抗張應力に關する限り，差異を設けぬことと

しても安全側であろうと判断される．

商船の購浩規程においては，元来籔孔を控除しない計

算を用いており，熔接徳遥となっても板厚の減少は許し
ていない．商船の規程は，艦艇に比L,保守漸進的なら
ざるを得ぬことも一因であろうが，根本はやはり挫屈眼

庇によって雌縮側の懸力が抑えらｲしるからであろう．
熔接職迭は，艦艇においては特に，重量輕減の他画撃

や鍵形による涌水が少いという格別の長所を有する反
面、剛性が大であるために，繊遜力部秘や諸蕊の収合ま
たは開口部の隅等において拘束のため多脳鵬力が起り易
く，切峡に敏感で，残窯晦力が大きく，外力負捲の均禰．
を鋏き，工作上の峡焔が遜度に託よぽす影響が大きい等
の短所があるが，これらはいずれも，制料を吟味し，設
言I並びに工作上細心の注意を桃えば克服し得るものであ
る．ただ，睡縮濃度に對する初期歪並びに残留應力の影
響は，輕覗し得ぬものがあると想像され透ので，後述の
如く睡縮狸度は釘接の既成鑑に比し相當の餘裕をみるこ
とは可能であるものの，小型高速暖船の熔接隣迭を合理
化するには,熔接総遥物の唾縮畷度に關ずる蛮験研究を
さらに進める必要がある．
5）鴎捕應力の問題

唾縮を受ける樵迭物の遡度に關しては，東大龍吉識教
瀝の研究力媛も質用的である．

本渡験は鋲癬遥横肋骨方式の艦船を對象として行われ
たものであるが，この方注により既成鍵艇の一部を解析
した慧果を附表4に示す．

表中

dPkは鋼叛の挫屈應力で凹逃支持Bryanの公式によ
るもの．

"PCは鋼板の最大應力で吉識氏による板の最大荷重
Pm=1.77(a/b)-0･22･l/百石万玉･t2による平均應力

"Gkはガーダーの挫屈應力で，吉謙氏により隣接防僥

材との心距のk-宛の板を有効幅としたもの
び“はガータ'一の最大懸力で，上記有効防僥材の般大

荷重を吉識氏により

Er=9"O×10→+0020-zIF(Z-)["
を用いて求めた平均應力でスパンは隔壁間をと

る．

降伏黙に達する場合を限度として計霊さ恥るべきものな

らば，抗張側と座縮側Lで許容應力に差別を設ける必要

はないと考えられる．これに對して－の外部條件は重量

配分の問題である..曲げモーメンI､を小さくするには，

涜耗秘件のうち，比咳的場所を選ぶ自由のある燃料をク

をL附近に集中することば有効であるが,一般に,小
型の高速艦船では．最悪Hog状態は最悪Sag冊罐に

比して生起する磯會が少いので>Sagの曲げモーメンI、

がHogより小となるように計鐙することが多い．また，

他の條件として，復原性能および防禦上の顧慮から，意

識的に底部を増厚し，從って中性軸が下る場合があり，

この時は各状態の最大應力の間にはいよい發大き拝･差を
生ずる．

最も根本的な問題は，蕾海軍の艦艇は，いずれも識肋

骨方式であり，從って後述の如く，外板パネルの挫屈張

度ば大となし難い．

墜縮許容應力を低く探らざるを得なかったのほ，蓋し

この理由であろう．

ここに，熔接ブロック組立法の愛別化に伴い，汎く愛

用されて来た縦肋骨方式が，いよいよその眞債を發揮す

るのであって，これによってこそより合理的な船殻構造

への發展が可能となる．

復原性能上，底部を弱厚したような場合には，輕擢造

で平垣な甲板および側部を縦肋骨とし，底部外板はなる

べく曲りを大きくして，座縮に耐えLめることとして機

械臺等の坂合に便利な横肋骨とするCombinedSystem

も考えられる．

縦肋骨鱗造の採用に伴い，繊畷庭が問題となる．鱗眼

力の計算については，茜海軍においても標準は確立きれ

ておらず，繍祇弧庭材の最も均衡の取れた配分は，な

お，資験的段階を經る必要があると考えられる．

4）鋲接と熔接との差異

鋲バットの効率は，シームの鋲剪断を加えて，フレー

曇ﾗｲﾝの正味而賦たる号一杯となるように計謎する
のが雷海軍のPracticeであったが，鋲バツI､を有する

3または5スl､レーキの大型職堂模型を引張った資験で

は，普通の擁遥では83％はもたない．70％餘である．

すなかも10％餘りも弱いのである．

一方熔接奇手においても，総遥物としては，100％と

みることは問題があるし，肋材のスカ戸ツフ．，縦邇材の

リンパーホール，諸管の貫通孔等，鋲椎遥ではアレー･Z，

ラインた避ければ，最弱断面堂､Gは考慮する必要のなか

ったものが，そのまま面俄の損失となる．

しかしながら,鋲概鑑においては鋲孔および,鋲パンI、

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
副
Ｉ
Ｂ
１
１
１
１
“
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｈ

』

*脚註睡縮を受ける淵職惟進部分の挫屈ならびに雌

嬢 弧 鹿 の 研 究 吉 識 雅 夫 ・

昭和28年9月造船協含含報75雑
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‐上記によってみるに，雪海軍の鑑艇は，銅板の挫屈腫

力が許容應力の]､1倍に過ぎ狸ものもあり拳，カー愛一つ

‘"も震た‘‘'の2倍に誌巽ぱず,素材の比例限度の：
程度のものがある．

1

波高先L"の場合"-L"に比して應力の鱸カヨ
は，蕊逐艦においてば一般に，中央部で億′ropcorn-

pression50%,BottomcompIPession20%の堤蕊であ

るから，縦肋'剛拶浩においても板および有効防騨材･とも

挫屈應力を，降伏挫屈の限界にまで高めるこ患は容易で

ない以上，熔接構造縦肋骨方式の濫においても‘P臆お

よびぴ1,(:は‘oの2倍を越える程鹿で滿足すぺきであろ

う．

“kは少くも素材の比例限度筵超すべきだと考える

が，蜜験の結果に俟ちﾂごい

ぬ:cは岡性の限少を考慮に入細るべきであるか‘う，そ

のままの敷値は意味が薄いが，降伏黙附近をねらうべき

ではなかろうか．

6）制質による修正

附表5は，潅海軍遥船造機造兵主要材料試験繊査規則

の披華，附表6は狸力濁則の一例を示す．

附表6によいぱ，藤性限度，比例限度‘降伏職D抗張

附表4吉識教授の方法による既成鑑船の中央

部上甲扱雁籠湿鹿

板｜縦邇桁材|縦迩材

j""鱈名 グ斑Clぴ0背ふり上曹

.r,｡|｡Gkl'･cl･L｡
’8.51'9.3iil

{"|1"|諏患’
iIM6i1g,i39.1i

11．2

10．6

10．4

負I

9．6

10.2

父1

11.0

8．5

皿
唖
拙
醒
恥
醒
醒
醒
唾
岻

Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
ｌ
ワ
リ
ｈ
６
り
り
Ｏ
ト
リ
ｈ
Ｉ
Ⅱ
０
１
．
Ｊ
‐

蝿
嘩
辨
轆
”
朧
緬
蝿
秘
Ａ

27.7

28|"|211s"I
31.71
36．7

13”：■灘籍
112.3,23.8

,DI

29.025.0126.3.44J28. 42.4.34.3
1

4

11
■■■

単位はkg/mm2

Aは溶接朧造識助'間･方式

その他は全部鋲孵迭樅助,間･方式

備考1．
2．

"JJIEJ"LCはロンヂにつきカー蒙一とI司様の訂騨を行っ

たもの．スパンはウニプ間をとる、

dMC憾構法物としての最大平均應力すな』)､ら板ij･パネ

ルの：蛎銅掘懸力態湾し,有効助蝿稔その
最大荷重を支えるとした時!D漁荷重の平均懸力，

‘oは計識許容態力(TopCompression).

参脚註ただし上記の計算にはシームのラップば救いも

のとしてある．

附 表5 海淑船機川雌延鋼桐灘

…域』≦|‘覗熟9~F｡襄燕-|雛蕊
抗張力1批張

別記雛
kg/mm2，武驍I1･|

翫

’
1

’一
｜ー一

，32以上

3L以上

34以上

軟愛釧錐一種’

軟煙銅鉱二極1

満眼力鋼，

特製墜痩銅｜
デュコ戸ル銅’

ｊ
ワ
一

戸
フ

も０
０
０
８
６

５
月
－
６
６
．
○

卜
冬
令
少
９

斗
４
５
５
６

制
饗
Ｔ
Ｔ
Ｓ

班
Ｍ
Ｈ

Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｄ

１Ａ
〃
〃
″
〃

20以上

〃

〃

15以上

(20以_L)

I6以上

lS以上

〃

14以上

(20以上）

16以上

〃

〃

10以上

(20以_画

１
１

術考（）内は形銅に鋤するもの

附表6撫海蝦船繼朋鋼材醗力変測の一例

獄鍾|’凧錨艦,艫|雌錨.監｡鹿|‘鱗‘噌倦､､職|縦"震､,”I

仲
一
皿

％
’
００１一

一

一
唾

一＝

|G.L.=50mm

21.1

(18.5～23.5) |《継尚”
1

1
I

l
l

口
｜

’
17．7

(15.7～18.1)
35．1

(21.5～錫.5)
25，8

(19.0～33.5）
28．4

(27.2～30.2）
４４

記
Ｓ

Ｍ

Ｈ
Ｄ

Ｓ

Ｊ８Ｑ８

６
一
コ

０妬
準
一

３く
ぃ
一

21．1

(18.2～2465)

23．3

(22.0～26.0）

26．9

(25.3～27.4）
57．6

(54.0～60.0）
37．1

(336う～40.0)

28．1

(25.0～31.5)
－

29.0l･41．2

(28.4~2叉‘）’（㈹,0~錫.3）
2具l

(22.0～34.0）

21.1

（磯5～26.0）
“､8

(60.2～‘5.8）
■ヨーロー凸

備考1。（）内は蛾低および鍛術を：上棚ば平均,砿を示す．
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℃

ひ

夕

”■

力に鎧する比はそれぞれ37％，44～47％,60～65％であ

るが，抗張應力の場合には，菰張力の比を採用Lて差支

ないと思わ郡る‘

座縮應力に對しては､,横肋骨構造で夕賑が低い應力で

弾性挫屈を生ずるような特殊の場合を除き，一般には縦

肋骨構造の場合には，カーダーおよびロンジの挫屈應力

を主として，降伏熟比を，また横肋骨構造の場合ほ外板

の最大應力を重頑して,降伏黙比の音乘を探るべきで
はなかろうか．

7）誌論

一例として,吃水線長106米の艦に抗張力52kg/mm国

降伏黙32kg/mmgの鋼材.を用いるとすれば，陽炎型を

基礎とl"て抗且園蔭力に對して

；)長さの修正…(_JMz)4=0:972
ii)鋲孔控除の修正．．…･鋲孔周逵の應力集中を考慮し

て無覗する

iii)縦横肋骨方式の差の修正……なし

iv)鋲接と熔接の相違･･･…修正せず．変質的な接手効

率はむしろ熔接の方がよい

，)凋質の相違の修正……罰--0β67
13.3kg/mmg×0,972×0.867=11,2kg/mm2

10.8.<gﾉInnl3×0.972×0.970=10.2kg/mm2
一一一÷-－■一一

を得る．

例えば甲板に縦肋骨方式を採用すれば．板の挫屈應力

は高めることが出来，かつ普通用いられるパネルの縦職

比では，海馬による瀕慶低下も横肋骨機造に比して少い

と思割つれるが，内音鵬力の影響が到然としていないか

ら，上記程度の，抗張應力よりやや下廻った値を抑える
のが安全であろう．．

2．船鰐用材料

1）高張力鋼船膿用の熔接性良好な高張力鋼につ

いては，防術臆の委託研究として,，昨年春以來造船研究

協會で大學，研究所，製鋼會枇および造船所の協力の下

に試作研究力推められた・醤海軍において大戦末期,謎

迦のST52の製鋼技術を導入し伊201型麗逵潜水
艦の船殻に蜜用して優秀な成果を牧めた礎鏡があるが，

その後に發逹Lた鋼材の熔接性に關する研究に照して政

めて低温脆性，躯裂性等の問題を維討する必要があった

わけである.試作鋼材による諾遮騒の諾果ﾘﾔ年末,すな
わち警備船等の設計が始められる直前愛期に供じ得る兇．
透しがつき，これを胴いることとして設計することとな
った．但し愛用するためにほ規格の制定や，工作法の野
究が必要であって，起工までにば完了するはずである．

常備排水量2,000殖程度の艦で,罰雲縦遜力部材に52逓
級の高張力銅を使用する場合，全部'SM41を使用ずる

場合より船談重避が約35睡輕くなる勘定だから，兵装
や速力j航綾力等を不鍵として排水量は80地程度激る
ことになって，その利益は甚大である．60旺扱の高張力‘
鋼が完成すれば更に有利であるのみならず防禦板として

も，用途力溌い、また,最近の水中高速大深慶の潜水艦
は降伏鮎の高い材・料を用いなければ成り立たない．

2）輕合金高張力板材，舶用アルミ合金第三種が

完成したので鐙の性能向上に得るところ多大である.(附
表7参照）

上甲板上の甲板室並びに艇橋に使月jすれば，常備釧永

量1,000砿ないし2,000睡の鮮術艦において，軟鋼を使、

一〉一一一一一一一一

蝉曽應力に對して

，)長さの修正……(舟)#-O.972
ii)鋲孔控除の修正･…･無頑し得

iij)縦機肋骨方式の差の修正

｜恵柵一
iv)諺接と熔接の相違による修正

v)座縮張度上の修正

vi)材質の相違の修正

すな:つち，陽炎は横肋骨鱗造であるから，外板の最大

應力が問題である．熔接縢遥横肋骨方式の鑑では，いわ

ゆる塔馬の影響が恐ろしいが’例えば艦底部ならば’一

段に板も厚く，また曲りがあって婿馬になり難いから一

態無硯することにして,降伏黙比の告乘比(器)‘＝
0.970を用いて

附表_7舶用アルミ 二 ウ 必 合 金 比 鮫 表

､
(i)組成

丘一P一一一＝一- 一 旦 ＝ R 一 一 一 一 ヨ ー ー ー ■ 一 － －－

％學

’
化 成 分

Mn
種 類

|c=lc｡|F｡
I

’ ’ s』｜唾A1 Mg

下
如
下

０
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(ii)機械的性斑

機 械的性質’曲げ試瞳

｜“類
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曲げ鈎度|｡基~3MnTZmg一一一一一耐力0.2％
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用する場合に比､し，重識睡減は10ないし15睡におよ

rK,Lかも重心の高い場所なのでその全部を兵装の増脆

に振り向けることが出来る､

平斯跳であるため，駝軸が太く，從って舵の厚さが大で

あるばかりでなく，かなりプランルな前縁が推進器の直

ぐ後方にあったのが悪かった原因と推定された．

すなわち2枚舵が推進性能を害さないためにほ，推進

器および船遥に對する位置，取付角度、舵角（直進時固

有腿角を持たせる）を適営ならしめ，半zF衡舵を採用し

て舵厚を薄くし，断面形状を吟1栄する必要がある．

水盤試験の綾果によれば
1）球状船首は普通型船首に比して各速力を通じて有

利である．

2）スケグをつけてもスケグを含む横裁面銭曲線を

fairにし，カツ】､アフう・附近の水線をEneとすれ

lffairな線岡に決して劣らない．

3）艦尾端の形状はナツ･クルを深めても，醤海軍型に
．・‐：‐

比して除り劣らぬらしい、

4）2枚舵でも有明夕暮の失敗を繰り返さぬ･ように出

来そうである.

ことが到った．

4．旗回性能

奮瀞員は列國にさきがけて，捷術研究所に旋回試験月j
蜜験池を設け，自走模型による旋回圏の．測定のみなら
ず，舵の形状，縦唾，睡力中心等についても系統的な蜜
鹸が進められていたが，理論並びに賓瞼とも謹奥を極め
識すまでには到つ.rごいなか､つたし’昭和12年躯逐艦朝
潮託よび5,號騒潜艇において，高速大舵角嬉舵の際'室
氣吸込による旋回圏の増大で苦い經験を嘗めたがこれに
對して徹底的な研究を行って原因を窮明することも行！う
れなかった.運輸技術研究所志波博士の説によれば'空
氣吸込は，剥離と，この部分と大氣とを結ぶ死水領域の
共存する條件下にのみ發生する由である・室氣吸込の悶
題のみでなく,“機力量決定の資料や●模型試験と礎
艦との對懸を得るためにも，推進器後流中における硴性

3．抵抗および推這

大型の警備鑑は役務上．旋回性能．特に低速における

舵効きを良くし，保針を容易にし，また特殊の用途のた

めにステ･Z,下端を極めて迩固な構造とする必要がある．

それには2鋤もおよび小さな球状船首が有利である．

なお2枚舵は荒天に遭遇して速力を蒸した場合の操艦

に有利であり，下方に開いて装備す恥ぱ高速大舵角轤詑
時船膣の横倣斜を減じ得る利鮎があり，建造費および抵

抗上の不利を補って齢りあるものと考えられるが，一方
1枚舵に比し,空氣吸込の懸念が大であるため，艦尾の
水線幅を淡くし，艦尾端の没水深さもかなり大とする必

要がある．これは旋回には悪い影響を與えるので兼合い

‘'ﾉ穀を見付けねば江らない．

カツ'､アップ・の灘部から前方を，工作上の便宜のため，

スケク･とすることも新しい試みである．

蕾海軍の騒逐艦はFineなEntranceを持ち，艦尾

は水線幅が鹿くて，艦尾端役水深さは吃水線すれすれ
で，艦尾端に鋭いチツクルラインを有しButtackline

はややhollow氣味で艦尾の水流を水平に押える,愉好と

なっていたが．水幣試験の裸殻有効馬力はV/･l/L16

附近でばTayloz.chartよりも3～5%少なかった．

2枚舵の愛識は，昭和9年初春型の旋回時の傾斜があ
､まり犬きいのでその防止と旋回性能向上の目的から同型

の有明および夕暮に下開き庖丁型平衡2枚舵を採用した

が公試迩鱒を行った所，全力の34節附近で1枚舵の同
型鐙に比し0.2-ないし0.4節の速力低下があり,旋回性能

はあまり改善さ“ず，復原性能は採用罵時と､ちがって.絡

鍵に向上して，最早傾斜防止も重要でなくなったので結
属’演舵に欧遥された..こ・の舵は縦識比が大きい(約2.0）
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附表8艦艇の復原性能摘要表

’
1 |“畷，健総”｜蝋…’緬識（度）
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勿論，行動海面の氣象の特異性，防禦の思想の差異，

操縦性能の相違等の附帯條件は異るが，最近電測兵器お

よび對室對潜兵器の發達と，戦術原子力兵器に鋤する防
禦策等から，頂部重量の増加著しきものある反面，推進

機關の重量ば減少の一途を辻;るため，重心鮎を．低く保つ

こと力歓第に困難となりつつあるに鰭み，模型蜜職等の

方法により,geakindlinessの見I也から，米瞳隠髄式
の方針も，更めて吟味Lてみる必要がある．特にGMに
ついては，旋回性能を向上させるとい5喜求を洲たして
旋回傾斜を大きくしないこと，風MWi漬が大きくなり勝
でも風塵による傾斜を小さくL得ること，および被害没
水時の安定性等，用兵戦闘上の要求からも出来るだけ大
きくしたい.GMを大きくするために船幅を塒ずこと
は，波浪中の動協減衰に大いに役立つことを考えると．

どこまでGMを大きく出来るかということが研究され
なければならない．、

2．耐波性，凌波性

基準排水量300噸ないし400噸,速力20節以上の高速
艇は，ある程度の荒天にも使い物になるためには，船型
を餘程吟味する必要がある・日本海軍のK8曜潜艇は一
つの成功した設計であって，多量生産を月擦とした關嬬
上船鶴も機關も漁船並びにグレードを下げるため思い切
って重量を與え，長さを短く吃水鐙よび深さを大とし
て，更に多量の固定パラス.1,まで横んで重心を異溌に下
げ，それまでの高速願潜艇の凌波性垢よび勤続性能上の

能および自走模型による旋回試職査鑑における言刷り等

を識施､する必要がある．

、5．復原性能および耐波性，凌波性

1．復原性能

戦後米國艦艇に接する撲會が多くなったが，復原性能

に關する考え方に鱈いて，蕾日本海軍と米海軍とは明か

に反對的な面がある．

日本海軍iこおいては,早蹴,友鶴の苦い悪蟻に鑑み，
昭和9年臨時鍵艇性能調査委員倉#こおいて，附表8に

示す復原性龍擴要表が作られだが，爾来この数値を金科

玉條として信奉して来たために，復原性能に關する研究

は一態發展を打切られた憾がある．

當時の考え方は，一般に重心の降下に意を用い，特に

吃水を深めにして,OG(水線上重心黙の高さ）を小さ

くするようにした．それに應じて，かっ勤厳性能の向上

のため,GMの値も比磯的小きくしていたから,船の幅
は一般に小さいのを常とし，動的復原力は，主として復

原性範園を大とすることによって盤得するという考え方

によって来た．

米國艦艇は一般に重心が高く，殊にOGが大きいが，

それをGMを大きくして補っており，動的復原挺の値

は，日本繼艇と大差ない.すなわち，復原性範園は，一

般に小であるが，傾瀞角度の小さな範園での吸收エネル

ギーに重鮎を置いている．

幸
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不評を解決したのであるが，必然の結果として，速力は

'6節に甘んじなけILばならなかった．従来の船型では，

速力と耐波性能とは南立しないことを證明しているので

ある．

より高速の艇についてはv型ハードチャインのモータ

ーボート型が成立つかどうか研究の要があろう．

排水丑350地径庭の丸型艇こつき，主嬰寸法GM,

OG等を系統的に鍵え，九大避泌教授の方法*等により

主として動陥性能を繊討すると次のようになる．

1）有効波傾斜係鞍γは

BおよびCwを塀すことは有利でOGとGMの堀大

はいずｲもも不利.OGの悪影饗は波長力短くなるほど顯

著である．

2)EXtinctionCoefiicientN(=f)は,L,B,d
が大なるほど良く,OGの影灘はまちまちである．

3）伺諏時の最大幟揺角庭は30から35度の間であ

り,Bの影響が大勢を支配するかにみえる.(Bが大なる

程角度は少い)．

4）しかしながら上記はすべて静止中の計算であり，

?･は兎も角として,Nの他は各種の計算法により，か

なりな相逮を生ずるのみならず相對關係も迩韓すること

があり，吏膵航行中は船型のみ.ならず附加物の影響を受

けて速力により相歯大幅の鍵化をするものと想嬢きいる

ので，模型渡験による比較を行うことが必要である．ま
た,OGの悪影響はpassiveな動髄性躯におけ-るのみ

ならず’遼心力や悩性力の作月]黙として，顛覆外力の面

からも再'吟味の必要があると考えら駆る．

5）風速20米/秒の場合，醤海軍水路部の諏査によ秘
ぱ,波長は'太平洋“米,日本海30米の程度であるが，
横揺周期5.5-6.1秒附近の艦艇は,12-21節の通常航海
誌よび戦闘速力で，いずれも正横前後約'0庭以内の波
で同調することにな{)，また縦揺周期および上下動周期
もこの程度の艦艇では2.4～2.6秒程庭で互に近く，また
正首から來為ほぱ艦の長さと等しい波に同調する速力
は，上下動において，55米の艇で27節，52米の艇で22
節となり，しかもこの場合樅橘の出愈い周期は固有縦揺
周期より雌か小さいので，前甲板に波が上り易くなる．
すなわち300～400瞳20節以上の艇のSeakindliness
の不良は，いわば宿命的なものであって，餓窪鞘淵ﾘな方
法を誰じぬ限り解決は困難と考えらぃる．

6）動揺の生理的影饗については，船酔いには，上下

＊脚註船舶復原性より見たる安全指数渡遥悪弘

昭和22年5月迭船協會講演

船舶工學使漣隼二分畑．（動揺）同著者

913

、

方向の談加速度が，照準操作等Iごは角速度および角加逵

度が關係するが，加速度は最大動濡角度に比例し，周期

の自乘に逆比例するから,GMが大であっても，ほぼそ

の比で振幅力鍼れぱ，生理的にも，態匿的にも，効果ば

同じである．GMを大にするた塗腫は幅が塒すので，レ

バーは大となるが，それだけ損動半径も堰すため綴”

速度は，舷側においても，大差あるまい・綴動驫につい

ても同溌で，最大動揺角度を城少せl_めることに主眼を

置き，また，戦闘航海上重要配証の場所は，加速度の'j，

きた場所を選定する如く織装上考慮することが，この諏

の小艇では必要であろう．

7．その他今後寅驍研究達要する事項

1．防音

晋響兵器の進歩に伴い，攻撃上もまた防禦の立場から

も，機械的並びに電氣的雑言のシールドには細心の注意

を沸う必要があり，これに關聯して，防震ゴム間座，消

香器，防香壁等から海洋紘理學的研究に到るまで‘研究

を要する分野は匿い．

2．霞境衛生龍ぴに心理畢鮠研究

陸上の文化生活の向上に伴い，艦船の環境術生も著し

く改善されたが，更に兵器の發達により：艦船乘員の配

置はいよいよ分能化され，かつ頭臘化さ靭て，人能磯測

力向上の要諦は，生理學的環境の改善から，更に賓鐡心
理學の賦域に綾がりつつある。温度，潔度，照明，氣領

等の根本的問題から，綴食，洗剤，イオン交換樹脂遥

水，動作研究，‘色彩調節，指揮通信系統の心理學的那繊
討等が考えらいる．

3．原子力兵器の鮭禦

當然考慮すべき問題であるが，現段階では，想像によ
りある程庭の考慮が加えられているに過ぎない．基地に
おける掩読等の問題も含めて．早晩具総的な方蕊が研究
されるものと思う．

8．むすび

巷間今次の防術船舶は，その性能において終戦間際の
急造艦にも劣るという藤も聞くが，水雷戦隊の夜戦専用
に，剃刀のような艦を途つた時代は過ぎたのであって，
一節の優速の御利益で落日を背にして砲戦の鰹位'ご立乙
こともなくなったし，一發必中のたとえは認導兵器にそ
のままあてはまる．海上兵力仁誌いても紬局は員激が問

題だとなれば，小型で安く出来，保存整備に手を唾』〕な

くて，随時漣剛力鋤き、永持ちがして，ちつとやそっと

傷めつけられても沈み難い艦であIL(f,わ力画の現状に

もふさわしいといえぬであろうか．

（927頁へつづく）
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最近の艦艇について

牧野ちよ･らど9年前の終戦の年の12月24日に｢硲

舶」の座談衝が永村先輩の司會で開かれて，私もその席

へ出たのですが，今日はその時おられました松本さん

もおいでですし，司會された永村さんの御子息の寺田さ

んもおられるという，まことに縁の深い座談會です．當

時私どもほ，この敗戦の日本で二度と軍艦が造れるとい

うようなことは豫想もできなかった．その非常にI層ぃ

氣持の中で，せめてわれわれのやった文化的の遺産を，

何とかして世の中へ出したい．こういった念願があっ

て，その座談霞に出たわけでした｡そういった直時の暗

い氣持から考えてみると，まことに想際もつかない明る
い座談會であり，今年末には立涯な警術鑑などが起工さ

れようとしておるという，この時にあたっての座談愈

は，非常に意義のあることと考えます．

今日は，防衞鹿の海上幕隙監部の技術部翻港艦の方
を擢當して龍られる寺田君，・また技術研究所で，警備鑑
などの設計を携當しておられる牧山譜，また総裁後の9

年間，絶え間なく軍艦の研究に熱意を捧げて來られた・
●

松本さんや堀系!1･,あるいは源ﾂ錨，こういった方煮に，
今の日本の技術のみならず，今度建造される艦について

も話していただくと，たいへん有り難いと思います・
荘.本さん，技研で牧山さんをいろいろな面から御支援

になっておる立場からも，今度の設計に非常に御關係が

深いと思うんですが，うまくリードして呉れませんか．
それでは，頑井君，一般的な進歩の状況からひとつ．""・
松本その前にちょっと．僕はこう思うんです，兵器

の溌逹進歩の鹿合いが非常にはげしい．そｲ⑩を有効に使
うためにこれを搭載する艦艇という淑鮎から考えると艦

の性質が既に大鍵な鍵り方をした力吟後も非常な塗り方
だろうと思う。どんなふろに進んで行くのかこの判断に

私なんか戸惑ってる恰好ですが，そういう意味から，禧

井君にしても，堀君にしても，外國のことをいろいろお

調べになって紫るので，そういう穆澱からの話が聞きた
いで､すね‘

最近の海軍艦艇の類種と米英建艦の動向

牧野イギリスが今問題にしている艦艇建造の重職，
それはどこにあるんですか．

禧井軍艦，つまり海軍艦艇という言葉の意味が，維
戦，．あるいは太平洋戦争の中こ-ろを輔磯として過去にオフ、
れわれが知っておった軍艦ということと，まるで違って
いるんです・昔は’戦鑑，巡洋艦，航空母鑑，躯塞鱈，

潜水艦’大腿こ恥がおもな軍艦'一すなjつち，戦闘鑑艇で

あって，それ以外には補助鑓艇と申しますか，要するに
戦闘艦艇を有効に使用するために必要な，附随的な艦艇
がついておったわけです．現在各國ともそれぞれ全力を
霊して腫艇の建造をやり’また，技術の研究をしており，
ますが，鰻種別にいうとまず戦艦というものは過去のも
のだと言えます・昔の主力通に相営する立場は．現在で
は航空母謹が持っておりますが’これも太平洋戦手中の‘
航空母艦と．今後われわれ力言うどこ召b航空母礎と
は’性能も使用法も一愛しておると思い､まず、巡洋醤も
そうでこ・ざいます．

現在主として英國，米國その他歎ケ國がそれぞれOZ
情に雁じて’全力を學げて造っておる篭の重黙，つまり．
昔われわれ力巡洋艦なり駆逐艦なり航空母艦に捧げた努
力，それをどこに向けておるかというと，まず護衞艦艇
であります．對潜並びに對筌の謹衞艦艇．それから遥的
には"1，ン數からいえばあまり目立たないのですが，非
禰に熱を入れておるのが’各種類の新式磯雷の婦海に煙

一

ー

出 席者（發言順）

米漉軍農綴鍋催)……堀元美
防箇鹿海上幕僚壁部技循部

一等海佐．．…･寺田明（元海軍技禰少佐〕

防溺騨績研瀞驚撫師〕……牧山幸飛

珊鮒波就喰#綴雛佐)……牧野茂(司會）

川，跡重(｡:鴇砺〕……松本喜太郎

喫贈’幾瀞爵後継錐)…-禰井静夫
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艇建造の重黙であると思います．謹衞艦艇といいまLて

も，國によ.つては羅逐艦と解しており，あるいは軍に

護衞艦（佛）ともいい，あるいばまたフリケート（英）

それから米國では適當な日本課が見つかりませんが，

DestroyezpLeader(對潜掃蕩艦ともいうべきか,)Radar

PicketDestroyer(電探哨戒兼對室蕊迩艦),Escort

Destroyer(對潜願逐艦),EscortVessel(護術艦)Pa-

trolChaser(對潜曜戒艇),こういう刺多な名前に分私

ておりまして，おのおの使用法力建っておるようであり
ます．またこれらは各奇力湘協同して行動するようにも

思われます．これらの鑑の設計は狭い意味での造船技術

としても相當塗って來ておりますが，松本さんのおっし

ゃったように，戦術が一愛し，兵器力蕊鋤雌に塗って来

ておる．そのために，たとえば謹衞艦というとすぐわれ

われは，戦争中の日本の海防鑑を速想し，あるいは掃海

艇といえばわれわれの造った，掃海艇を連想しますが,、

そうではなく，今いう護衞艦なり掃海艇というものほ，

内容的瞳はきわめて異った艦である‘こういうことを認

識していただく必要があると思います；

牧野戦後暫く．は，どこの函もあまり新遥鑑を造らな

かったですけれども，最近一番やはり新しい繼を造って

るのは，アメリカですね．

う掃海艇であり｡ます．それから，少し特殊にはたります

が，米國に關しましてば,上陸攻略部隊用の艦艇，一般

的には上陸用舟艇とも言われていますが，中には大きな

のも含まれております.要ずるに上陸進攻作戦に使う雑
多な艦船，この整備に米國は相當の熱を入れています．

次に，潜水艦で渉』りますが，これは建造しておる隻數

は，各國とも比較的少いが，その内容，使用法ともに完

全に過去のものとは一愛しておると思います．－鴎軍備

というものは，ある相手を想定して立てるの力溜り前で

ありまして,)I瑛が一應相手として假定しておるソ蓮の

内容が私達にはよく判らないために，ど剰瑛力轌え

て，どういうような建艦政策を立てておるか判りません

か，米英ともに潜水艦に開しては，やはり非総に力を入

れておりまして，將来の海軍艦艇の主力は潜水艦だとい

う人さえある位です．単に潜水艦ぞいいましても昔のよ

うに大部分がいわゆる攻撃潜水鐙というのではなくて，

水上艦に對する潜水艦であって，水上艦に巡洋艦，騒逐

艦，航塞母艦，特務艦があるように,潜水艦も多数の種

瀬に分れて来ております、要するに船團および機動部隊

を含泌て，これを謹衞する艦艇，掃海艇，それから米國

に關Lては上陸攻略部隊用の各種の鑑船，更に從來とは

まったく性能の一鍵した潜水艦，これが各國の海軍の艦

錐I表建造中の英國フリケーI､および掃海艇の要目

｜
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寵井壁的にはアメリカ・

牧野繕種的にいうとどうですか．

禧井やはりアメリカだと思います．アメリカは大型

闇の航空母鑑から掃海艇類に至るまで，あらゆる種類の涯

艇を造っており，同時にAmphibiousShips上陸攻略

關係の船の意味です．それからいろいろの種類の溝水鑑

を造っておる．こういう黙でiま，やはり米國海軍が一番

だと思います．

牧野對ソ戦黍を懸想する場合，本國は敵國の近くに

在る孤島で，援護を期待する國は遥か彼方にある．本國

の生命盤は大洋の織邊路の維持にかかっている．といっ

た國情が，日本と英國とは非常に似ている．從っで防衞

臆特に海幕についていうと英海軍の立場や使命と非溌

に近いと思うんです．英海軍卿は議會白書で,英海軍の

誇りはどこの函にもひげをとらぬ技術で，その産物であ
る濁創的軍艤嬢關兵器こそ，大英帝國を完全}こ守るもの

だといっておりますが，その重黙は何でずか．

禧井イギリスは，アメリカに比べると，新造艦の髄

類こそ少ぃですが,迩然と重職力謹術と掃繊こ指向さ躯

ていて，謹衞艦つまり英語でいうとフリケート，これが

さらに4種類に分(もて，4種類のそれぞれ異ったフリヶ

･･--I､を，同時に試作と研究の意味を兼ねて，愼重な設計

にもとづいて，鋤こ建造中です．それから二種類の小型

の描海艇を多數遥っております．（第’表参照）

米國艦艇に見るエレクトロニックス兵装の發達

牧野アメリカはたくさん軍艦を造っておる．その設

計上の特徴は，どういうところにありま､すか，堀蒋，

堀現在のアメリカの非滞に目立つことは電波兵器を

非稚に重要現しておるこどです．大踏日本海軍の時代に

一番弱かったところは，通信そ恥から偵察，つまり状況

を確認して戦さをするという考えが比較的職くて，とに

かく攻撃兵器を使って戦さをするということばかりに重

黙が傾いていたf>けです‘アメリカの震を見ますと，ま

ず珊祝を確認ずるということと，それから味方の速緒を

よくして勢力を集中して敵を攻娯する．そのためにレー

ダーと，それから細かくなりますが，味方識別とか敵の

､レーダー仁對すjる逆のRadarCounterMeasureとJa･

mxning日本でいう逆探と妨審というようなもの，それ

から，レー〆一を使って』蝉の指繩もやる．味方の飛行

謹の指揮もやる．また味方の飛行磯を誘導して攻盤に行

ったものを還らせる．そういう方IIilに非備な力を入れて

おります．そｵしから通信關係カリ|蒋によくなっておる關

係上，一つ隊内では電話でもって艦長同士が立派}ご話が

できる．一身同禮になって一つ目的wこ向って作業ができ

916

る．そういう黙に非常に力が入っておると思います．そ

の鮎が一番目立つことのように思いま･ず．

牧野つまり無媒の進歩が非常に著しいｵつけ､ですね．
堀そう思われます．・

牧野それと，松本さんj戦略とか戦砺が鍵つだ来
て，一層そいうことを必要として来たんでしょううね．

飛行機と艦艇

松本そうでしょうね・今の謹荊鍵の問題で，雨I鶏

からいろいろお話があり茨したが，曾ては鶏挺で主任務
と考えていたようなことが，飛行護がそ{しをどしどしや

るようになって来るだろうという鮎獄どうですか．

堀それk二ついては，私は持論があるんごすがね．あ
る一定の海面から潜水繼の脅威をなくして，そこを自由

航行3－るなり，あるいは漁業をするなり，その海面を自
分の方で自由に使うというためには，まず對潜用の艦が
要る・そｲ､から，それと協力する飛行磁力窪る．そ紙か
らその雨方の動作を統一L指揮をして，ある海面を轍に
安全であるように保っておく，コンI･ロールをする．こ
れは陸上に置かれると思いますが’通信中歴乃蕊る．そ
1'I'にまたヘリコフ・グーというようなものが入って来る．グ

そういうものが’ある海面を受狩って押えておる、これ
は近海の防衞のためには，ぜひともそういうものが必要
になって来て誇ると思います．今までのように，船と飛
行磯と別々に考えずに，一つの＝ンI､ロールのもとに，
そういうものを礎いて，ある海面を受j寺ってきれいにし
ておる．もしその間に敵の織水艦力哩』〕れたということ
になれば，それは指揮所のテーブルの上Iご群を刻ぐに，
その運動が判っておって’そｲとを追挑ってしまうなり，
止めを刺すまでは遁及を緩めない．そういう一つのチー
ムをこしらえ．ご守って行くという方向に進んでいると思
います．現在そうなっておるだろうと思い･叢す．
禧井戦零中あ恥ほど働いた飛行機が，絵戦後さらに

謹関的iこ進歩したわけですが’その飛行磯に装陥される
レーダーやエレクI､ロニツクス装置は織協の場合と同じ
ような進歩があるわけです．

牧野飛行機は艦船以上だろう．近二･ろの飛行機はエ
レクl､ロニックスの鬼だという．．.…、

寵井ですから，それが艦の方に與えた影響はJ1輔に
あると思いますが’同時に飛行磯が非常に進歩したため
に'､艦艇の使用面でも今までにない塗った新分野も開}す
ておると思います．

堀結局そういうことからして，昔われ.#》れが砿継だ
と思っていたものが，一部は要‘､』なくなってしまいまし
たが，残った部分は細かく専門に分化しごしま,つに．願

｜

｜
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逐艦といっても4種類も5種類もあるし，潜水艦といっ

てもやはり7種類も8種類もあるというような塗り方を

してると思います．

米國駆逐艦の軍能化

牧野願逐艦で，どういうような種類がありますか．

堀普通の，艦隊と行動を共にして，大砲と魚雷で戦

さをする駆逐艦．

牧野オーソドックスの緊逐艦で詞｡．

堀それから艦隊と一緒に歩いて，あるいば船團と一

緒に歩いて，敵の空災に對して身輝をもって防塞をやる

駆逐艦．

牧野防塞謹衞駆逐艦.秋月だね・

堀それから潜水艦に對して同じように味方の隊を守

る．對潜謹衞躍逐艦．非鴬に大きなレーダーをもってお

って，前方に進出して，あるいは一定の地黙に進出して

おって，敵の空襲なり，あるいはもちろん海上部隊に對

してもでずけれども，要ﾘー るIr敵の動静を非播な蓋距離

から把躍して味方に警報を發する．レーダー・ピケット

といっておりますが，そういう騒逐鑑それは味方の飛

行隊の塞麓の誘導もやるわけです．はっきりしたもので

も，そのくらいは為ります．

潜水艦はどうなるか

牧野潜水艦も非常に分化してるという話があったで

すｵｺ．潜水艦の方は，寺圧I君は專門だったんだが，最近

の傾向はどうですか．

寺田各國力鐙っておるといっても．ほん｝5の使月i
目的がきまって，どんどん造っておるというのじやな

く，先ほども松本さんがいわれたように，今は艦の進む

方向がちょっと戸惑っておるわけで蛮際確信をもって

通産に移し得るのは，掃海艇だけです．謹耐艦もありま

すけれども，それは差潜り，今まての古ものでも改造で
間に合う_．そういう状況で，各國とも軍謹を造るのに，
戸惑った状態じゃないかと思います。そのときに，溝水
艦は何らかそこに打開の途を溌見する手段になりはせん
か，潜水艦を造っておけば，いざという時に’謹切しな
い要求に，これなら應じ得るんじゃないかというような
意味で，潜水艦の建造を綾けておるのじやないかという
氣がします．

牧野ということは，どういうことですか，あまり高
遠な説でよくきつからないが．…”、

寺田潜水鰹を造っておけば‘識期しない要求が海軍
に課せられた場合にでも，潜水盤によってそれを打開し

得る・水上纒ではそういうことが望み得ないのじやない
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かというような氣がします．そういう意味で港XK鍵を誘

究的に建造するという程度のものじゃないかと思い室
す．勿論ソピエメI､の潅水艦建逵は別ですが．

牧野大鐙，第二次大戦が濟んで當分の間というもの

は，みなクタ．クタに疲れてし葦‘って，軍艦なんぞ遥る元

氣もなかった．ところが，朝鮮事鍵が始って，これじゃ

いかんというので，さて造ろうとしたのだが，その時分

にはまだ，一鎧どういう艦を造っていいかという総論が

ほんとに出ていない．そ恥でいろいろ試作約に，あ鞭や

これやとやってる．どっちかとい5と試駿鑑に類したよ

うなものをやってる．こういうことですかね．

堀そういう氣がしますね．

牧野殊に潅水鑑はそういう傾向”ド常に多い，こう

いうことでしょうか姫．

輻井水上鑑にしましても，戦後，作戦の牒相もｵ’か．

らず，技術もどんどん進歩する一方で，デザインの基礎

が固まらないのが近嘆やっと固まって，ある程腿墜用を

葱期した試作艦が謹豊されつつある．潜水艦はやつと技

術の整理が維った．こういう艦を迭って行けばいいブ．，

これが判って，寵麓豊にかかったという状況じゃないでL.

ようか．

牧野そこまで行ってるかな．

堀私はそうではないと思います力馳．どうなければ

ならないかということは，はっきり到っておる．ただ，

その要求に應ずるだけの性能のいろんな錯置ができてお

らない．そのためにデザイナーが苦しんでおる．そらい・

う状況だと思います・

禧井ですから，装置あたりこういうものが欲しい，

こうこうすればできそうだ，というところだろうと思い

ますね．、、

堀もう少し設明しないと判らないだろうと思います
が，要するに，兵器と艦船と，それから戦術とば三つ己

で，相互に關連があるわけです．それでこの前の戦訴で
は，レーダーという新しいものが完成Lて使わ躯たし，

それから飛行磯力誹常に發逹して大規摸に使わ恥出l〃
た．それで日本が昔から考えておった，主力艦同士が大

遠距離で砲戦をやろうということは，すっかりタ診〆にな

ってしまった．それから蕊逐艦力泳雷戦隊を組んで夜襲

をやろうというので，非常に力を入れて訓練しておった

のが，これまたすつかりダメにたってしまった．もう一・

つ非粥に力を入れておった溢水艦は，電池に充電するな

り，あるいぼ夜の間に有利な態勢をとるために‘水上を

高速力で走って，自分の行きたい所に進出する．そうい

うこともまた，すっかりダメになってしまった．それで

日本海軍はそのために窮境に崎ってああいうことにたつ

臼
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たのですけ私ども，その結論は，どの函にも同じに適用・

薯湿るのであって，結局水上部隊なり織邊船團が自由Iこ

行動するためiこは，制空瀧を得なげいば絶對に軌すな

､､．ところが，制空樅を得ない海面でも軍事行動をする

必要がある．その必要を充すためには，潜水艦より方法

がない．そif1,でシュノーケルを發逵させて，比較的飛行

機やレーダーにひっかからずに．しかも味方制室瀧のな

い海面を行動し得るようにもって行った．その次には原

子力儀關とか過酸化水素磯關というようなものを使っ

てほんと#こ顔を出さない潜水鑑に移ろうという段階に行

っておりますから,結局味方の飛行稜のおる減面と,誇

らぬ海面ということで分rして，今試作さ｛もているような

恵頚の水上鑑部隊と潜水艦が行動をする．こういう方向

・に進んでおると思います．

對潜兵器と潜水艦

松本今，水の中に潜っておる潜水艦にとって非常に

薇威的な兵器というものは，何かあるでし夫うか．

堀今のところでは，まだないと思います．

松本深信儀にしても，聰香機にしても，戦箏中の状

況と今日の状況との間に飛躍的に進歩したというごとは

ないですか．

堀質からいえば，相當進歩してるとは思い．まずけれ

ども｡全然性格力建ったというような進歩ではないです
司食．

松本アメリカのキラー型潜（對潜潜水艦）は非常に

鑿くまで聰香出来るというようなことがあるんですか・・
堀あれはソーナー（深信儀）でなしに，相手の出す

二涛を聴香する方法です．その能力は非常に高くなってる
とは思いますけれども，疑問なところは，自分の方がス

ピードを出Lておってもはたしてよ．<聞えるのかどう

力､、

松本潜水艦に對して船團の護衞をしてるときに’早

く敵潜の所在註知らなくちゃいけ漁､．そいを知るのに

やはり潜航しておる潜水艦でやらなくちゃ探知能力の發

揮が光分にいかないのではないですか．

堀大磯アメリカ壱はその方向で進んでおるわけで

す．

禧井潜水艦にとって一番脅威なのは潜水艦と飛行磯

で､すね．

牧野早く見つけるということよりも，水上鑑では危

なくて仕穰がない‘

松本愛際，聴音機なら聴霄機の進歩で性能を飛躍的

＃こ向上させるということは飛蝿的な技術の進歩でもない

かぎりなかなかむずかしいようですね・

認伏では自分力瀞かにして聴かないと’とてもダメ

だ．潜7k窪で潜ってジツと鶏いて，またスーツと走ってー

行って，また鶏くをいうことをやる．おそらくアメリカ

あたりでも，今の兵器というものは大したことばないの

じやないかと思いますね・

堀性能は相當に高くなって諮りますけれども，要す

るに在来の兵器ですね．在来の兵器の改善であって’な

かったレーダーカ噺しく現われたという･ような鍵化では

ない．

輻井つまり今持っておる兵器は，館二次大戦の末期

ごろの作戦に使ったら，唾倒的に役に立つに・こういう

ところまで兵器が行ったわけでしょう,

牧野そうでしょうね．しかし今のところは，諜期し

てる方向に兵器力錐歩.してるから，防ぐ方も錘、してる

から,それほどの効果は學らない．ただ識墜雌(Guided

Missile).が發逵して来ると，大遠魎誰爆雷電，つまり

大砲の那のような速さで相當遠いところへ到達して，そ

うしてそれから爆雷のように進んで行く，その爆雷にさ

らに出卦があって，ホーミンク・(homing指向)して行く
とか，あるいは水の中§へ入ってから重力で落ちるのじや
なく，やはりスピードを出して推進する．こういうもの
がじきできるんじゃないか．

松本そうでしょう．

牧野これだって，大磯封つれわれの考えるようなもの
だから，普通の進歩に過ぎない欲しいのは不jil職發展
だね．

堀今のお話の霜香魚雷(HomingTorpedo)という
のは，どのくらい進歩Lてるか疑問で､すけれども，ある
程度のものは変用化して使われておることは郭憧です．
禧井釧瑛もそうでしょうが，フランスで先日完成し

た高速謹衞艦つまり大型蕊逐艦のシユルクフは對潜魚雷
を持っていると本にも謹いてあるし，露眞詮見ても普通
の發射管の他に，短い妙な發射管が見えますね，そ肥か
ら，潜水艦と水上鐙艇とのやり合いのことについてです
が，第二次大戦では，おもに大西洋方面ですが，ドイツ

の潜水鰻が1942,3年に非常に戦果力躍った、連合璽lは
どうにもならんという状況だった．それを打開･したのは
まう謹術航空母艦(EscortCarrier)を主臘として,護
衞にフリケーI、(Frigate)と護術躯逐艦(Destroyer

Escort)がくっついて，飛行磯と連繋してド､イツの御く
艦を，レーダーを利用して討殺した．それでドイツの潜

水艦はすっかり参ってしまった.ドイツはそれに對して
謹期的な對策を講じたが間に合わなかった、そのM瀞dで

戦争が終って，それから潜水鑑も水上醗誕も飛行磯も，

－
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判るようになってくると、こんな手緩いことではとても

濟まなくなった．今迄のような馬乗り攻鑿をやっていて

は,i鋤く鑑の潜航深度力轤し，その上潜入速度が早くな

ってくると仲煮有効鰯が得られないので，何とかして深

信儀で敵潜の位置をはっきりと捕捉している中にこれを

やっつけたい.このために艦の前の方,つまり進行方向に

向って打ち出せる兵器が出現したわけです.この新兵器，

こIT,はA/SProjectorともAheadThrowingWeapon

ともいっていますが，これが蕊二次大戦の中頃から，効

果を學げ出して，今日においては裟贈兵器の主役となっ

ています．だから爆雷は離に補助兵器にすぎなくなりま

した．

牧野もう少し具燈的に説明してください．

禧井米海軍でいうと，まず英國より貰ったのが

l<Hedgehog''です．一度に24發の7．2吋のロケッ!､弾

を200ヤード位飛ばします．この郷丸はSoundContact

をしながら前甲板から打出すると，大磯画型140～200

咲位の瑳献になって前面の海面に落ち，水中に沈んで敵

潜にそのどれかが命中して爆發します．卿嬬とちがって

鯛發だから弾丸は小くても効き目がありますし，鯛發の

ため燦謹言が聞えると，『命中L.た』ことが到るｵつけで

手．今日ではこのHedgehogを改良して架臺を旋回式

:こして艦の進行方向以外にも自由に打てるようにしたも
ランチ-1.-

のも造りました．その後,對潜1.ケシ'､投射器が完成し，

最近の米國の對潜護衞艦はロケッ’､。ランチ！－と耽回

式へ"ヂホッグ，あるいはロケソI､・ランチ1．－と固定式
ヘッヂホグ，または旋回式と固定式へツヂホツク．という

ような組合せになっており．更に兵器の数もそ恥ぞ艇を
2基位持つような傾向です．ロケット．ランチ一の如き
は艦の､罐に3韮装術したものさえあります・いず姪も
完全な賞用期に入っているから,更にこれ'うを改良した
り，または鞠菅想の兵器が翻験研究の過程にあるのでは
ないかと想像されます．

更に最近は敵潜必殺の聴音指向魚雷(HomicgTor-
pedo)も，米國の新繼または改迩鑑にはどLどし装備
されているようです．現在では生壷灘力馴轄に高臘だ
が，そのうちにこ恥が安く多量生産が出来るようになる

と，爆雷なんか使われなくなるだろぅといｵつれていま

す．

牧野うI雲は同じ兵器だろうか？

、禧井英國ではHedgehogは鯛發信管だからｲく-I･分

だというわけで,時限信管のProjectorを研究L1943

年の末に《1Squid''という新兵器を採用しまl_ナニ．これ

ば一種の固定式迫撃砲で，蝿丸はHedg.4hogよ【〕もず

っと大きいものです、

おのおのがお互いiこ關迩をもちながら，しかもおのおの

がそいぞれ發達してしまったわけです．それですから潜

水鑑の將來は相當期時されております．

牧野一時参ったというのは結局夜間の行動を封じ

らいてしまったことなんですね．

堀つまり，ときどき鼻を出して息をしなけいぱなら

んやつが，鼻をくじかれたわけですから，鼻を出さない

方法を誰じたわけですね‘

牧野今の)伏況ではどうですか，水上艦と漣k鑑些の

喧嘩は？、

堀そうですね……錘の問題になりますから……．

牧野いや，その當時の胸兄と比べてみてやはり潜っ

てるやつの方が，つまり攻撃する方が歩があるだろう

か？．

松本そんな氣がするね．

禧井もう一つ潜水艦はGuidedMissileによって水

上鑑艇;こ對する以外iこ，陸の重要施設の攻嵯に新しい分
野を開いています．船團なり艦隊に對する攻撃と防禦を
考えてみると，忍は攻準する潜水艦に歩があるように思
いますが，潜水艦としても苦しい戦闘をしなけれ,ぱなら
ないわけです．その径度は第二次大戦でドイツの苦しみ

始めた時代に匹敵すると思います｡詣互L､に非常に損害
が多いだろうと思います．ほとんど刺し逢いじゃないで
すか．

牧野今新しい兵器というような問題が出たけIT′ど
も，港水鑑を攻繋する兵器なんか，相當出ておるように
聞くんですが，どんなものがありますか．

對 潜 兵 器の進歩

福井對潜兵器の進歩を，索敵する方の兵器と,､攻準

する方の兵器とに分けて考えますと，さつき堀さんのお
っしゃったように索敵兵器として全く新しいものが出た

わけではないが，篭二次大戦當時のものが跡劇的に進歩
している．つまりソーナー(S3nar,探信嬢）やハイド
ロフ辿一ン(Hydrophone,水中鱸霄磯）やレーダーなん
かがそうです．こ｛しらは兵器そ恥目腿の進歩は勿論です‐
が，發射指揮装置の面で非附に進歩して来たようです．
次に敵の潜水艦に止めを卯吋攻撃兵器の方はⅧ始めは爆
雷だけ-でしたが，その爆雷も水中沈降速度を早め，また
鮪這を良くしようとして，ドラム雛型のGGAshCan''
から爆弾型のいわゆる:･TearDrop''式へと改良され
ました．しかしそれでも爆雷を落す方法は依然として投
射器つまりK-Gun_と艦尾の投下軌條であった．とこ
ろが索敵兵器力嘆くなって，特に英國のAsdic系統の
探信儀のよ弓に，かなり遠くで敵潜の位遥がはっきりと
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牧野撃發信管をやめて時限を使うというこどはソー

ナーに餘程自信があるということだね．距離の他に深墜

が正確につかめる議果だと思う．

羅井大禮英國ばその後も｡<squid"を主用し，更

に最近はこれを改良した"Limbo''という兵器を作り

ました．どうも英國の對潜兵器は索敵も，攻準も，また
測能發射方式も粗當なものらしい．

牧野スキ・ドはどのくらい飛募んですか．

牧山大鐙300ヤードですね．

牧野300ヤーI●のものを幾つ射つんですか．

牧山六つですね．

禧井三連ですから、三連のを1基もって諸るのと，

2基もってるのとあります．だから3發，または6發で
ブー．

牧野是れを一度に射って，それで潜水艦を挾もうと

い”つけですね．あれは次發には相當秒時かかるだろう

ね．

禧井相當かかると思いますが，新しい「リンポー」

は装鞭法が改善きれてるだろうと思います．どういうも

のかよくは判りませんが，やはり三連で，スキンドの改

良されたものであることは確かです．旋回は出来ると書

いてあります.Wi蕊は多くなったかどうか存じません

が，ロケット式だとすると頃進藥の關係で圖鐙が大きく

なって，射程は営然伸びてると思います・そrI,を推定す

る一宅の理由には，スエーデンのBofors減あたりの新

式Proiectorは四連装のロケ〃I､で,全周旋回も出来る

し，次發装厳秒時も短縮し，射程が伸びておる．こうい

弓特長をもっております．

牧野今お話の一番薪しいアメリカのロケッI､。ラン

チ『－，これはどんなものですか．

堀今の頑鰭のいわれた性能の方はよく到りません

が．．…．､

牧野スキッドと比べて・・

頑井射程はもっと長いんじゃありませんか．その代

り単發ですね・

堀次發装坂は非常に早いから，二連三連という必要

はないｼつけです．新しい艦にもそれを積んでおりますか

ら，比較醜性能の高い兵器と認められてるのだろうと思
います．

松本誕騒が多くて，危害半煙が大きくて．．…・

堀一一つで濟む‘そういうこともあり得ると思いま
｡

すけれども．

牧野命中すれげ一つで濟むが，やっぱり何發か射っ

て，公算で行くｵつけでしょうね．

松本どうなんでしょうか，僕は一發必中みたいな一

920

ぶつからなくてもいいんだからね，あれは，藥量は相當

大きいだろう．

牧野一發必中なら次謹旋鎭はそうやらんでもいいだ

ろう．

松本一發必中といっても，近くに．．.･･3．

牧野至迩i#か.12インチくらいだな，太さは．灼藥

量はどのくらいだる-う．12インチ･というと卿雷くらい
だね．

松本百キロくらいですかな，藥騒は．

牧野これがうl麺の遥階兵器として最も遡脹Lたもの
ですね．

松本見つけたら逃さずに，すぐ狙ってやれるから
ね．

牧野つまり麺‘､射ちができるということ．リンポー

にしても，ロケット・ランチヤ.－にしても，旋回をして
狙い雛ちをする.Lかも射程が大きく，健藥量が大きい．

それに爆雷は打つ前に深度調走をして鏥くものだが，對

室雛に近接信管が出来たように，；鯛ﾐの對瀞繩はみん．
な’いわゆる感應弥裂をやる．つまり香霧とか磁氣ある
いは超香波で感應する信管が仕掛け-られると思う、そい
にしても測的が正確でないと駄目でしょう、ソーブーーの

状況はどうですか.昔われわれは一つつけるのにも苦勢
したんだけれども，近頃は二つ以上持ってるような話も
聞いてるが．

堀數も幾つも持っておるのがありますね．その使い
方は習うかよく判りませんけれども，要するに，方向も
距離も’それから潜水艦の潜っておる溌さも到るという
方向に進んでおることは確かです．

松本ほんとうにアメリカあたりでもソーブーーとい
うようなものは’戦雰末期こ．ろの日本のものに比べる
と，謬馴舵性能の向上を見てるでしょうかね．どうも
そうじゃないような噂をよく聞くんですがね．

牧野つまり，到達距離と力端度とかいう鮎ですか．
牧山精度はずいぶん上ってるんじゃないですかね．

牧野あれを攻喋の方位盤照準装置歌たいなものに使
うとすると，よほど精度が上らないといかんわけです
ね・湛は最近山武商會の友だちから，アメリカの漁船が
つけてるというスカンーング・ソーナー，日本でいう魚
探は測深鱗ですがこれば探偏俵です．その溌告を見せ

てもらったけれども’アメリカじゃそういうものが市販
されてるんですね・これはやほりレーダーと同じように

映像が見られる．出入港狹水迩通過などにも，水中の
地形がちゃんと出る』つけです．ハネウェルという衝祉の
カタログだけ恥ども，こんなものがもう雨販されている

ところから見ると，やはり軍用は相當進んでると恩し､ま
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す．兵器がやはり軍艦の進歩の根源になり，兵器と作戦

ぞいうものは，これは離れることのできぬものですが’

その兵器と作戦がも酢になって設計ということになると

思うんです．大砲なども進歩してるんでしょうね．

堀大砲は，大砲そのものとしてば，あまり大きな簔

化はないのじやないでしょうか.

牧野指揮装遥ですか・

牧山指揮装置と近接信管ですね．

寵井それから蓮揮と装鎭装遥が改良割もて發射逹度
がウンと｣ILくたって来たでしょう.

牧野やはりエレク,､ロ＝.;,クスの非艤な遡渉が砲術

左進歩させてるということですね．では次に造船プロパ

ーの剛遡はどうですか，海軍の造船技術の進歩侭造機も

含めて，砿い意味の遥鐇でずれ・

船霊と艤装の進歩

堀船艦設計ということからいえば，いいものを設計
して識つたという黙では日本の技術というものは，ど
こに向っても遅れをとるものでないと思いますけれど
も，今度の戦零で到ったことは，造船という仕事の中
に戦争にあたっては非撒にたくさんつくらなけ恥ぱな
らんという黙があるので，＃うれわればこれでずいぶん骨
折ったｵプけですが，やはりその黙が非常に差がおると思
います．大避生壷的な艦に初めから計霊してあるという
こと，従って經濟的でもあるというこを，その代り船禮
そのものからいえば，あまり丁寧に栫えたものではな

､､、丁寧に鋪えなくても，いいものにでき上るような計
遥になって託る．これば日本でも，その氣になiT,ぱむず
かLいことではないと思います．

牧野その代り，個々 の性龍としては落ちるでしょう
ｵ.ﾐ．

堀蒸もると思います，それからもう一つ艦として考
えなければならないのは，中に搭載する磯鱗嘆，鐡装品
類，そういうものにたりますと，これは造船だけでなし

に一般工業，國内一般工業全般に亘ってのことになりま
すから，ところどころ日本に非常に寵熱がある．たとえ
ばアメリカの艦を見て廻りますと,GEとか，ウエステ

イングハウスというような，オつれつれが普通に使って諸

るような，たとえば扇風器のような，會斌で作ったもの

が戦っておるわけです．すると，なんのことはない；劃つ

れｵつれがお互い高ぃお金を排って，向うの技術の發逹の

7こめの査金達納めておったという恰好になってるので’

これは非溌なハン茅イキャフ感になってると思います．そ

のぼかに,造船ﾌ｡ロパーで鍵っておることは,新しい材料
が現ｵつれて來ておる．たとえばアルミニウムを使って詣

”1

ること．それからプラスチクを使っておること，これ

ばいろいろな方面に使っております．それから戦後は．

居住性の改善ということを非常にやかまL"くいって，乘

っておって牢屋に入ったような氣分にならないで濟むと

いうことに‘ずいぶん力を入れておると思います．

牧野何か具禮的な例があ.りますか．

鑑内のエアー・コンディショニングど匿力の維持

堀一蒲先になるのは，艦内のエアー。コンディショ

ニングを全般にやるどいう行き方です漁．

牧野それは，どのくらいの繼ですか．

堀今完全にやっておるのは，漣水艦と，巡洋艦以

上の艦です．鍛逐鑑あたりも，部分的にやり出しまし

た．

牧山瞬丞艦でやっておりますか．

堀一部はやっております．

禧井建造中のSherm"n級の騒逐鑑ではほとんど

居住の全魑に及んでるでしよ.うれ．

堀そういうふうに聞いております．

牧山アメリカの國内が，そういう技術が－般的に陸

上でもって進んでるから，氣溌にやれるということでず

れ・近ごろ東京でも，ピルなんかルー､2，．クーラーとい

うようなものがあるけれども，あおいうように，船なん

か非常に安画てニアー・コンディショニングがやれるよ

うな氣分にあるわけですれ．

船のために特にそういうことをやるという氣持じゃな
、

くて．ほかのものでも一般にやれておるから，それを船

に應用しようという，こ~く燕睡にできるでしょうね．
輻井エアー。コンディショニングを重要覗してお愚

理由は、戦争中は自艦を防禦するために磯銃を澤山つげ
たりして,乘員が増し,少しく令らい艦内が苦しくても忍ぶ

ｵﾌけです．ところが平時は，長い間の訓練と行鋤があり

ますから，魁力を消耗しないことが重要になってくると

思います．しかし現在建造中のIFS(InfantryFire
SupportShip)のような，上陸部隊に付随して敵の橘
頭墜を叩くような比較的小型の艦，こういった艦が，ほ
とんど完全にエアー。コンディショニングをやってるの
は，戦時のある一つの重要な作戦のときの禮力の消耗を
防ぐ，そして乘員の判断力を明確にすること，この必要
性も非常に感じておると思います。IFSのような消耗
的な鍵が完全なエアー。コンデ'iシヨニングをしてると
いうことは，アメリカの艦艇織装に對する最近の方針

の，面白い一つの現ｵつれとして見る必要があると思い蓋

す．

牧山魁力の維持をいうことは，戦闘力に非常に影發

’



するというこ･とを，今鹿の駿雫でもつ･こよく認識したと

いうと星ろからだと思いますね．

牧野日本人は，アメリカ人と比べると，罐力そのも

のが違うんだね．耐久卓力は，どうも日本人の方が非常に
少い、だから日本人は．アメリカ人以上iこ’匿力維持を
やらなけI1,ぱ，能力が低下する．たとえば，鑑橋問題で
すね．向うば，イギリスiこしても，アメリカにしても，
吹きさらしの繧橋で，太った.m色のいい兵隊さんは’

ピクともしない．風が吹こうが，雨が降ろうが’蛙の面
に水でね．日本の兵隊さんは，ちょっと冷い風が吹くと
震え上ってしまう．手足は動きにくくなる・舌はまわら
なくなるというようなところがあるんじゃないかと思
う．

堀あ恥は食べ物のせいじゃないですか・
寺田大鎧，壁力は1.6倍らしい，腕力など・
堀人間の耐久力が戦闘力のキイ・ポインi､になる

ということは，潜水艦力丸､<ら潜っておられるか，その
限度を決定するのは，人間の鎧力であるということが判
って来た．それからジェ&,1､飛行磯が，ある加速庭以上
運動できるという，これもやはり人間の燈力次第だとい
うことが到って来て，非常に禮力の限界，あるいは燈力
維持ということの重要性についての認識が高まったと思
いまず、これは非艤に重要な問題なんですね．

松本その黙をカバーするものとして，昔は満榊力の

問題が，日本では盛んにいわれたものですがね．

牧野ところが，その猜紳力が，いわゆる大和魂はな

くても，敵懐心はなかなかバカにならない．

禧井精紳力という黙でも，向うはわれわt1，と同等以

上だったと思うんです．、

松本そう思いますな．

禧井苦しぃ居住を忍ぶという黙でも向うは戦争中の

緊逐艦でも，フリケーI､でも，ずいぶん苦しい居住をし
ております．あれで罵醐作戦やってるんですからね‘

堀それは判りませんね．精測'力というものは’こっ

ちが旗色のいいときはあがります，ずいぶん無理をやっ
ても，やはり日本人の方がアメリカ人よりすく．れてると
いう場合はあると思います．

牧野日本人は糖祁力も膿力も大い}こ發諏したと僕は
思うのだが‘ただ，アメリカ人がクシ'･ツと行くだろう
と懸想して準ったのが案外だった，そういうことじゃな
いかしら．

船艘設計と鍾原性能に對する考え方

訟本さつき迭船プロパーの設計上の問題の話が出か

922

かりましたが，僕はこの頃こういう悩みに陥ってるんで

す．そ《1，は結局たとえばスピードに例をとlしば’速力の．

うんと出る船がつくりたいということで馬力が少くて
速力の出る船をつくりたい，この問題について考えて琴

ますと，「友揮』がひつくり返る前は，特型躯逐纒あた
りは，舵をとればずいぶんかしぐ．けれども’桑タピリテ

ィーに別に不安をもつわけでもなく，長い間訓練もし’
時化にもあって来た．ところが友掘珊件が起って，性能
調査倉ができて，いろいろやった結果，スタピリテ’ー

の標準を出せということだったけれども,なかなか出な
いというので，適要表（木辮臘明氏執華稿の附表8，912
頁参照）というものができたわけ-です－これは友鶴をひ
Cくり返したという斑重な犠牲を挑って生れたものです～
が，そういうものを眺めてみますと，なかなか馬力の少
くて速力の出せるような腱はつくりにくくなって来た．
現疫に外國の艦を見ていますと，日本の鑑より割合に
重心も高いし,GMも大きい．こういった艦艇でも外國
では方冬で働いているわけで向うじゃ安心して使ってる
のでしょう．日本は葵に懲りてI闇を吹くというやつで，
行過ぎてるのかもしれない．（笑溌）この黙は大いに反
省の要がある．あの摘要表を金科玉條にしてると，マン
ネリズムに鐙ちいってしまって進歩しないと思います．
牧野そこですよ．

松本例えば，船の長さと抵抗との關係を見てると，
もうちょっと長くしても，非儲に速力が出るものを大事
をとってとかいう力嫡要表がちらついて不經濟な寸法iこ
してしまう．それで速力が出ないといらか大きな馬力を
必要とするようになる場合が起る，というケースがある
と思います．この黙弗､れわれの大いに勉迩しなければな
らない問題ですね．

牧野牧山君,今度せっかく設計をやられて，今のア
メリカのいろいろな要目なんかと從來のやっと比べて何・
かそこに，今御京性の話が出たが，日本の行き方と，ア
メリカの行き方との遠いというようなこと，
牧山敷字から見ると，日本の職鈍の鑪繼に比べる
と，重心を割合に高めを許しておって,GMをその代り
大きくしている.OGが大きいということば,KGが比
較的大きいということだから，重心が高いということ
で，その上にさらにGM力泳きいということは，皿力排
蒋に高い．だから幅が匿いとい”つけで､ずれ．
牧野イギリス，アメリカの艦と，日本のと比べたと

き，非膳に日本の艦は幅が狭い，これなども今後の問題
だと思います.

松本そう思いますね．

0



錨2表アメリカ蕊逹鑑の鍵磯重量の比絞

TimmermanDD-692(GearIng型）

華準排水澄（英I､ン）2425242ヲ

軸馬力(shp)(英馬力)100,000･60,000

機關重錘(wm ) ( 英 】､ン)835939

wm/shp （ポンド/shp)1935

DD-692に對するw'n/shpの比較(%)541co
（英I､ ン ） 6 2遮蝋關係璽逓138

DD-692に封する遮鎮蝿係重量の比i"(%)43100
(U.S.NavallnstituteProceedings,May1954,588頁所載）

議關の進歩とその船濯設計への影響

牧野露二次戦罪から，機關が非常に大きな進歩をし

たと思うんですが磯關が非常に軽くなったということ

ですれ．例のTimmermanのデータがこ奴です.("2
表参照）

禧井Timrnermaというのは，米図力轌験剛として
Gearing型の未成繼を設計鍵誕l.て完成したやつでしょ
う．

牧山エンジン關係は認切的な試みがやってあるんだ
ろうと思いますｵ･1．

牧野6蕗馬力のエンジンの入っていた所に，10蕊馬
力のエンジンを入ｲもた・

松本6麓馬力が939トン，10蓮馬力が8351､ン.1馬
力潜りのウエイ1･が，今までの6繭‘賜力のやつが35"

ンドだったのが,Tirnnlermanで19ポンドになってる．

牧雲大磯当I星分這す．これは試験艦としてたとえ故障

を趣(､ても技術屋の査任にはしないからやってみろ，こ

ういうことなんだ．それで今日iこおける限産を出して拳

ようというの．ごやられたのがこの艦で，愛用の鑑がそこ

ま-筐今すぐ．行くかどう力到らぬけれども，しかし，そう

いう工合iこエンジンは非溌に軽くなって来ておる．この
場合iこ璽原性謂こ對する從来の海軍の考え方に，何かエ
ポックメーキングな庭置をしないと，エンジンカ趣くな
っても，船瞳を重くして，スグピリテイーを從來のよう
にして行くというんじや，蜜に勿燈ない話ですね・
牧山それから下の方;こある機關部力轆くなって行っ

て，上の兵装がむしろふえて行く方向になってるわけで
すね．歯然亜心は上って来る．それでスタピリテヤーを
どう持って行ったらいいか．

松本だだ問題は，外國の船がこうなってるからやっ
てもいいじゃないかという行き方は，技術者としてやる

べきことじゃない‘自分の傭ずるところをしっかりとつ
かんでてぃ塗えるべきは確信をもってやって行くべきで

923

すね．そうLないと，また友鶴みたいなことになってし

まう．友鶴力錘轄をやったら，かしいで仕嫌がない．こ

れはGMが足りないからだというので，バルジをつげて

幅を披めたらかしがなくなった．これで對策は成功した

と思っていたらひつくり返ってしまった．

牧野輕合金を上の方に使うということは大蘂いいん

ですが，そいは子供でも考えることなんです．材料屋が

つくってさえくれればできる．それでは能かない．しか

し悪いことじゃない．それから船禮の高張力鋼が，もつ

ともっとスI､レングスの高い材料ができたら，排水量に

對する船豊のパーセンテージは減るわけですね．その減

った重量が有効に使われなければ何にもならない．今の
行き方じゃ船健を輕<したうちの一部分とか，兵装にほ
アベラプルじゃない．

重心上昇を防ぐ方法について

堀兵器を下に稜めI燕､いんですね，結局揚揮装置を
非常に巧い工合にして，弾はいつも船底iこ蚤いてある．
燗衷からすぐ･砲身の中にスポゾと納まるというような揚
蝿装置をつくる．あるいはレーダーのようなものもアン
テナだけは一講高ぃ所にあって，あとはみな船底に納ま
るというデザインができると思います．

牧野だけれども，そういうのは性能が落ちるんで､す
よ．レーダ領－の導波管はなるべく短い方がいいからオユ．
寺田アメリカはレーンジを感性Iこして,GZを大き

くして行く．

牧野つまり砿を磁くして,GMを大きくしてるでし

ょう．そして童心力乳上ることをあまり厭わずに，フリー

ポードを大きくしてる．だから，45度とか50慶邊まで

のスタピリティー。カーヴはなかなか立派だ、こういう

ことなんですね．私ほそれば今後の一蒜重要な研究問題

だと思います．

そI1,ともう一つば，アメリカの艦を見て，公試状態は

そう悪くはないと思いますが，輕荷の場合には蓮職なく
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重油の代りに水を入れる，つまりパラステッド，＝ンディ

ションを極度に利月]して行く．そうすると非常にうまい

ことが出て來ると思います．これは乘手の方の訓練が行

届いて来れば，デザインがよほどしよくなって来る、そ

れを今すぐ・やるということはできない．

糧奉戦零中に鍵つた鯉で，軽い状態ではパラスI､ウ

式一蕊一何I､ン搭載とかやって，だいぶできた歩け-です

け#しども，蜜際乘手の方はパラスト・ウォーターを入れ

たでしょうかれ．

絃野さあ，その時分･のことばよく到らんです”1．

日本だったら，重油タンクに入《1，なげ恥ぱならんという

のだったら，あまりその重油は使い童せんれ．

堀1_かし，それは，軍艦はやはり損傷するというこ

とがありますからね．損傷時の對策と一緒に考えれば，

乗手ばどうしても十分使いこなさなければいけないので

あって，必ずしも保瞼に入った商船のようなことを要求
する必要ばないと思います．アメリカの羅錘鑑でも，戦
箏中時化でひつくり返つごやつが動りまずL,巡洋艦で
繼首がちょん切られたやつがある2つけです．そういう

難，日本の在来のものと別に塗っておるわけじゃない．
ただそういう事故が起ると，デザイブーーが悪いというこ

とで，乘手はあまり責任を感じないという職に無理があ
ったと思います．

牧野アメリカの鑛逐鑑か何かひつくり返って査問の
とき，鑑長織バラ11､。ウォーダーを入れるべき時に入
れないで航海･Lたから，緩長の査任だといｼつれたという
噂を閉いたけrしども，何か調べてないですか．
禧共私はよく知りませんが，ハンソン・ポールドウ

，ンの記事でl.か知りませんが，ミンドロ島作戦で第三
鑑陵が作戦中，猛烈な低氣睡に會って，比島近海で鰹逐
鑑が3隻，同一海面で同時にひつくり返った．1944年
の12月頃だと思います．その譲果のことは知りまぜん．

牧野何か防衞感の諦査課の人が先日そういうことを
いっていました．やはり乘手のシーマンシップ°というも

のばピシピシ訓練して行くことが必要ですね．そうする

と，3分の1以上パラスI､にしちゃいかんというデザイ

ンと，半分まではいいというデザインの問題になって来

ると，よほど後者の方が鑑としては鰻力な艦になるんで

す”．

堀そ*しは簡単にできると思うんです、敵に朧を當て

られたら必ずやらなければたらないことですから‘

松本これ'ば造船屋だけで考えても仕牒がないの

で，ニンジンの方の關係の人と十分ディスカスする必要

があると恩し､ます・遥鼎握はもっともっとエンジン自魑

やエンジンドライブのことについて知らなければならな

”4

､，、

牧野友鶴のあとで，パラスI､状態というものを考え

なければいかんという時に，重油ぷンクに海水の自動諭

瀕というものをつくらなければいかんというので．ああ

ぃ5世界に類のない装置をやったが，あまり技術屋が船

乘を~件やかじすぎるということばないか左．

禧井今のアメリカの第三鑑醗事件のボールFウィン

の記事を見ましても，設計が悪かったということば一つ

も出ておりません．同一海面に作戦しておって，侭時に
3隻ひつくり返ったが・その難境を切りぬけて蹄って来
た縫長のシーマンシップ・をほめております．

その事件の直後’鑑がどう塗ったかというと，あまり
塗っていない・む1-ろ沖繩作戦あたりになって對室兵
装’レーダーあたり硬化されておるようです．ただ一部
の發射管の撤去，譲備魚雷の陸揚はやっております．

防衛廃の審備艦

牧野それでは，この年末ごろには起工される謝術縫
等淀ついて,基本設計は全部終了したように考えますの
で，特鍛という，どういうところに重鮎を冠いてやった
かという職について・艦の種類によってちがうJつけです
が’一番重要な1600トン型警術鑑,これは謹衞躯逐艦
ですね,これ力轄海軍の艦と比べて設計の眼目で違って
る皆ころを．…．．．

牧山それは，直接防禦というものがほとんどないで
すから，蹄妾に船を沈ませるチ'･ンスを少く､するという
ために’水防瞳鐙を増して行く．機關配遥を昔の艦と鍵
えて挙る．こういうところが特徴になると思いまず、そ
れから船の形の上からいいますと'昔の蕊逐鱈は,承ク。
スル（鍬首襖）をつ}ﾅていた．それを今礎はフラシュデ
'カーにLてしまった．ホク･スルつきの艦は溌荷の乾
舷が十分あって’凌澗生がいいのですが，フラシ&デ
カーになりますと，フリニポードも少くなりますので，
できるだけ前部にシヤーをつけて，その峡陥を補うて行
く・形の上からいうと，アメリカの驍錘鐙に似て来てｫざ
る．それからエンジン關侭は’ハイフ°レッシ1.-を特に
使わないで’現在の國産で磁鍾に行くという程度のもの
で坂めて詣ります．30キロ400庭です．それから居住は
昔の願逐艦よりは改善した方向へ行っております．
牧野ベッドとか，そういう物ですか．

牧山ベッド.それから食事方式，眞水の量，そ奴か
ら’たとえば冷い水が自由に飲めるというよう汚職，そ
れから媛房にはサーモタンクを使う、
牧野對潜謹衞羅逐鑑ですね．

堀これからは’それが騒逐艦の一番重要な役じゃ

h
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ないでしょうか．

牧野5インチ池をもつことになっておるようです

が，畿膳兵器としては，先ほどお話の出たような最新式

のもの力頼まれるのですか．

牧山それは最新式ということまでいえないんじゃな

いかと思いますね．

牧野つまり，エキッド，リンポー，ロケ.，I､ランチ.1，

－というような物が最新式でしょうな．

牧山そういうものに比べると，これはだいぶ最新式

じゃないでしょう．

牧野結局，従来の爆雷ですか，

松本茜の方だね．（笑鍵）

牧野あまり新式じゃないね．

松本ああぃう船は，いざという時になると，たくさ

ん急造したいという鮎があるだろうと思いますね、その

時j二，船磯は灘山出来るがエンジンが間に合わないとい

う問題も起ろう．それで最近アメリカで，一軸の謹衞鑑
(EscortVe3sel)が出て来たわけですが，これは在来

の考え方からいうと感心しない鮎もあるけ奴ども，眞剥
i二瞼討してみる腫航のあ局問題じゃないかと思います，
どうでしょうか．

牧野昔の帝國海恥か戦剴艦艇は，佃煮について見る
と’技術的には非常;こしベルの高いものだ．これは忍た

ちも及ばずながら努力をした1人として，そう考えたい

ところなんだけれども，その代【)また一方からいうと，

七つ違具的:こ非織二たくさん兵器を持っておって，しか

も全瞳として，その持ってるだけの性能をなかなか發揮

着きたかった．そ《しは緒戦だけ考えれば，相當いい戦果

を梁fてるんだから，一艇緯そういってしまうといい過
ぎかもし細んけれども，一應そういった感じがする．今

度'D驚怖鑑なんかはそういう見地からいうと，どうきす

かね‘先ぽどの話では，非常に最近は艦が躯能化して

る‘蠣罐鑑も，潜水艦も蝿能化してるという話があった

のだが，とかく貧乏國は，なかな力蝿能化できなくて，

七つ道具握な()が尚だけれども．海藻の中で，始確そう

いうことをディスカスしてるんじゃないのかな．

寺田七つ道具式に近いんじやたいかという評判です

ね．

牧野それは函る．

牧山とつ迩具式iこ近い方へだんだん歩まんとしてお

る傾向が見えるというところだろうな．

牧野七､つ道具が許されるのは練習艦だ欲だよ．

牧山七つ遊具をもっていると，紙の上ではそれがみ
な使えるがこ．とく考えやすくて，蓮能で便利であると思
われるかもしれたい力鐵喋の場面になると，どれもみな

925

50黙というようなことになってし蓑う虞拠があるんじ

ゃないかと思います．

禧井つまり，オリンピックならば，侭縢は絶對iこし

ない．6着ばかり．（簔澤）

牧野十種競技の選手か．（笑鐸）

牧山車能化せんとするためにば，その使い方に對し

て一生け-んめい考え究めないと，軍能化だけ-の決心ば出

て来ない．だから，安易なことをやれば，必ず七つ適具

になってしまう．

松本素人が寄合って，あれも積み，これも積みでや

ってるんじや仕隷がない．

牧野今の牧山さんの話を伺うと，今魔のデザインと

いうのは，防水底鐙を非常に細かくするとか，居住方式

を改善したとか，その他フラッシュ・デッキにするという

ような鮎，相當アメリカの驍竪が入ってるようiこ考える

んですが．…･･，

牧山ええ．多分にアメリカの・・…．おそらくアメリ

カとして震戟の經験を經て生れて来たものと，われゎ奴，

は考えております．

牧野アメリカはそういうデザインに對して積極釣に
いろいろデー顔を供給したり援助をしてくれて讓るので

すか．

較山ほとんど積極的ということはいえないと思いま
す．

牧野詰局》日本の遥贈按禰でもってデザインを進め
る．こ#しからの建逵も，日本弼自の力でやる．こういう

ことですか．

牧山そう思います，

建造技術とワークマンシッブ

牧野建造の問題ですが，今設計については，大鰐防
術臆の方で華本設計ができた，ということ･雷すが’建造
の方はどうでしょうか.10年間も軍壁建造というもめ

嫁

がなかったfつけきす．その側に商淵の方,ま’相蛍に勉張
をし，維駿後だんだん追いついて行って’商譜としてば
決して外瓢に負け童とらないと貝ろまで来てるでしょ
う．軍艦逼鐙ということになると，どういうことi二なり
ますかね．

松本商船はずいぶん蕊垂しﾅﾆ’技識者がみな勉蕊し
ておられ，かなり進歩したと思いますが’謹誕について

は長い間の空白があって今改めてスターI､のやり直しだ
からこれか･らの勉張次館ですね．艦艇では商鑛とは遮っ

た面も，性質もあるから’故障’峡損にあった都庭塁劇）
にそのよって来るところを瞼討して教訓をよみとらねば

ならない．現在既にこういった蕊故は起って鎚ります
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力､、

牧野困り蓑すな・友鶴だの，四艦隊のような大事故

は起らんでしょうな．、

牧山それは電氣熔接でも，商船でずい裳ん勉渥して

拳るようですから……．

独野今度はオール・ウエルドですか．

牧山オール･ウエルドと，イギリスやアメリカの騒

逐艦に使われてるロンジヂュージブー ﾙ・システ､z、（縦肋

骨稚遥）の方に足をかけています．

牧野じゃ商船で起ったような外板のやせ馬式の峡階

などは一雁･…．、

牧山出ないだろうと思います・

堀全鴎にわたって，日本の民間造船所の能力は少

しも心配ないと思いますけれども，一番問題になるの

は，ワークマン・シンフ°をどの程度に押えるかという領

界ですね，昔は海軍の船を造るということは，監督官の
し、ぅ邇りやっておけばよかった．その氣持が未だに民間

の方でば残､っておって，自術繼の施工法など研究しない

でおって，防術寵から監督官が来たらそのいう通りやれ

ばいいと思っておる氣嬢えが多分に見えると，私は見て

諮るんですが源．しかし，考え方をはっきりつかまえて

自主的に今の立派なワークマン･シツフ・を確麓に適用し
て行ってくれたらいいんじゃないか．何故そういうこと
をいらかと申しますと，海軍工廠で昔造っておる時で

も，徽装重還を少しでも倹約しろということで，船殻重

量なら何パーセン1,か何十I､ンとか節約出来るが，艤装

重量の11､ンを嶮約するのに非備に苦努したわけです．

今から考えると，攻めるべきところと，攻めなくてもい

いところを同じように攻めておる．2トンか31､ンしか

紘約できないところには，初めから無理な注文をしな

い．そういう手を打つ必要があると思います．

牧野やはり設計の問題がだいぶ入るな．

堀入ると思います．あとは工作のグレードという

旗うな問題になるかと思います．今の工作法などについ

て，海幕で監督する：つけでしょう．海幕の監督方針とい

うか，聞くところによると，いろいろ艦艇の工作法の研

究も蒲盈やっておるという話だけれども，その方はどう

いうことになっておりますか．監督官がまた猛威を揮う
ことになるか，遥船所が相営に自主性を發揮できるよう

なことになるか．

寺田目主性を發揮する方向に今のところ持って行っ

てるん･ですが，大鐙今度造る糾臓非艤に少いし,脇來も

少いと恩』つ承毒すから，愈賦はそうグレードを下げない

露，必要以上にまじめにやってくれるんじや底いかと思
います、
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堀グレードが上りすぎて，たくさんの篭を造るとき

にはとても期待できないような名人鑿をやって，たくさ
ん鑑らしてみたら蓑るで逢ったものができたというよう
な方向に行く可禰生が多いんじゃないでしょうか．

牧野必要以上のグレード､を藩海軍ば弧要した疎いか
ないでもない．むしろ今度は，グレードを必要以上に，
バカ丁寧なことをしないように詣導した方がよろしい．
こういうことだろう．

堀そういうことです．

頑井つまり，必要な最低限度に保つことが一番いい
でしょう．

牧野必要限座ということが，經濟i'I9にもいい』うけで
すね．

牧山それが一番むずかしいところでしょうね．
松本それと，寺田糊．，昔ば依らしむくし知らしむく
からずで，監督官が，俺のいう通りやれという思想が混
かつた，これからは’そうじゃなく’どうL-jZLようか
と開いたら，そんたこと聞くバカが茜ﾉるか’韮前どうす
るつもりだ，意見を出せ’という行き方の方がいいんじ
ゃないかと思います・

寺田大魁そういうことになりますね．紬局’向うか
ら方法を出させて，それを承認するという崎好になると思います・

寵井元だ，注意しないと’迭船所によって趣迩のブ
ラクチスが逢っておりますから，バラバラにたるとあとで困る・

堀その遜に，践際建造を進めて行く上手下手ということがあると思います．

頑井これが一番大事だと思います．

牧野建遥のグレードはデザインと非常に關係がある
と思うんですよ．たとえば’一つの浜を打つにしても，
昔の醗逐艦のような’薄い抜を使ってギリギリのデザイ
ンをしておる船，これはほんとに鋲の目迩､など少しで
もあっちやいかん.Lかし，商船は現愛にある狸睦の、
蓮いは許してもいいようなスカンI､ソングにたって託る
のですね．やはり工作のグレードは，デッミィンと切って
も切艇ない關係にあると思います．アメリカの鍵はそん
なに日本侭どギリギリのことばや､っていないと思うので
すが’今度のやつは大鐙アメリカ程度です力､な・
牧山大磯アメリカ程朧ですれ．

牧野アメリカの工作のグレードというものは，砿督
が悪いのじゃなくて，方針がやっぱり､.….

堀低く抑えてると思いますわ．

牧野殊にあなた方が見るやつ侭，戦時急迭のやつが
来ておるから，よけいそうだろうけれども，そういう工

0



作の問題も，結局やはりデザインと關速して，相潜グレ

ードを下げて．な紫かつ十分なる程度，こういうところ

に行くわけでIしようね、遥船所はその程麗の趨迭技術と

いうものは心配ないでしょうね‘

松本熔接にしても，商船を謎ってるのを最近見てず

いぶん丁寧だと思いました．

牧山商船の方はグレードは上って来てるように思い

ますね．昔のひどいのぱかり見たせいかもしれませんけ‐

れども．

牧野それはやっぱり造船所へ海軍の若い技術者がば

らまかれて入ったこと，それからまた電氣熔接というや

つは，蛮際，乱暴なことをされると危ないからね．

禧井海軍の技術がげらまかれたほかに，各赴の軍艦

専門に從瑚しておった技術者が商船の方に流れて行った

ですから源．

堀一つは競争が烈しいせいじゃありませんか，こ

の頃は，それで丁寧にやる浜弓になったんだと思いま

す．

駁野やはり昔は，商船はこんなものだ，軍艦はこう

だという考えがあったでしJI:5)その商船はこんなもの
だというレベルが上ってるんですね．

松本確かに上ったと思います。

牧野その意味で，今鹿は，軍艦を造る上においては
有利だと思いますね．

堀結局，ある程度丁寧にやった方が經濟的なんで
すね．

牧山淵繼，機關は，そういう意味で割合に有利だと
想うんですけれども，髄氣の方ほこれは軍艦となると，

配継とかそいうものが，兵器にすぐ關通する．しかも遥

（913頁よりつづく）

艦艇の設計は，要するに’撰撰の集穣である．捜鐸の

深さば，設計者の素養にもよるが’如何なる名人でも何

事も底の底まで自分で確かめることば出來ないから，綣

局盤晦な蜜験と蹴繊の裏ｲJ・けによる資料に瓶らざるを得
ぬ．ところ力職りに分業化された大組織では，何時とは
なしに，マンネリズムの弊が忍びこむ．日に日に更なる

こと，国防技術の研究における程肝要なものはない．jっ
が海軍技術の敗退は，常に斬新にして捕勢の鍵化に即應
する変職研究に力およげなか‘つたことに一因があろう．
今後北が海上目術力が如何なる方向を辿るにせよ，そ

れが民族の文化を謹為もの･さある限り'曾ての狗鰯が力
を議した以上に，陸上に策けるのみならず’海上海中に
幸ける現麓に邸した撤鐡研究に，意を剛いること大で

（終）たければならない．
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船所の電氣屋さんが原則的にはやることになるので，二

の面は相當私は心配があるんじゃないかと思っており．ま

す.Lかもその兵器が，アメリカから来るものもありま

しょうし，日本で新しく考えて造られるものもありまし

ょうし，昔のものそっくりという考え方では成立元ない

し，また使われる兵器は，昔に比べて非常に電氣的部分

が多いだろうと思いますから，造船所の電氣屋さんば，

昔の電氣以上に苦勢が多いんじゃないかという氣がしぎ

すね．

牧野やほり16001､ン警術艦というような高速の,從

って細長い船となると，波の中でよほど電氣熔接を細心

の注意をもってやらないと，思わないところに峡陥が起

きる．この意味で防衞臆は，いろいろ電氣熔接に對すぁ

工作法の蛮職研究なおやりになっておられる‘特に學者

や研究，i等の協力を得てやられたので，非常に大きい成

果が出ていると思うのですが，念には念を入れ細心の注

意をしないと，電氣熔接の船ば，心配です．ということ

ば，最上のグレードの工作をやらないと，思いがけない

不注意が命とりになって，そこからやられる．あるいば

また熔接の順序を守らなかったために,非常に悪いレシ
ヂュアル・スI､レスを起すというようなことがあるわけ

ですから’そういう熱非常に注意を要すると思います．

しかし熔接というものの本質からいって，昔の鋲でやっ
た場合，商船と軍艦とでは，あれだけ建ったグレードを
要求したほど,熔撰工自身の熔接のやり方については差
はないだろうと思います.監督者の注意は商船とは絡段
の相違があるべきだが，熔接さえまじめにやれば，差は

鋲よりむしろ少くたった．だからいいのじゃないかと思

います．

本日はたいへんありがとうございました．

（949頁よりつづく）

3.Victory船嘆型についての國際的自航試験の絲果

について述べられている．これらの結果は浦足するに足
りる一致を示さず，特に回鱒力率の測定が滿足すべきも
のでないことに蕊がつく．

‐わずかの通である寸法影審を到究するためには，模型
の幾何に鋤しても，また測定に對しても，可能な最商の
緒度が必要である，特定の計謹が’試職機關に集中され，
なければならない．

4．推進器寸法影響，伴流寸法影響，またもし必要な

らば推力減少寸法影響を見込む漉朋的万法について意見
が一致すること力哩ましい．現在多數の研究が行#うれて
いるので，近いうちにこの潅現が可能となるであろう．
すべての問題が表面摩擦寸法影響fこ對する修正方遊$こ

關迩があ【ﾌ，な拳表面粗度に對する必蕊な修正によって
影響されると考えられる．

’



最迩の各國駆逐艫およびブリ

A｡米園

Gearing型に見る米国駆逐鱈の単能化（第1園～第4岡）
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Gearing型はS'imner級の長船鎧型で’第二次大戦の米國騒逐艦中妓も新式のもの19饗～45年に多鐘
完成した．基準排水量24251､ン全長390"6IIj･,6蕗馬力)35ノブI､,5吋･辿装雨用砲3韮6門21吋謹射管5通2華・他に48ミリ機銃10門と多数の20ミリ機銃を増撤して特攻機に耐えた．

aC.γ賃AcK

／

／
=彗蜜一q■一一一一一一一一ー一一一－－

良一＝当皇一選唾－30門

錐2"Gearing型現妖(1951年以降改造）

レーダー等のエレクI､ロニツクス兵装と高角砲力辮式化され’壷射待1基が残っている．水上躍攻腰，レーダー哨戒，對空および對潜錘術等の寓能用である．

酪語および略符

3"/50，5"/38等

と，凸

P,S,P&S.

K-GImR

D．C・Track

R.L.

Hedgehog,Squid,Limbo,

HMGTorpedo

3"-50口径，5'L38口径等を示す
軍鍵，蓮装等を示す

左舷，右舷および雨舷を示す
片舷用爆雷投射器
爆爾投下軌條

對潜ロケット・ランチヤー（對溌暁進砲）

對潜用前方投射(AheadThrowing)兵器(A/SProjector
ともいう）

ホーミング。I､一ペドー（對潜指向性魚街）
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錐3mGearing型RadarPi今ketDestroyer（レーダー哨戒騒逐艦)(1951年以降改造）

レーダー兵装を完鮒し，そのため魚露兵装を全陵した．レーダー哨戒と對空直術を主紐務とするが，對滞
兵装もおろそかにはしていない．岡はHenryW.Tucker(DDR-875)を示す．

》
可
‐

Qc,γ鮎CKS

一重貢7
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口
Ｏ
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ｐ

戸迩
淫 一三三一生q･＝垂言一一一・一-11一I~｡ー一一''一■ﾛ■■一一口■1口＝■｡ご■言一己■』＝q

第4mGearing型EscortDestroyer(識潜護術駆逐艦）

剛はCarpenter(DDE-825)を示す．維職時の未成艦を設計錘更の上EscortDestroyer(DDP)とし
て1949年完成したもの．魚爾發射祷ば從來のものは全く溌止されている・調潜戸･ケツト・ランチャーおよび
新式ヘッジホッグを有し，對潜兵装は完航している．砲煩兵装としては3吋高角施辿腱2罐のみ，しかし雌
近のGearing型改迭のDDEではレーダー脇係は本艫より更に新らしく燕っている穐雛である．

090ZCョ◎崎
－ ロ ー マ 一 一 一 勺 ■ ~ － Ⅱ

隼5MFIetcher(DD-445)型EscortDeStroyer

’Fletcher型ばわが陽炎に對抗して段計され,19枢年以降多数完成し，鐸二次大戦の米躍逐繼の主綴だっ
たがGearing型ふりは蒋式．基準排水猛20501､ン，全長376UR6吋,6萬馬力,35ノツI､，元來5吋軍腱
砲5門,21ilj･溌射静5連2基だったが，戦後多数の艦がDDEに改迭された．本圃はSauiley(DDE-･
465）を示す.1951年改迩，主砲5薙中，最後部の1基のみ変っている．
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鉱6"Mitscher(DL-2)型DestroyerLeader(1953年完成）

篭~7
ノ

‘§=-＝‐_______‐ノ
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~~~､一一一

◎閏

戦後米海軍険あらゆる職訓と'技術および兵術の進歩を織込んで,新式群水蕊を封殺するためにHunter-
KillerShip(潜水艦躍滅艦）という新鑑種を建遥したが，後DestroyerLeaderと改稚した、本岡の
Mitsche置型ば4隻，昨年初頭より完成・塞準排水愚3,6751､ン，全艇493",馬力，速力ば塗表されない
が’新式の睡量大馬力樫關であることは想像される、輕巡に匹敵する大耆さの船幾だが，池煉兵装は僅かに
5吋率装砲2門，3吋連装商角砲2韮のみ．エレクトロニツクスおよび對群兵装腫斬新のものである．な澄DLには5,500トン型1隻があって昨年完成した．

幽霊 競宇：
丁 …

流ﾉβgざ
蟻,屑晶s‘

篝證
--_】 ｢B■■､■‐毎口一'一

■ I■■一一ーー

蕊7"ForrestSherman(DD-931)型願逐艦（建進中）

昨年来建造IIｺのもので域も新式の躯逐艦・既成艦の改造には限凌があって’塊代の作戦の要求を100%充すことはできないので，一切の理想を考臓して設計された新鈍艦である．

華準排水瞳2850トンDDRとしてもDDEとしても｡溌新の兵器を一揃い狩っている．

，.〔､.γ月月C孫

r-a蝿
融良垂 号

／
、

oiOO

Se"ﾉ"星
3乃沙ど屍畠勗

01◎．。aOH
I 垂 四 一 ■ Pを＝一室一一q一一王－1弓

"8IBIDeaiey(DE-1006)型護衛艦(EscortVesSel)(1954年完成）

大戦中多数雄迩された謹術艦逐艦(DestroyerEscort，ば謹街艦(EscortVessel)と改稲され，本艦は
戦後設計されたその策1艦．舟＃画謹術，従って繼淋を錐一義とする．戦確渥産のPrototypeとして弛遮さ
れた1軸耀，韮準排水渥1躯0トン，全長314IR6吋,2蔵馬力，速力は未發表だが25ノット以上は確黄．
(恐らく27ノツI､程度か？）本艦はわが悶乃して注覗すべき性能のものである、
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第g'I#IIWeapcn級艦隊對瀞腰逐艦(FleetAnti-SubmarineDestroyer)(1947～48年完成）

大戦r1ｺ設耐l･された蕊逐鑑を戦後設計愛更の上，對勝刑として完成したもの．わが丁型蕊逐艇と端んど細前
後して英海j”:雛暹艦の機關配涯醤米國式に縦一懐械一縦一機械と4腫釧式とLたことば面白い，

基準排水趣1g801､ン，全長365IR,4蕊馬力)34ノット,4吋連装砲2華4門,21吋溌射管5逆2¥IC
門，瀝近米海駆ほBofors40ミリ機銃を塵止して3吋新式高角砲を採用しているが，英海軍ばBofors新
型40ミリ機銃を重硯し，本艦(ﾐ迩装2韮，軍装2蕪，計6門を有する．同型4茎中，對瀞兵器Squd(X2
装宛前部と織部に袋附している．
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"lOmlDaring型艫(DaringclassShip)(1952･-54年完成）

設計も大鍵更され，あら
悲準排水量2610トン，

2111j溌射管5連2¥,40

大戦末，英海蛎が對日作戦用として設計した大型駆逐艦で，戦後の起工である．
ゆろ新式撰術を有する英図自慢の艦である．艦型が大きいので駆逐艦といわない
全躍390吸，馬力不明速力ば30ノット以上という．俄砲は4.5吋迩装砲3韮6門，
ミリ機銃蓮装3蕊，攻鑿，鋤瀞，對空蔑龍用である．
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"11MR型商速對滞フヅケート(FastAnti-SubmarineFrigate)(1931～露年改進）

英海乖は戦時建造の曜逐艫の多数を鋤沸謹術用として職後改通しフリケー1,とした．米のDDEに相徴す
る．本圃ば1951～53年に改造されたR型中のRelentlessを示す．根本的な改進であって畷逐確＆して
の葵は蕊っていない．基準排水透17051､ン74蔵馬力,34ノツI､，伽砲は40吋．および40ミリ辿潅各1韮の
み，エレクトロニンクスおよび對淋兵装は溌新式であり，鯉全避の艤装と配涯を原爆時代の）I]兵上の要求に
合わせていろ&いう．従来の艦と薪しく異つﾆ艇播位睡に注意．
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"12"T型満速對滞フリケーI、(1952年以降改造）

諜騨の協係で錐11画の如き大改造を行い得江い1700トン型醒逐艦も本ImI('I℃naciousを示す）のよう江
改造を行ってフリケーI､とぎれている．

ムノ〃Bo 早◎門筒ざ
承$-･も

／
＝戸一一~ー可
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一－－ － 5 P 雨 戸 4 グ ー

"13mSalisbury型AircraftDirectionFrigateの想像1闘（建造中）

英海軍が目下建造中のフリケー1,は4種で，高速對瀞型，中速對潜（量産）型，對空型およびこのA/D
型である.A/DフリケーI､ばレーダー哨戒と直樹職岡機の敵爆嬢機への指向を行うもので米幽のDDRに
相儲する．本圃のSalisbury型は目下2銭が建遼中，基準排水鉦18001､ン，全唾340呪，災海耶としてこ
の種の艦にヂーゼルを採用したのは新機軸である．佛誌によると速力は25ノツI､という，本圃杖英誌に婦赦
さ｛1，た想像圏に基いて装千修整してかいたもの．

C.その他の國の護衞鑑
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"I4画佛園．Surcouf型高速謹術艦(EscorteursRapides)(1954年以降完成）

1951年以來I7製の大型駆逐艦の建造計遥を賀行中であるが，その雛I"Surcoufは本年完成した．韮
準排水錘2,7501，ン，長さ128米,63,000馬力,32ノットD5吋連装砲3基6i'･j,57ミリBofors連装砲3麹
6門，塗射祷ば55穂3連装2韮の他に，對潜ホーミング・1，－ペドー用3連装2鑿を有する鵬で斬新であ
る．なおBofors式の對潜ロケゾト(4")を滴する筈．米國のDDEとDDRの雨者乗剛の性能である．
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銭15圖佛画.Corse型謹術艦(EsCorteur)(建迭中）

1951年以來，多数のフリケー1，を建蓮中で，近日錐1艦は完成するであろう．基準排水斌1｣290I､ン，長

さ”米，2蕊馬力，ターボ。エレクI､リツク推進．57ミリBofors連装砲2～3基と對潜遥射醤および對滞
ロヶッI､を有する．、雄お米，英，佛，伊，西共に，航洋對潜艦として大型（高速，封空および水上艦攻躍粂
剛の鑑除型）と小型（中速，對滞専用の船風随伴用危産型）を平行して建造しているのは最近の目立った傾
向である．

L－

ヨー門
一
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"16圃和閥Holland型護衛艦(19544展以降完成）

Ｃ

一

之

汐50年以來，ガーランダは海軍再建のため12隻の大型畷逐艦式對潜謹術艫12隻を請工中で,Hollan3は
その簾1群の錐l艦で最近完成した．基準排水錘2,160トン，全握111.3米，32ノツ1,,45,000馬力．備砲
iX12糎Bofors連装新式砲2基4門)57ミリBofors砲6門，強射替(ﾐ鉱い、なお對滞ロケントを右するー

作岡に使用しﾅﾆ養料
隼1岡～嬢6圃
鐸7岡

第8圃

嬢9圏～嬢12m
"13"

策14圃

"15圃
"16m

OiTicialU.S.NavyPhotographs
Eureau｡fShipsJournal,Julyl953所斌模型寛眞および略圃
O伍cialU.S.NavyPhotograph
Jane'sFightingShipsその他文献の鴬眞
TheNavy,Aprill953所戦の想像喪
RevueMaritime(篤眞）およびFIottedeCombatl952および1954(略I剛）
F1ottedeCombatl952(略圃）
"e,sFightingShipal951-52(略Im)F1ottedeCombatl954(略圃):
RevueMaritime(篤腫）

附記護衛艦と記しﾆのはEscortVessel,EscortDestr9yeng等の課であって別に護術専門の意でばない．それ
ぞ奴の溌明で到る筈であるが，船園護術，艦隊直術を主任務とLﾆ艦の他に》積極的に敵潜伏在諜想海面を索
敵し，これを撃滅するHunter"KillerForce用の艦もある．いずれにあっても封潜捜，空厭と一艘と菰って
使用されることば勿論である．

（解瀧並びに作圃祇井靜夫）
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軍蝋設計の追憶ご平賀讓先生を
乙のぶの記

1．新鑑戦闘性能は誰がきめるか

列握海軍で新規に軍鍵が建造される場合の手繊は大同

小異である．日本の蕾海軍についていえばまず新鑑に要
求されるその性能は用兵の府である海軍軍令部から技術
の府である海軍鑑政本部r海軍省の外局である）へ提示
される．ここに壁の性能といったが精しくいえば戦闘
性能で鐙の速力，航繊力（旋回力をも示すことあり）攻

準力、防禦力等を指す。また譲算の關係（屯営り何程と
して概算される）とか或は國際軍綿協定とかに基いて排

水量をも提示されたこともある．これら諸性能に關し

てば自國海軍における戦雅，載砺上の經験あるいは畷黙
;二蕊き更にまfF他國海軍の製謹政策情報等を有力なる参

考蚕料とし愼重熟議，猿討の結果定められるものであ
る．

2．新艦基本設計を分婚するのは誰か

翫規軍鑑の初期設計は軍令部の用兵家たる兵科將桟と
鰻政本部の基本設計斑の造船官との合作の産物である．

軍令部は由来用兵の府であって技術畠ではない．軍令部

の鱈該掛の兵科將校達は新計避に望ましい性能を提示し

てくる．しかるときこれに對雁して技術的細頚の計遜を

立てるのは前記任務に宙’あ造船官の職査となるつけであ

る．この仕事は設計當秘の段階で鋳一擁に活躍す』る用兵

側を代表する軍令部の用兵家と造船箇.という技術専門家

との間に完全な協力がたさ腱ることが絶對に必要なので

ある．すなわちしばしは意見交換をやり，必要あれば再

三計遜代案を作ってこれを練る要があるのである．これ

が躯媛華本喬確の蕊礎的原則である‘軍艦戦闘性能の決

定欺飽くまでこいら艦艇を操縦して敵と交戦すべき任務

を持つ剛兵家の役目であり’計避に含まれた技術的考慮
については基本設計者たる造船宮が彼の研究成果を用兵
家側に提示し用兵家側では瞳も聰明な判断をもって提示
された数案を群議裁決し最良の計悪を具現しなくてはな
らない．

この原則は韮礎的でありかつ必ず斑施すべきものとさ

れている．一方で魔際の設計は班に進められねばならぬ

が，その際避船技術官は勿論避兵官や迭機官と協力す
べきであるが’またしばしば他科の士官達（軍鍔官,主
計宮）をも交えてそれぞれ開係罰IzZi(主に餓装，住居に
閲する珊噸）につき，必要に態じて意見を聴破しながら

934

徳 川武定

最良計遜を達成するよう，絶えざる努力を#腸〕ねばなら
ぬ．しかし最後に新潅設計全臘に亙る綜合湖和という事
項についてはどこ蓑でも迭諾官の宰鎮に蹄せられるべき
で，その際営該謎船官は他の悉皆の技術導門家と淵時密
接な述絡を保ち鰻の設計が最も調和の坂れたものであ
り，しかも最大の戦闘力を發擁すべき新繼を完成せねば
ならないめである．

かくの如く「鑑溌基本設託」の分捲誤戯を明白に定義
しておく以上,決して設計時に悶著の起る課がないと思
うのであるが’疫際は膳に紛糾が起りがちなのである．

3．艦艇基本設計制度手綬を蜜雄するのが
何故困難なのか

1）艦艇基本設計時に新溌の諸性能を迩鍵に具現する
ため各技術部門の綜合統一をやるのが迭譜宮の職責特瀧
である，というのが他の各部に何となく氣に入らぬので
ある．造船官がわれ卦つれ各科を支配して設計を哀り漣め
る特長を持つとは膳越だというのである、基本設計とい
うことは大砲’稜關方面でもそれぞれあるので価も遥船
屋の事壷特許ではなかろうというの・である．そ.れば一鰹
もっともであるが軍艦というものはこれら各機を種戦し
て一つの建紘の中に取り込んでやった職合織遥勘の一つ
である。そして軍鑑という1個の有撲盤として鞍塚に從
事するものだということを忘れるからそんな證が出るの
である．いわば船禮は貸家で他のものは家財道具で造船
家は大屋で外のも．のは借家人ともいえる。その都度何控
も口を識して読明するのだが・納得が行かぬのである．
2）次に問題になるのは基本設計を鍵雷する主任者の

人柄である．その人が如肘に有能でも猫善で御天狗で何
でも己がやったという性質の持主であったり，また自分
の信念を鉋まで実通すことは計謹においては大切なこと
だがどっちでもよいようなことでも絶對に蕊歩せぬとい
うようなことになると1）に述べたような文句:こ一暦拍
車をかけることになる．軍鼈設計は翼に上下左右一鰐の
協力一致して仕上げる物蚕ある．それを己れ1人で作っ
たような顔をされるとなると，同瞭でも下俵でもが治ま
らなくなる．況んや外部，他科の設計建遥#こ開興した迩
中においておやである.必ずある種の反感が現わいてく
る，かような場合，鐵陰主任者の明鐵，指鍾が最も狗力
で協った場合でも瀞にその人が謙虚，〈濡淡で竣際腱1分が
統裁してやり上げた仕聖"でも一同の協力が興って力が齢
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つたことを心に思い外にも表明しているという態度をし

､ているとなると，いわゆる，桃李物不言下自作窪という

ことになる．むずかしいことだが人の上に立つ者の取る

・べき態鹿である．

例は少し卑近になり過ぎるが，威張り散らす警官に對

し土民が画民公僕であるべき彼らが何だ」と憤慨し指

弾の的になる場合はよく日常見受ける所である．

3）軍艦設計iこ営つては何をおいても軍令部から提示

して来る性能を具備するよう努力せねばならぬ．再ひ操

返して軍艦戦闘力要素を掲げると

I)速力Ⅱ）旋回力Ⅲ）航綾力Ⅳ）攻撃力

V)防禦力Ⅵ）附．乘員居住性

こｵしらを極力重覗してその要求を新涯;こ備えることを力

めねばならぬが一方で迭船科方面でこれに劣らず大切な

船舶性能がある．これも決して閑却するを許されない性

能である．暇りにこれを船遥保安力といっておこう．結

局軍艦も船舶の-種なのだから船舶として具備さるべき

要件はやはり備えておらねばならぬ．

船鴎保安力とは

I，浮耀力（充分な乾舷を持つことになる）

K)復原力（荷飛または海上波浪のため船が傾いても

自力で正中の淡兄に復蹄する性質）

Ⅲ）弧庭（船は海上で波浪のため，または荷物の讃み

具合等で蔵曲される価向がある．そ恥に抗こて丈

夫であることを要する）

Ⅳ）師破性（浪に洗われたり縦横に動揺しても行磯上

なんら支障なくまたかなり動迩を少くするよう設
計する要がある）

V)耐疑'陸（磯關蓮鱒等のため船禮が涙動して細かい
兵器の取扱いとか，居住に適しないとかいうこと
のないようこれを減少する方法を誰ずる必要あ
り）

もし露一の戦闘性能を重要覗する除り，鍵二の船鰡保

安力を輕覗すいぱ船は沈没，鱒謹，折損，破壊の悲運を

到来する臆が多分にあるしまた露二の保安力を安全に取

り過ぎれば戦闘性能の優秀は期し難いということになり

躯暖としての資格が心細くなる．結局，安鴬な保安力を

保有せしめて最大戦斑性能を持った纒艇を建塗するのが

迩鰐技術官の理想とするところでなければならぬ．さて

船瞭保安力の方は設計時には用兵家の方には具魑的にば

ぴんと来ない．從って遥船技術者が心弱くして用兵家や
他の方面の唾遁に耐え切れず，また一時約良い顔をしよ
うと思うと自然持つべき保安力を犠牲にしその最低の限
腱をも跡･承越え易いのである．そうなると戦闘性能は充
足ざｲしても軍艦としては木偶坊になってしまう．この所
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を相手iこ納得させながら安當な保安力を保有しかつ最大

の戦闘性能を發揮する鰻を設計する所に造船家の苦心が

あるのでこれがうまく行けば，設計の跡とも敬せられ一

旦失敗すれば奈落に墜落するようなことになるので非総

にむずかしい．

4．基本計蜜が思うように行われた時代

造船中將平賀讓氏が大佐から少將時代まで艇政本部篭

四部の基本設計主任を撮當していた時代ほど，誌果から

見て立派な鑑艇の産み出さ恥た時代はない．平賀中將と

いえば変に帝國海軍遥遥の父であり，その祁技は今更説

明の要がないであろう．

八八艦隊は元より軍縮（華府）後の有力な補助鍵すな

わち八吋砲搭載の巡洋艦

7,100屯級（加古，古礁，衣笠青葉）

10,000屯級（妙高，那智，羽黒,足柄愛吉,高唯f

摩耶，鳥海）

空母加賀，天城等鳧の設計等一つとして同氏の息のかか

らぬものはない位で為､った．由来，平賀さんは異勝な努

力家であって計登が填重でしかも果断であったが何より

もまず誠心誠意の人であった．而してこの誠心誠意の同
博士は軍艦設計の第一人者であった．と同獅に直情謹行

の黙でも部内第一人者であったのである．従ってこの主
張を押し通していわゆる不讓（名は讓廼あったが，その
性格は不談と部内で評判されていた）振りを發揮さいた
ことも，また相蜜以上のものであったとは，よくわ恥わ

れ若輩どもの間でも評剣したものであった．事態がそう

いう風であったからその名畿が高ければ高いほど各方面

において相営敵があったのである．

軍纒の基本計謹というものは技術方面からいえば花を

しい役目であるが，前述の理由もあり，もしそういう境

遇に長く身を匿いて，よしそれが誠心誠意からではあっ
ても，自分自身の信念にのみ忠変であっていわゆる’不
譲一黙振りでいてはやがて内外に敵を作るのが當然であ
る。なお次に私的感情の例を上げて見ると平棄親しく同
官の膝下に訓情され教導さiI,ている部下でさえ＄その叱
査に耐えかれて勃然雛を投げ捨てて蹄宅してしぎつた等
の笑話も残っている．（勿論平素から同官の技総に心服
していたものだから，忽ち磯雄を直して翌Iﾖは出勤し
た）しかし，われわ恥親しく燕陶を受けたものの身に厳
ると辛くはあるが，同官に叱かられなくなったら餌l仕雛
ぃだということになっており，むしろ叱らぃるのは教え

られるのだといって仕事を勵んだものである,1_"かし中
には上i幟りする者共もあって要領を畳え･て存外1副’1，;・の御

機嫌を取り結んでいたちの等もあり，閥接に同官の人柄
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を傷けたような場合も出て來た・しかしいずれにしても

良心を有して同官の氣心を十二分に承知しているものは

その指導下に孜食として働いたが，祁經の細かい迩中で

は恐鯉てその膝下に近づかぬのみか怨瑳の露を上げたり

蔭口を聞いたりする連中もなくはなかった，さて私事は

別にして鑑艇基本計登時に平賀さんのされた所を少し述

べて見ると同官は，平索から熱心に設計資料を蒐集麹里

させて置き自らはこれをいろいろな方面から解析して置
かれるのは勿論，纒艇邇蕊成撞とか湾幽發射の成讃とか

その他鑑艇の使用蜜験報告等に良く眼を通し，それから

遥兵’逵磯いず私の方面でも平素その専門の者よりもな

お良く調査して置か通る位であった．軍令部から新濫の

性能要目を指示されると船禮，兵器，防禦,機關等の各

部に亙ってこの性龍を發揮させるにはそれぞｵ,重量をど

う配分したらよいかを熟慮される.今参考のため，主力

艦の各部重量配分の大獄を示して見ると

項目常 備排水量に對する百分比

，船殻艤装,重量32.5-36.0％

圭濟備驫重量2.0-3.0%
篝‘燃料(総備)重量2.5-3.0落
郁防禦重量31.0-35.0％

妻溌關重量鼠0-'50％
兵装重量11.0-20.0％

これを各緩種，各纒毎に「データー」が取ってあるか

ら，新繼設計に着手しようとするならば，兵装の程度は

今回の新蕊は排水量約5蕊5千屯兵装は主砲16吋砲三
聯装3基，副池5.5吋三連4基，速力は30浬,防禦はこ
れこれという注文を受けると籏重に平賀流に概算的な設
計をして見透しをつけた上他關係部に對し計霊主任はま
ず造兵技術設計當局を招致して今度の兵装に對しては愛

君の方へは8500屯上げますから是非これで賄・って下さ

い．また造磯技術設計者に對しては速力30浬出すには

およそ20麓馬力は要るだろうから特に機關重量を輕減

して麓わｵﾕぱならぬ．これら磯關重量6200屯を許容し

て，重量1屯営り是非32馬力は出してもらいたいとい

うように話を進められるのである．所が造兵でも遥擬で

も中冬この宛行扶持通りでは要求性鮨を賄い切れない．

從って握力極量の要求を持ち出す段になると平賀さんほ

中苓うんといわないそれぞれの方面の該博な智識を持

っているから他の誤臭化しがきかないのである．澁詩引

きさがって何とか無理にもやらされるようになり，変際

にも好ぃ結果をもたらすことになる．外部に對して既に

然りである．遥船部内の現場方面に對しては殊更因業で

ある.是毒の防禦板取附は笈施不可能だと申し出して来

るとそれなら何か代案があるかと反問される。中盈仕事

がむずかしいからまあないと答える．それなら己のいっ

た通り工夫して見よという風で他の部に重赴輕減に對し

て自粛を要望しているのだから遥船部方面の船殻餓装，
重量は面目にかげても「セーブ」せよというように湿引

に押しつけられる．結局どこも理の當然に服従さればす

るが何となく後味が悪い．何だか雛迫を受けたよぢな氣

が残る．そんなことではならないはずだが公泓も感構で

は中を厘別出來るものではない．かようなことが産重な

､って平賀さんの周悶は逐次，四面楚歌の崖が立って來た

のである，さて大正11年のワシンl､ン愈識陸，濁り3箆

5千葱の新主力壁を建造する椛利を得た英函海軍は彼の
rロドネー」「ネルソン」の二艦を碧確し，列涯迭謹技術

界に相當の七インセーションを起し，2つ力轆軍もその内
容を知得ずるを必要とし，鵜て加えて，篭時の列姪製遥
状況を観察せしめる目的でわが海躍は大正13年同氏を
欧米各函に派遣した、その覗察によって牧得した技術的
情報は爾後のわが海軍の主力鑑設計に挫大なi鳥･献をなし

たもので，現に自分の手許に残っている同官の覗察報告
は最も有鎮値のものであり好個の記念物となった．

5．設計圭任としての卒麹中將の失脚

平賀中將の北融漉察旋行はきつが海軍にとって搾大な貢
献をなしたのであったが’同官の設計主任者としての牙
上には結果として甚だ面白くないことをひき起してしき
った．同官留守中に億同官が帝大で親しく識青した葉大
佐が蕊ら設計主任を代行しておった所が’平素同中將に
對して好感を有せざる内外の連中の策謀があったためか
または営初から故意に欧米覗察という好餌を與えて，
同官を海外に放逐してその設計主iEの主要地位を奪った
･のか’その邊の愛情はわれつれ下隙のよく知る断ではな
かったが’少くも次期主力謡設計に鞁掌するを樂しんで
歸朝して來られたのに，蹄って見たらば新設技術研究所
の遥船研究部長という比曜劾勺閑職に軸任せしめられた．
同官にして見ればその遺憾知るべきのみ（といっても偉
人の心事は自分等にはわからないが）そう感じられても
無理もないと思っせるような人事であった．從って篭時
の鰹政本部の一部の連中とは必ずしも反りが合わなかっ
たと見受けられた．而も外部からこの状勢を見て釜ぺ平
賀は狭量なり等の剛評まで下さるる有様であった．
しかしこの位のことで挫折されるような弱氣な人でな

いから平賀さんは爾後捲土重来最も重要な研究に餘念も
なく従事されることになり，自分等は毎日，大童になっ
てその指導下に手臨いをやらされ，時には例の目玉の飛

出びるような叱られ方もしたが，時に快哉を叫ぶような
大成果を納めたこともあり誠に生きがいのある勤務を綴
けることが出来た．この間の研究所産は，一つは英國遥

I

’

Q
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丁

．これを採用せんとL平賀さんの不賛成に會5や忽ち同官
捻迩式なり，アリヤ熔接が嫌いだとかいう訂割が起って

来る．しかしその後熔接せる船臘權遥の各方面に大きな
峡階を露呈しつつあるのを見ると，同官の先見の明が後
になって霊媒立てられたと思う，

7，艦艇基本計塞制度破綻呈現時代

零国海軍における二大不詳事件

かくてわが海軍は平賀中將按研へ韓出以来最良の基本
設計主任者を失い，爾後膨大なる柿充計謹の通過ととも
に鱈艇基本設計は後輩諸氏の手に委ねられたものであっ
た．かれらは皆相當の經験と優秀なる頭脳の抹主なるに

かかわらず，未だ平賀さん程の信念も，定見もなく外部

から見れば用兵者側の張ぃ要求に對しこ恥に安協して設

計が進められることが多くなった．結局用兵當局の要求
を無條件に引き受けて換言すれば艦艇の積極性能である

攻撃力,速力航綾力等を過重頑して，不知の間に消極性
能ともいうべき艦の保安力を無硯したに外ならぬ．もつ

と露骨にいえば除り遥艦計避が膨大で氣も手も間に合わ
ず，中を細かく検討しきれず，ために多少粗製濫造にな
ったむきがあったともいえる、從って肝心な艦艇保安力

たる復元性とか眼度計算等の瞼討判断も粗略にL腰試式
に設計を進めた形跡が充分あった．だから蛮際は保安力
が不知の間に不;足になっているのを看過して鐵鑑が出来
上ったという場合も起り逢に大不詳事件を突發せしむる
羽目に階つたと見られよう．その一つは昭和9年3月12
日佐世保港外で新水雷艇友鶴が瞭艇3隻とともに旗艦の
イ巡洋艦に率いられ淡習中に大したこともない鋸風雨に

合い避退しつつあった時，辿測蝿覆し乘員の殆んど全部
を失ったこと，その第二は昭和'0年9月頃北海道南方
洋上で折から大淡習中の聯姶艦隊の赤軍舗四艦隊に附闘
する水雷戦隊の躯迩龍勤輔方より襲来する猛烈な腱風と
同時にその地方に起った突風とで生起した異吠な波浪
(猫立の山のような形状の波が彼方此方にポツンポツン
ともれ上がったそうである）に通過してその中2隻が不

幸前部船首樫甲板の砲座附近で破折して船禮前後離れば
なれになってあるものは一部暫くの間,蕊白していたそ
うだが，結局人命救助も殆んど不可能で海中に没し去っ

たという悲鯵極まりない大事件が持ち上ったのである．

8．事件営事者の虚分

両方とも未曾有の大事件であったので，海軍でもこれ

を非溌に重大幌し，前の友鶴顛識事件査問委員會にば

野村吉三郎大將を委員長とし加藤隆義中將を先任委員

とし，後の赤軍第四艦隊遡難事件には永野修身大勝を

委員長に山本五十六中將および古賀峯一中將を雨先任

船協會に論文として提出せられ嘗て外國人におくられた

ことのない金牌をさえかち得るに至った．叉同中將は當

時騒政本部と併行して3通5千噸の主力艦の計愛を私的

に行ってこれを提出され礎本営局の顔色をなからしめた

がこれ叉，誠意をもって自分の謹蓄を傾けて海軍のだめ

にされたことなのだが，平賀は自分の弟子を窮地に階入

恥ようとしている．けちな奴だ等の蔭口をきいた人のあ

ったの.も誠に残念であった.かくて同官は昭和初年,捷術

研究所長に任ぜられ,その間目黒謹陸軍火薬廠跡に5蕗坪

という砿大な蝉也を得て同所に堂煮たる新技術研究所を

新築し,昭和5年吉日を期して,築地の醤敷地よりこの地

に移聴を敢行し自分もまた識け-てそこに勤務していた．

6．平賀中將設計重任捲営時代1こは何故腫
基本設計がう塞ぐ完逵されたかの理由

右に述べたように平賀さんが，設計主任としておられ

た間は種だの邪魔も入り非難も受けた力鑑船技術に開す
る限り大きな成功をもたらし，些の失態もなかったのは
何故だろうか．それを少しく考えて見たいと思う。
1）設計時の研究ば徹底的であ宅て，いい加減に不安

を残さない．また決して腰試や山勘で物をやらなかった
こと，船鐙保安力要素たる復原性，暇度，旋回性等の計
算ば1隻，1隻必ず撒密に自分で「チニック」される,基
本設計には計軸というのがあって代々設計にたずさわ
る青年技術官はまず蕊の主任にされて平賀さんに自ら教
えられたものだ．自分も艦本に勤務した時は最初この役
を2年間ばかりやらされた．この計算は如何なる小艦小
艇といえども，馬鹿にきれず必ず行われたものである．
2）船攪材料組立取付に熔接購悲が大分流行し出し

た噛時,例えばドイツの豆戦繼「ドイツチユランド｣は麗
純跡こウエルドを用いた鑑として有名であった．所が営
時日本では未だ熔接の理論も施工の經験も醤だ幼稚であ
って船燈工作法として'i討利出来るにはまだまだ練習を
必要とした．まご被熔接材料も特別のものでなく從來の
成分のものであった．平茂さんは勿論研究も積み，施工
法がこ奴でよいとな恥ぱ鰐造上最狗利であることは百も
承知であるから直ちにこ奴を採用されたに粗遠ないが如
何せん，今述べた程度であったので自分でこれを使用す
Z)という心錨に未だ達しておらなかった。更にこの施工
法はどんなに注意してやっても兎角船腿の歪をともない
從って内部に始めから若干の應力が生起していて，これ
が後に海上で航海礫艦される場合，兎角，破風の因にな
ると兇ら秘だ従って木問題が理論的に解明されない限
り液ちにと私を採用することい･時機でないと考えら恥た
のも一つの理由であった．所力等-.部の後輩共は籍突的に

蝿 7
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で

委員とし前後とも自分も査問委員に列せられ逐一審議

を進めたのであるが，前の場合は総局，用兵側の涯要

に唾せらいて過重の兵装を搭載し，しかもその位置が

比較的高い既に設けられたので艦の重心黙が異艤に高く

なり，艦が候斜を起した時の復原力が減耗された結果仁

加うるに営日の海象力鑛の進路の後方より斜めに追波を

受けてそのため波の見掛けの週1Wと艦の動揺週期とが同

調す･る形になり，ひどくゆれてとうとう覆没したらしい

という結論に達し設計上も操艦上にも失態があったとい

うのであったが，死者D責任を問う課には行かぬという

ので主任設計者が謹慎の懲罰を受け，そのため播當の主

任官は責任を痛感し身心にひどいショソクを受けて，間

もなく臘盗血で急死されてしまった．賞に設計者といえ

ども鮒に命がけである．後の場合は艦が波浪のため縦動

揺するとき甲板面の薄板にLわがよりそれが元で舷側板

迄このしわが波及し遂にこれから裂目が出来てそのまま

で何回もゆられている間に船鴎がもぎれてしまったとい

うことである.本隊はこの演習の以前既に相漠濁から大

島の附近でr大うねり」で輕度の同種類の被害が起っ
た．當時四部の捨當設計者はこれを重大峡階曝露の前徴
だと判断したが,艦政本部首脳部は同除の演習出動を急
がれたため，姑息な修理で間に合わせ仕事をさせたこど
がわかって，徹底的な修理をさせなかった怠慢のかどで
四部の首脳者はまた懲罰を受くるの止むなきに至った．

として船燈補湿工難を資施され，幸にも太平洋戦雫直前

迄には雨保安力（復原力および懸魔）ともに些の掛念も

ない全艦艇を整術し得たことは不幸中の幸であったとさ

れたものである．谷村豊太郎博士（造兵中將，元慶大工

學部長）が岩波から出る雑誌『科學」(昭和18年5月號）

にr平賀前東大總長の追臓」と題した一文中『海軍を擦

備になられてから後の偉大な功淡については遺憾厳がら

私はその詳細を語る自由を識たない.』といわいたのは

この二大委員愈員としてわれわれ若輩も及ばぬ努力"暁

をもって仕事を助成されたということとその外太平洋戦

直前に完成した空前の二大帝國主力艦大和武減の設計に

際し從來の渡蓄を傾け-て補助貢献されたこと》延いては

これらの設計業務を經てわれわれ後張を陰に陽に指導鞭

逵された事柄を指していわれたものと解嘩割､る．

Ｉ
Ｉ

10第三次補充計窪艦艇思出と友省

次に囎舶jの鑓19巻節3鑑（昭和21年4月12日發

行10～22頁）に『今は喪き軍艦を語る座談會』という

題のも･とに，元海軍の造船設計擴當者迩の座談を蕊記し

たも･のが載っているからその中，興味あるところを二，

三引用して参考に供したい〆

．．.．.前略，海軍で鐘三次補充計謹といわれたのは，戦

争の始まる5，6年前から着手され職零開始直前に大禮
完了した,例の戦艦「大和」「武職」の2隻,空母「翔鴎」
I瑞鶴」を中心としたもので，駆逐艦，潜水艦,海防総
敷設艦，掃海艇，願漕艇等を含む膨大なものぜあった．
｢大和jの引渡しは，事蜜戦雫の始まった数日後であっ

たが12月8日にはほぼ完成していたといえる．これは

非常に印象深いことであった．

少し餘談になるけ1℃ども開戦の前日には徳山附近で世

界最初にして最大の46cm(18吋)砲九門の一齊射撃が

行われて見事に終了した．これなら戦争ですぐ役立つと

いう自信を得て伊識灘から奥へ歸る途上「ラジオ」で宜

戦の大詔を舜し，さて上甲板に出て見ると長門を先頭に

っが聯合艦隊の艤髄が長蛇の列をなして威風堂訓蝉す

る所に出合い，全艦正に感極まって沸かんとするという

劇的なシーンがなお，眼底に残っているのである..….中

略･"…最後に軍艦設計方面で受けた戦訓一，二を掲げて

いるが’まず’軍艦の對弾防禦はあれで十分だという自

信をつけ~たが，對航空機防禦はドーモ，不充分だったと

思われる．この防禦を防禦板の方で完全にしようとした

ら大和武蔵の場合,恐らく排水量7蔑噸を遥かに突破す

るであろう。要するに開戦営初は對塞戦に對する認識經

験が不充分だったと思う．事蜜戦争中，對空火砲を墹設

することになって25mm以上の溌砲を主力艦は100門

9事件後の艦艇再鯛査と大改装

この第一の事件後昭和9年4月5日から臨時濫艇性能
鯛査委員會というのが出來，加藤寛治大將が委員長にな

り，平賀中將はこの時は既に譲備役となり，帝大激震に

専任しておったのを特に海軍顧問を依嘱さi,委員として

この食に出席されており，自分等もまた委員となり，例

の如く同氏の指導下に一生懸命改造計謹を手鱒つた，こ

の委員曾では帝國の全艦艇1隻残らず調査して禽全の虚

匠を識じ蒲,ぐこれを愛施された（重心黙の比較的高い艦

艇には艦底にパラス【､を積んでこれを補正しな誌ﾌ涜足の

ものは上方の装備物，蟹え兵器の勢力を耗しても仕方が
ないとしてこれを取除いたものさえある.）

また第二の事件後，昭和12年10月21日には臨時篭

艇性能改善調査委員爾力穀けられとの時泳野村吉三郎大

將が委員長だったと覺えるが平賀中將もまた委員に自分
もまた委員の一人として，今度は夜を日についで（時に
は自分達は海軍省の製聞室へ泊り込みで）この仕事を促
進したものであった．即ち各艇の嘘腱計算を行いこれを
瞼討し，その成案に從って必要あるものは過度改善工作

’
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重巡は60門，睡巡40門，願逐艦30門を増備すること

になり，’これで暫定的に相當効果を上げ得たそうであ
る．また航空母艦『大鳳」(3蔑噸）がサィパンの戦箏の

時，（19年6月）敵魚雷を喰ってこれだけでは沈没を免

れておった所「ガソリンタンク」に引火して火災のた

め，逢に沈没した．これはわれわれの方から見ると二次

的の原因といわれるがやはり査裁では考慮を桃う要のあ

ることを淵懇した．更にもう一つ戦訓というべきは，こ

の大戦から示唆を受けたことは日本の國民が先天的に技

術的思想の低力製つたことである.それは乘員のその方面

に對する素養力詮ぺ倣除していたということで震證され

蛮戦になるとこれが非常にrハンデイキ｡,．ジブ･」になる
ことを是認せざるを得なかった､』といっている．

前陳の鰯三次補充計謹は平賀中將さり，次の設計者の

失脚した後を受けた新進設計者達の措営した所であっ
た．前述の二大不詳事件の後だったので，他部からの造

船部門に對する信頼度が地に落ちた時代の事とて新繼設
計出来の都度，嚴重な技術會議の監査を受けねばなら
ず，時には丸で麗校の誰義のようなことを演ぜねばなら

なかった．すなわち微に入り紬に亘って専門技術資料を
提示して各部からの批評や苦傭を一を伺って納得の行く
迄具に読明を與えねばならず，株主總會で野次氣分で株
主が意見を申し出たり，または八百長的な質問を出した
りするような子供だましのものではない．それもこれも
命がけで追坂刀で質疑應答をやるのだから設計者の苦努
は並大低のものではない．皆澗經衰弱にでもなりはせぬ
かと恐れた位である．會議に必要な雷類刷物でも掛圖，
岡表の準備などで従業員共は時に－週間も役所に箱詰め
'二きれ，徹夜をやったことも珍しくはなかった.つまり
禽譲準術のため翼の設計作業等にどれだけ邪魔になった
か知'もない．この間，平賀中蛎も一週間に－度位ずつ必
ず艦政本部に出頭されてこれら諸官の仕事に助力を借し
ま邪なかったのであった．
かような事態の下に奮闘努力して大戦前迄の軍艦建造

を完成した諸官の苦心は賞に黛敬に値するむしろ同情さ
ｫもるほどであった．もしそれ開戦後の新艦設計急造’戦
傷艦修理嘆奮，各艦改装等更に更に死闘を識けてしかも
かち得し所は完敗となったのであるから涙も出ない爲燈
である・

關話休題本緬初頭に掲げた如く,軍艦基本設計という
誹額の明確な定義は必要の都度口をすぐして部内に宣傳
したのであるが，一度技術上の過誤があってからは相営
以上技能のある人士がいても部内各部の造船技術に對す
る信奴の程度が非常に低くなってしまった、昔は別段基
本設計の何ものかを述べしなくとも唯平賀さん一人の

天才的按価’迫力むしろ績暴とまでいｵ>れながらも一指
もさされずにしかも全部の信頼を勝ち得て設計を立派に
完逢されていたのである．一朝の過誤は百年の後迄稲根
を残すことになる・箕に極しむべきは日常の機微であ

る．それにつけても何によらず，職を奉ずる人士は平素
誠心誠意職務を勵行すべきは勿論であるが，己れの技能
を繼承すべき縄島の養成訓盾を等閑に附してはならぬと
いうことである．また安全第一という見地からすれば職
制を明らかに分限を正し多少いわゆる團栗の丈比的の人
物をもってしても故障が起らず，大過なく職責を完了し
得る如くして置くのも一つの方法であろう．という説も
あるがしかし自分は所詮如何に職制鍵更をなすとも業務
を運誉すべき人物が--番物をいうのだから人翰萎成を第
一に掲げたいと思う．永い間，喋々 してお讃み辛かつた
であろうが’この位にして棚筆ずることにする，
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造 蝋技術上の諸問題(3) 松本喜太郎

身遜灘譲に追わIT，て，つい筆をとり難く識筒が中断し

たことを深く讃者に御わびする．正しい技術記録をのこ

したい熱情にはいささかも塗りないのであるが，忙しさ

のためtl撰な交章を書いて単に責をふさぐ°如き結果にな

るのをおそれる氣持からに外ならなかったのであるから

御了解願いたい．

さて今回は艦艇を對象とした場合の安定性能上の諸問

題について述べてみよう．

4．艦艇の安全性能について

船の安定性能の設計で失敗することは航空機を設計し

てみたが,出来上ったらそれが不安定な航空磯で塗落し

たというに等しく造船技術者の大きな恥である．ところ

が荒海で鱈蚤した船の資例は案外多いのに驚かされる，

態日本海率では瞬丞鑑早蕨，水雷艇友鶴の鱒麗を經験し

た．1939年にHelsinkiで發行されたJaakkoRahola

箸の(<TheJudj･ngoftheDeterminationofthe

MnimumAmountOfStability''の中に喪失船舶の

多数の資例が記載してあるが，それによってもかなりの

輔覆例のあることがわかるし，太平洋戦零中米國海軍で

も躯逐鍵3隻の轆覆を經験している，何故に學間や技術

の發逵した近頃においても造船關係者にとっては恥かし

いこうした堺件がしばし唱發生するのであろうか．私は

その大きな原因が弱庭上の問題にしろ，安定性能上の問

題こしろ，そｲ'Lを惹起させる外力力索象，海象上の事柄

であってはなはだつかみにくい不確定なものだという職
にあると思う．船舶力輔悪するということは静的の場合
であれ，動竹の場合であれこれを轌蕊させようとする外
力が，韓覆させられまいとする船自腔の持つ内力に打ち
勝ったときに起る現象である．造船學上これ程重要な外
力について，それが不確定な性質であるにせよ，内外の
どんな塗船駆の護物をみても到然としないながらもそこ
に猟鮎を合せてこの外力についての記述がなされていな
いのは不思議なことである．

友撒事件の諸調査研究をした頃から私はこの鮎をも少
L明かにして太平洋を活動雛蕊とする日本海露艦艇の設
計の判勵基礎を得たいと考えて内外の文献等を調べはじ
めた．太平洋戦蛎が開始され日本の勢力が南太平洋方面
へのびてくると，その方面で就役する船舶のことを考え
る場合赤道附近ば静かだといってもその程度を知らたけ
れげ判断が具鵬的にならないのでこの諏査促進の必要を

』

9“

一層深く感じた．概念的にはいろいろの状況が卦つかって

きたが，まだまだ不完全なものであった．最近にいたっ

て各國，と”つけ米國で興劒にこの方面にメスを入れは

じめたのは遅れ,ぱせながら大蕊喜ぱしぃことで近い腱來

浩船の設青賊術者にとって好到勤蚕料が提供されるであ

る.5．

各國の艦艇の性能をみる場合にはその艦艇の活動海域

の氣象，海象繩兄との鰯述;こおいて批判しなけ-れぱなら

ない．然らずんぱ「槌の興似する烏」の誤をおかすおそ

恥なしとしない．早い話が地中海を活動厘域として霊達

した伊太利海軍の艦艇の安定性や通産性能がそのままで

海耐，祝の比較的悪い日本の艦擬に對してそのままあて

はまるとはいえないはずである．

私の蒐集した賓料から日本近海のすがたを他の海域と

比較検討してみると次のことがいえると思う．

’）地球上の全海域の風の硬さの分布は’年を平均し
て

,f.Iceland附近の海面状況はかなり悪い．從って第

2次世界大戦でこの島を中繼基地として活動した

聯合國の艦艇は随分苦しんだ.Gあろう、

ロ，南米洲の南端CapeofHorn方面はかな【)の難

，iだ．

ハ，日本を中心とLた海域の風の弧さは北海をやや荒
くした程庭と思えばよかろう．

二．アメリカ合衆國を考えると東海岸では北部すなわ

・らNewEng-Iand地方の沖合がやや悪いが南へ

下る程静かになる、西海岸やMexico繕方面は
大鍵静かだ．

ホ．地中海は静かなところだ．

へ．赤道附近は大鍵櫛かで氣象の現象と一致する．

2）次に春秋四季の太平洋上の1波浪状況を階級八

(VeryHighSea)の顔陛の多い順序にならべて

みると

ィ．アリューシャンを含んだ北中太平洋方面

戸，日本沿岸

ハ北米沿岸

＝‘赤鐵付近

となるであろう，

こうならべるとなる程日本近海の海象状況ばよいとこ

ろとはいえない．從ってわが函の濫艇の安定性能に對す

る判勵は失敗の記鎌もありそれらをもとにLて發達して

I
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－

きたのであるから冷静に己れに信ずるところをもって庭

理しなけれげならない．

蕾日本海軍の艦艇の安定性能に對ずる考え方は友鶴の

蕊覆事件を境として大塗進歩したわけである．結論に入

る前にこれらの事件の經過を略述しよう．

3）騒逐繼早蕨の鱒覆

イ，顛覆の状況

昭和7年12月3日第13駆逐隊は馬公へ回航のため臭

を出航した．5日同隊は呉竹，早苗，早蕨，若竹の順に

JWiX陣にて北緯27",東經122度10分附近を針路S

66"W狸速(16Kts)で航行中4番繼若竹が動協のた

め右脳邊水I卿筒に再び故障を起し赦速後落した．そこで

他の三艦は原速(12Kts)となし左に反鱒，次で半速と

なし若竹に接近したとき同艦の原速可能なるを認め午後

1時49分再び右に反鱒原金鵬に入り二番鑑入列の頃午

後2時覗速となす．3番纒早蕨は2番繼の後方350米な

いし400米で綾航中午後1時58分頃前繊艦に次いでS

66"Wに向い脱角15度で右反鱒の際回頭暹く，艦位
か後藩するので弧速黒40に珊速し間もなく舵が利き回
頭し初め爾後黒20に減じ(18Ktsとなる)2時2分隊

この時右舷後方から来襲した大浪のため左舷に50度

ないし60度の大傾斜をなし一旦20度近くまで直原した

際綾いて来襲した大波に押され再び大傾斜のため80度

附近で1ないし2秒平衡状態を維持したが透に復原する

に至らず,そのまま午後2時5分2番鑑の後方約600米，

北緯27度0分東經122度10分で鱒覆しbilge-keelか

ら下部の艦底,舵おより推進器を水面に露出した峡態さ
漂流し漸次艦首から沈下した．

雷時風向はN20xE,風速毎秒約20米，波の方向

は風向と一致し，波高5～6米，波長60米内外で支那海
特有の三角波類似のもので波高の馴合いに波長は短かっ
た．潮流は北東信風連吹の爲波流は南西に向っていたが
その底流は北令東であったがその窪度は不明であった
當時風向はN20cE,風速毎秒約20米，波の方向は

風向と一致し波高5～6米，波長60米内外で支那海特有
の三角波類似のものでかなり急峻な波形であった．

戸．艦の状況

早蕨のGM關係は下表の通りである．
楚難時におけ-る穣荷の状況は上甲板に防ﾘ剛装置鋼板約

'趣’酒類約半勉，石炭約半睡，鋤2および第3砲蕊に
列に入り定金’ ＃農載していた､童

ナス黒革Q
2‘ん/s)

！

｝

日
午
后
二
礁
五
令

部
樗
準
硝

〆

些砿-----27｡-0'"
-go'y･F---･/ごどこ/O!g

－崖一一一一一 － － －

’ 新迭'1
ト

新 造完成妖態 改 後 の 現 ) I R紗｝呈
私凸

一

GM(IR)

1．6二4

l･702'|
1.333

－
７

－
恥
却
碓
露

一
郎
１
１
１

一
睡鮒

ノ
ッ
〃

０
３
０

の
ｏ
－
Ｏ
－
Ｏ
－

－
左
記
幻
窕

一
Ｍ排水愚(1wi)|

1,132

903

765

排水獄(mWi)|

l,140

911

773

|溌大Gz(Iv&)|
1.8851

鰯’
一一

舩
満
術
蝿

１
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態
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肺
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で航行中で芯偶盈具合の悪い濁膠に内することがあって

俄に大動臓を起すことがある．この胱況は笠箇兄調査渡験

の際若竹が早蕨謹難時の前綾鑑早苗と同様な状況で抵て

舵10○で直進中波浪に鑿われ急激に回頭し左45.傾斜し

た貨測によっても知られる．〆

以上は駆逐艦早蕨迩測騨群調査官，目喋者竝びに生存

者の報告を簡単にとりまとめた結果である．辨件があっ

てから諸調査終了後，当時の海軍艦政本部第4部の設計

主任の報告によること
③

轌覆の原因は

蕊溌海峡特有の急峻な述敬して来襲した三角波に金牒

と艦速との關係から同調勤続した波に突風が襲った．而

もこの時，外れた針路から定位遥へ入らんとして操舵し

た等の悪條件力澤時約に集演されたためでまことに不幸

な出来事であったと説明されて営時皆い技術科士官とし

て淡須賀海軍工廠に勤務していた筆者の如きもそうであ
ったかと信じ切っていた．

この型は既に艦令も古く長い間使用されておった艦で

あったから今更こ”按定性能不足のため純惑したなぞ
とは誰1人として考えてもみず，操艦者側に相當の責任
があったと考えさせられた位であった。

4）水雷艇友鶴の韓壷

ところがその翌鳧年すなわち昭和9年の3月12日新
造間もない水雷艇友鶴が佐世保港外で輔遜したという懐
罫力蒋ぴ起ったのである‘鴬|離湛者は横須寅海軍工廠造
船部の設計で小型航空母繼龍醸の擴岱部員（造船大討）
をしていたが建造中の龍磯ばもとより新造艦全般にわた
って日本海軍の艦艇の安定性能について非常な不安を感

じ出していた頃であった．しかし經験も浅く判断の基礎
もいたって薄弱な自分としては斯の如き設計･上の根本問
題に‘ついて上司に對し確信を以て論季するだけの基礎も
なく不安を感じながらも従らに日を過していたのであっ

た．これはいけないと眼烈に考えさせられたのは館山沖
で龍剛の公試迩鱒をしていた時のことであった．すなわ

ち上部格納庫の前部エレベーター附近にいた私は綴が旋

回運動のため多分20度位だったと思うが念に大傾斜を

起し天井のエレベータ声の孔の中へ館山の睦上の影色が

顛枠の中の櫓のように入ってきたのをみた時欺さすがに

驚いた．外へとび出してみたら艦の大傾斜のため舷側の

高いところv、格納してあったライフポーI､が水中に没し

てさらわれて大勢の人が騒いでいるところであった．

｢Stabilityがいけない」と私は弱く感じた。それから間

もなく3月13日と記憶するが家に蹄って電燈の下･G"

食につかんとした時「ラジ司一が臨時＝：－スをFh.上げま

す‘重大事件がありました,しばらく御待・ら下きい」と報

油は出港時第9第10タンクを除き200.5睡滿戦し,出港

後第15,7,8,16,5>6，3，4と使用し，遡難簿第3,4タ

ンクは芳を窪雪していた．すなわち消費量84睡，現量

116.5殖であった．r

本鑑遭難時に鐺けるGM等は同型艦早苗馬港入港後，

同要港部で査測した成讃から推算すると

排水 量1067t

GM0,395m

OG0.620m

後原範園64.-45ノ．

最大GZ0.229m

同上角度39.-30ノ

ダイナミカルスタピリテイ160m-t

同上÷排水量0.150m

積荷その他の託邊物の固縛は相當嚴重で遡難直前まで

に移動したものはないようであるが，第1回左大傾斜の

際下甲板「チエスト」その他器具や人員等は相當に移動

した．また當時開放してあった機賊室天窓や上甲板「ハ

ッチ」等から多少の浸水はあったがこれはGMに影響

をおよぼす程度のものではなかった．左弦「ダピツト』

上の通船にも約半勉の浸水があった．

航海中の状況

本驍逐陵ほ小演習を経り’'月呉軍港歸着後事ら人員
の補充交代,舟羅の修理謹馬港警備に對する準備をなし
ており12月3日同軍港までは繋留蓮韓の外出動ﾂll練を
行う機會なく，殊に早蕨は艦長以下4名を除く外准士官
以上は全部交替し，下士官以下の交替者は下士官33％，
兵43％に達した．斯の如き状態で出港したためか早蕨
は他繼に比べ鍛惟状況不良で蛇行運動をなしつつ綴行す

るを常とL,動協も他の3艦に比べて少い方ではなかっ

たが機關竝びに操舵装置等には故障はなかった．

遭難欝時の操舵員は經験深い熟練者ではなかったので

抵て舵左舷5｡～6.で時待20.以上に及んだことがある．

波浪の状況

遡卿職現地の海象脆兄を調査した結果によると，本海

面の波形は波長の割に波高は大で，大小各種の波が混在

し獅禽同等の波二，三通鍼し而も完全波と三角波の中間

程度のもので波形を現わすに長さと高さの外に幅（--鐘

の山の長さ）なる-→元を加えなければ表示L難いもので

ある．而て風速毎秒15~20米において波長25ないし1

00米，波高1ないし5米，波幅は大小種鳧で200米以

上のものは稀である.またこれらの波の中大型のものは

波面の賦斜非常に念で，この種二等躯逐縫程度のものに

對してば極めて具合の悪いものを含んでいる．この波の
特異性によりこの方面に航海する謄鵬は励擴の少いり臓兄

１
１
１

942



&
p

Q
も

8
ジ

A

一

にも制限をうけた日本海軍が制限外艦艇に2等驍逐鮭α

性能を與える事により量のう両足を補わんとの試みから生

れたもので設計者は大鍵な苦心を挑つたわけだが，無理

が通いば道理はひっこみ終に安定性能の不足したいわば

かたわの子として生れたのである．

本艇の性質に關し下記の要目鍵遷表について少しく解

説してみる．

じた．その時の私の感じを今以てはっきりと鳧えてい

る．私は冷水を浴せられたようにハツとした。

『軍艦が鱒覆したツ」

と忍は画謹したのだった．果せる哉，それは水雷艇友鶴

の聴遥を知らせるニュースだったのである．

水雷艇友側について

本艇は昭和9年のロンドン軍縮滕約によって補助艦艇

表要 蕊 謡目

一一｡一＝ - 画 二 一 一 ‐ 一 一 ~ 一 一 一 一 一 . 一

原計識｜完成時｜パﾙヂ装着後｜改
－－一

装後’|’ 軍令部要求

約600噸 535噸

615趣

〃

韮準排水錘

公拭"

速力

航．綴力

兵砲

装蕊射管

軸馬力

LI)×B×d

兵挫垂斌/公試排水量

GM(米）

OG(米）

Or(")

GZInaェ（米）

固定パラスl、（趣）

738 787707

30節

14節で3600浬

12．7糎砲3門

53糎4門

圃左灘｜
同左聯装2

11,000

77．5×7．4×2．0

22.2％

0.620

1.220

66．6

0.200

12穂軍装3

同左聯装I

〃

77．5×7．4×2．77‐

14.1%

0.788

0.385

11乳5

105

〃〃

″
″
″

〃

〃

77.5×8．1×2.24

20.6％

0．710

1.087

64．3

0．312

0.397

1.087

59

0.151

〔註〕要日は同型艦千鳥のものを示す
ー

パルヂ

装着後

一ユ
篭

計画
－

~、
－一一－

三口
－－－

藩
ノW'ル

装若

盛改造イ

－－一

I

L_1_
改造後

婚虫幸…

一

一一
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~

艦）

燃料
7．4キ

8．35
7．71

11.80

16．10
21.20

重量配分

艦名紺殻磯装機關
柿*32.936｡1837.38
天津風＊32.895．3640.18
秋風＊5．3533.823具68

友鶴2240 5 ． 9 0 2 4 . 8 0

票腎矧墨：珊
〔註〕＊印は常備朕態その他は公試舩態癒り

原計笠に對し完成した當時旋回力公試を行った際速力

28EMf角15度の際に船燈傾斜30度という驚くべき結

果が出て，本艇の性能に關し非常な不安力詩た恥た．そ

こで検討の結果パルヂを装着してGMを堀加し對策と

することに結論が生れた、兵装等はそのままであった．

バルヂ装着後の旋回力公試によると速力8/10全力，舵

角35度における船遥侭斜は約20度で概ね改善目的を達

し得たと判定され引渡しを了し，佐世保へ回航し訓練に

從事せしめられた．

原計謹といい，バルヂ装着後と鞭するも，そのいずれ

をみても公試排水量に對する兵装重遥の割合いが20％以

上という数字は從來の畷逐鱈系の罐蹟に鑑みるに著しく

過大であった．もしもこれで成功したら本艇の設計は殊

動に値したであろう.兵装重量の多いことは艦をtophe-

ayにする傾向となるがそれの對策としてバルヂを装着

騒ぐ

装
測
元
率
印
扣
夘

■
Ｇ
●
■
●
■

８
７
８
０
３
２

表
兵
２
１
１

逐

濟傭
5.13

う.45
4b73

7．50
4b30

5.10

その他
】､20

0．21
0．45

2．10
1.40

計
100.00
100.00

1O0.00
100.00

100.00
100.00

’

してGMを大きくしたという結論なのである．~

今日の目を以て本表を判断すればGMを大きくして，

topheavyの状態をそのままにしておいたことは根本

的對策となっていなかったと氣がつくが，そればつれわ

れに友鶴事件をきっかけ-として安定催跡自の判断力に著し

き進歩がみられたからであって，それを以て懲事の麦任

者を一概に非難するのはあたらぬと思う.

参考に騒逐鰐級の大厘分別重量配分を示ｻｰと上表の如

くであって，友僻型の過大兵装すなつちtopheavyの

傾向がはっきりする．

友鶴邇難に關する記錐については大がかりの委員禽が

編成せられ調査の結果詮坂纏められた．幸いにしてその

綜合報告とも秘すべき査定書が私の手元にある・これは

大鍵炎重な文献と思うのでその全文を次競に掲載する．

（綾）

今 最 新刊③
ｈ
１
口
口

雛鰯機 露
Uﾛ頁剛皿且ﾛ噸”恥3麺〃恥0qM町幽恥｡”mDW皿ﾛMWWh"IKEWMWWMMMⅧnK叩即恥IWhM剛銀珊K"uKRM朋且1

舶用機關の茂計・・製作・取扱いにたずさわる靭人に對・して，庇く舳朋
日立造船技術研究所
調査部髭。工挙聯士一般的概念を與えることを目的とし，原子力推進。5枕羽根プロペラ・

空無豫熱器その他舶用界における簸新の事変をとり入れ，多数の鮒を朧

山中秀男著理解を容易にした．本普により船の内職ともいうべき機I淵部全縦にわた
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第7回國際船舶流鵠力學會議の議題について

－ 4－

型における2.37秒，また5沢模型における1.677秒にあ

たる．水槽のうちにはこれらの難字に模型を調整したも

のもある．

速度については，フルード数0,0.18,0.21,0.24,0.27

および0.30において試験することに決定した．

高いフルード數において船首から波が打ち込むのを防

ぐために,F・P.から長さが0.1Lの船首襖を坂附けるこ

とが勧告された．

これと同じ理由で，また非常に高い波浪中に紫いて抵

抗を測定することがあまり重要でなさそうでもあるの

で，人工波の高さを合理的の数字，すなわち5灰模型に

鋤しては1琢吋，10沢模型に對しては2彪吋，また16沢
戯迦に對しては4吋にすることに決定した．波の長さは

0.75L,1.0L,1.25L,および1.5Lに選んだ．但しL
は鐵型の長さである．上記の波高により波高と波長との
比はつぎのようになる．すなわち
波長ス0.75L1.0L1,25L1.5L･

hノス比1/361/481/601/72
すべての水禰においてあらゆることを同じににするた

めに，奥行索は船鐙中央繊蔽面より後方船の長さの10％
の職で，また龍骨から吃水の0.6倍の高さで模型に坂附

けられることにした.DennyExperimentTankでは

これと違って，模型が波浪中で縦揺するときに記録ギヤ
が桜型の底部に衝突するのを避けるために，吏行黙を基
線上吃｡kの0.96倍の高さに選んだと報告された．
すべての水榊は重力型曳行装置，もしくは史行模型州

懸吊重錘に坂附けられた索，すなわちスプリングを坂附

け-ずに，測定距離を通じて一定曳行力（できるかぎり）

を粥月するよう要請された．磯賊極鱒の曳引車蕊を設備

する水梢は，1951年9月のWashingtonD.C・におけ‐

る第6回國際曾議の議題6についての討論でStevens

InstituteのE.V.Lewisがその「波浪中における模

型試験に適する重力型助力計について」において述べた

配冠を採用するJ:ろ要諦された．これは良行車蕊の速庭
を一定に保ちながら懸吊重遼を鍵えて歎回諏数す愚こと
を勧告している．このようにして模型と車蕊との前農方

向iこおけるいくつかの¥均關係逓動の値力鵯られ，これ

溌曳行重遡上に遥鮎する．こ奴らの鮎を通って1鮪のllll

雛を引け-ぱ，これによって關係運動がたい黙に溌ける竃

蔵題6－船の航海性能

Dr.G.Vedeler

委員會は，野心的な計迩に着手する前に，水糟におい

て規則正しい人工波に逆って模型を曳くときに，その測

定において認則さｵL得る精度について知りたいと考え

た．このようなわけでjすべての船型試験水簡は1952年

9月4日の回状によって波浪中における船燈模型につい
ての国際的比較試験の計謹に参加するよう要請された．

方形係錘が0.60のTodd-Forest系60の1箇心漠型，

すなつち標準舷弧と平均フレヤをもつ母型について試鹸

を行うことを決定した．線圖ばTaylor試験水糟から入

手し，参加水憾に配布された．

各水轍は計遜に從って試數を行い，國際會議において
公表して差しつかえないという前提で試慰結果を委員會
に篭附した．すべての測定結果を本會議において公表す
ることは，勝置委員會が報告者に課した非儲に厳格な制

限のために，不可能である．このようなわけで試溌結果
の非常に短い比較だけを示すことにする。

参加試蛾水贈はB.E.C・(Paris),'IMM.B.(Washing-
tonD.C.),E.T.T.(HobokenN.Y.),H.S､VもA・(Ham-

burg),M．I.T.(CambridgeMasS),K.T・圧(Stock-

holm),NewportNews,Denny(Dumbarton),N.

P.L.(Teddington)鐺よび運輸陵術研究所（東京）の

10水補で，始めの7水幡は5次模型を,つぎの2水描は
10次模型を，また最後の水糟は16次模型を使用した．
5沢模型は幅が8.0吋，等吃水が3.20吋，淡水におけ

る釧訓瞳が33,27封度，また浸罰k表面が4.27平方呪であ
った.(ある水徳によって與えられた数字）

棋型ば,NewportNewsTowingBasinにおいて採
用された試験計識葵に從って空中における縦環動竿錘が
L/4となるように調整された,5灰模型に對し，これは
静水に誌ける固有縦擬周期約0.70秒,また固有上下動
周期約0.69秒に蕊罐する．ある水附では寒中における縦
薮動半径をL/4より10%堀減させても試数を行った．
固有横描周期はこれらの試鹸に對してはあ萱り重要で

はないと考えられた.Lかし静水に龍いて静止している

長さは400呪の船に對して15秒が合理的な周期である

．I提案ざiW己．これば16灰模型における3秒，10限僅
鯵

’

１
１
１

I
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量が決まり，これがその特定車蕊速度における模型の抵
抗となる．加速航走の期間において模型と車篁とをしっ

かり誌合させるために加速桿が設けられており，加速航

走が維るとこの桿は模型から坂外される．．

この方法淀よって模型は自由に縦揺，上下動および前

後動をすることができ，後者vま速度の塗動に相菌する．

從って平均速庭を測定する距離は相封波長の倍数である

ことを必要とし，また完全な縦揺周期にわたらなければ

ならない．これは愛現が困難であるから，できるだけ長

い距離を何回力航走してその平均をとるのがよい．

抵抗，縦揺および上下動の測定は上記のフルード數お

よび波長において向い波中を航走する模型について行わ

れるよう要請された．なおある1種のフルード数，例え

げ0;27において追波の試験を行うよう提案された．しか

しこれらの籔鐡に利用される時間の制限のために，ごく

わずかの水漕しかこれを行わなかつだ．

Fig.1(省略）において，琴加水傭が測定した静水抵

抗を,Dr.ToddがS.N|､A.M.E.の1953年の淵鐡に詣

いて同一船型に對して發表した試醗結果とともに．上嘩

しており，これらはすべて400呪の船長に對し換算され

たものである。水梢のうちには馴れ促進を採用しなかっ

たものがあるが，この理由はこれが波浪中の試騒に對し

て詞必要と考えたからである．これがこの上蟻の主要な
目的であった．

波浪中の宜敷は正確に同一のフルード数では行われて
おらず，またその結果は各水槽において同一の方法で表
現されていないので，すべての結果を置鮎して，一定フ
ルード酸に識するクロス曲線を引く必要があった，3種

のフルード歎，すなわちF=0.20,0.24および0.28だけ

において比較を行うことにした、但しFは漉良中にお

ける愛際の速庭を使用して求めたものである．つぎの岡

では，各岡に輿えられているすべての水階からの試験結
果力撫次元基礎で置鮎されている．

Fig.2～4(いずれも省略)は横座標軸に調和係数(す
なつち模型の固有縦摘周期と相畿破周期との比）をとっ

て波浪中における増加蝉充を上記のフルード政ごとに示

Lたものである．縦座標は，分子が波浪中の全燭充と静

水抵抗との差，分母がDr.Toddが公表した静水抵抗

となっている比を表｝っしている．TMB,NPL,および

Stockholmの3水補は静水抵抗を通知して來てないの

で,Dr.Toddが公表したものを分子の静水錘沈にも使
用した．

結果がばらついている一つの理由は採用した波の長さ

と越度とが同禰の附近にあることらしい．多歎の水鰭の

試隣結果から判断して)PariSで測定された同調抵抗が

946

高すぎ，またNPL抵抗曲線が低すぎる．なお後者は同

調において最大値が現われていない鮎においてすべての

他の水槽のものと違っている.Hanlburgにおける測定

抵抗もいくらか低い．これらの3水播の曲線を除外する

と，他の曲線には大差が認められない．一般にF=0.20

に對する増加抵抗は調和係数1.0において最大となって

いるといえる．フルード鞍がこれより高くなると，最大

がこれよりいくらか高い調和際數にｵ5いて起るらしく，

これは速度によって固有縦描周期がいくらか鍵化するた

めと考えら恥る．

Fig.5～7(いずれも省略）は調和係數の基線上に縦

揺角と最大波傾斜との比を上記の3フルード数ごとに示

したものである．これらの岡においてETT(Stevens)

の最大値は他の水噛からの曲線の最大値よりも高く，ま

たDennyの曲線は低い．理論によれば，すべての曲線

の最高黙ばうルード数0.20および0.24に對しては1より

幾分低い調和係数で起り,F=0.28に勤しいくつかの曲

線ではその最大値がいくら力高い調和係数に移動;-る傾

向が認められる．同調上の箭課のばらつきは驚くほど大

きくはない．

巖題1および5－推進器および自航

要塞の寸法影響

Dr.J.G.Allan"

本議題はWashingtonにおける第6回會議の議題1と

5とを併合したものである．

この會議に鮨いてこれら雨議題について得られた結論

を考慮すれば，つぎのことガ津委員會の取扱項目である

と考えられる．

1．現在の模型試験施設および解析方法を利用するこ

とによって，舶用推進器を設計し，また愛用的に十分な

精度を.もって推進性能を推定することは可能であるが，

推進器および推進要素の寸法影響についてはさらに知る

こと力泌要である．

2，つぎの線に沼うての研究が指示される．．

a)幾何墨的相似の推進器についての震醗

b)高いレイノルツ数における翼裁面についての濫験

C)上記のものに及ぼす表面樋魔影響の研究

d)屑流の範園，および上記のものに及ぼす剛れ促進
の研究

e)船型の礎い範園にわたる幾何學酌相似の摸型の自

航蜜験

f)種毒の寸法について，睡力および作流速庇の測定

を含む，回鱒磯の後方において作動する模型推進
器についての疫験



、

夕

手配することに決定した．その後この事業に對して採用

された設計はVictox･y型船で，こ恥はN.S.P.が行っ

ている大規模な研究計霊の基礎をなすものである．

矼迩blelは自航試騒法の現状を賓料が得られたかぎり

に葉いて蒜合表示したものである．表面摩蕊修正（これ

自魁についての討議は他の委員雪の任務である）に封し

て採用さ狸ている方注の問題を除けば，各前進速度にお
けるいくつかの測定鮎によってある範閏の推力荷重に及

ぶイギリス法と，多数の速度に莱けるある特定荷重にお

ける軍一測定熟の大陸法とがある・その相異は根本的の

ものではないが，イギリス法は，もし必要ならば，後に

種ぺの荷重において解脈を行うことができる利益があ

る．

大多数の水梢は件流を求めるのに推力法を採用してい

るが，推進器単濁試騒は速度一定で行われる場合と，回

鱒數一定で行』っ恥る場合とがある.HaslarおよびBrown

では自航試験が蕊に船鎧係数を求める目的のために蜜施

されていて，効率を計算するには大型推進器模型につい

ての単綴試験結果を使用している．この方法は推進器の

寸法影認を少くすることに役立ち，伴流が小さく，從っ

解析法

3．本議題の理論的研究の發展．

4．水力機械の分野における同種の業績との比較研究

5．議題となっている寸法影響は小さい値のものであ

るから，模型についても，また資物についても，船鐙お

よび推進器の識可學的詳細において，試験状態の調整に

おいて，また測定および観測に鐺いて最高度の締度が睡

く要求される．

6．自航遮鹸を行う方法の標準化が脳く要望されてい

る．-

1952年9月にオランダのWageningenにおいて委員

愈の曾合が開催され，各委員からそlもぞれが代表する地

域におけ-る研究の現状について報涛があった．これらの

報告は船禮模型および推進器模型についての研究，なら

びにいくつかの分野におけるさらに旗範なまた大規模な

研究に對する諸計遥に關するものであった．

これらの各種の研究が利用することができるようにな

れげ，委員會の事業に非常に役立つことと思う．一方こ

の間において各試験機關が採用している自航試験法の詳

細についての資料を集め，また承認された設計iこついて

これらの試験機關が共同自航試戯の愛行に参加するよう

TabIe.1.自 航
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て俘流寸法影響があまり重要でない猫型の双螺旋船にお

いては特に利益がある．肥型の貨物船ではこの間の事傭

力建う．

比較試験のために使用されたVictory型硲の主要項
目はつぎの通りである．

垂謀間の長さ436.5沢（133.0m)

型幅60．2沢（18.90m)

型吃水28.0IR(8.53m)

總排水量14j9221､ン(""k)

等 吃 水

推進器の直挫20.5IR(6.25m)

翼 数4

暇距（最大）22.9ER(6.98m)

螺距(zF均)-22.5沢(6.86m)

翼面積 比0 .497

同一の模型推遡謡が番號1，2，4，7，11，13および15

の水哨で使用された．

Table2～5,およびFig．1～5(省略)I*VictOry型

船の模型についての自航試験の結果を綜合したものであ

る．これらはすべて同一の基礎で計算されたものであ

り，従ってその相異は試験もしくは解折の方法における
相異によるものではない．

Table2およびFig.1はそれぞれE.H.P.(Froude)

および。(Froude)の比較を示している．縮率が1/23

もしくは1/24の場合の大多數の結果は士2％の範園内

Table.2.フルード有効馬力
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水 |蕃尉縮皐|鶏響謡棚

蕊
1

でよく一致しているが，いくつかの顯著な例外もないで

はない．すべてに對しフルードの表面摩擦係数を使剛す

れば，小型模型についての試験結果が高いEHPを輿え

ると懲期されるのであるが，この鮎に開し稀號9の水噛

の結果は蕊である．

Fig.2は縮奉が1/23および1/24の模型の試験絲果を

模型の繊赦面砿と水糊の織徹面積との此の甑數として表’
948

’



4

一

Victory船BIIIeficld

號の試運簿成績

排水錘14,840t

天候晴天

Z~able.6. Vic加可T,lble.5．模型試駿により推定した寶船にお
ける回韓歎

（修正を施さない賞船推進鮎に封するもの）
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相異になることに注意しなければならない．

以上の結果は各永階間においてはどの遥度に一致する

かを示しており，これは懲想誤り，特にQPcにおいて

不良であると認めざるを得感､,推進諦性龍および推進

要津において寸法影響がわずかであるから，1試験擬關

に特定の試験計謹の渡行を集中して，その駿關における

可能の最大の蒲庇を得ることによって有濫な精度に達し

得られることになる．

Table6として掲げるBluefieldVictory號の試運

鱒成績はT.M.B､によって供給されたもので興味深

い．この船の線圖が前述の試験に使用されたものと全く

同一であるかどうかについては幾分瀞つしいが,わずか

の差は総果にそう著しい影響を及ぼさないであろう・尾

端軸における損失として3％を見込むのばN､P.L・の標
準方法である．

Table6のD.H・P.をFig.5に禍げる試験術裸と比

較すると，変船についての測定結果が非常に低いフル

ードE､H.P・を使用する代りに番競2を穰準として使用
すれば，礎総結果と一致させるためには0.84～0．83の繁
歎を適用する必要があるこ!'しは平らな熔接郷豊に鋤'し

てU.K.において最近惇ら'し,1954年の夏にInstitu-

tio:1ofNavalArchitectsによって公刊さ《I'たいくつ
かの結果と一致している．

結論

1．ほとんどすべての試騒磯關に策いて現存し，もし

くは訂謹さII,ている多数の推進器猫よび推進寸法影欝Yこ

開する研究について述べらﾈしている、この無業は多く互

いに無關係に行わ#しているが，そうであっても，すべて

の維果が--殻に利ﾊ』され，また理論的考察を背雄として

橡討されれば，これらの寸法影謹を見込む愛用1'1勺方法に

ついての意見の一致が可能となるはずである．

2．種÷の水揃において採用されている目航試騒法の

比較について述べられている．これに開する画際的磯準

を採用する可能性について愈譲が考憩するよう提案さぃ

ている．なお笈珊の馬力を推定するのに使用されている

種鳧の附加的修正についても注意を桃5べきである．

（927頁へつづく）

わしたもの・.G)この因子の影謡を明かに示している．

Fig.3は抵抗係數C&=R/%pSV2をレイノルツ数の

基線上に示し，またシェーブーー線の傾斜と比較したもの

である．岡面を見よくするために,縮率が1/24のものに

ついての試験結果のう‘ら符略したものがある．こ恥らの

絲粟はレイノルツ独に對するシニーブーー線の煙斜よりむ

しろ睡い傾斜を示しているといえる．

Table3および4はそれぞｵし伴流および推力減少係数

を示すもので，大多数の水榊の結果がよく一致してい

る．このような結果はすべて縮率が似ているものについ

てであることに注意しなければならない．番暁11の水

噛の伴流および推力減少係數が小さいのば，恐く推進濡
を良引車から別簡に支える茜式のフルード試験法のため

と老えらｵしる．番號10の水蛸の推力減少係敷が低いの

は殻明することができない．

Fig.4は種冬の水附からの泓推進係数(Q.P.C､）を比

較したもので，この締果の鍵化は抵抗結果の愛化の約2
倍となっている．これは回聴力率測定の不正確によるも
のといえる.Fig5はDHPを比較したもので,EHP

準よびQPcにおける鋤上の合同影蕊を示している。

Tab.e5は錨網航（フルードの表面腺謹修正に對

應する黙に詣脚-る桜型試騒から推定した笈船における回

鯉蚊を比較したものである．これらはよく一致している
が,RPMに詣ける1%の差は馬力において3%～4%の

949
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ユーズに一つM、

8．逵断電流定格

ヒューズの遮断電流定格の意味およびその種類につい

てはすでに3節（4）に説明した厨であるが，この遮断

鴬流定格を格付するI評卜を各國の規格について比較して

みると第9表に示すようになる．

以下順を追うとその内容並びに試鹸方法について誘明
を加えることとする．

9試震用電流

ヒューズの遊断試験に使暦す-る電源について説明ず
る．

試験用電源として交流には掛目交流電源を便ﾉIiするほ

かはないが，直流には蓄電池を使用する場合と溌電機ま

たは整流器を使用する場合とがある．蓄電池は直流の試

験用電源として，非常に便利であるが，わが園ではその

施設が殆んどないので，發電機または整流器を使用して

おる§次に電源の容量であるが，鉛蓄電池を使用する場

合には，その’時間率の10倍に相當する遮断試験を行

うことが可能で1(000Aの遮断試鹸を行うには’時間
¥100Ahの蓄電池を必要とする．一般に蓄醗也の自己
誘導は極めて低いが250Vの蓄電池と回路導燈との自

錐9

己誘導を合せると0.1mH位は容易に得ることができ

る．また直流發電機を使用する場合には，その全負荷電

流の10ないし20倍の電流で遊断試験を行うことが可能

である.また發電機のもつ利鮎は蓄電池に比し誇命が長

くかつ維持費が低廠なことにある．

10回路條件

試鹸回路の條件としては交流回路には力率を，直流回

路には時定數を指定するのが合理的である．これらの値

は，使用中に發生することのある値を想定したものであ

って回路に定格電流の流すときの力奉または時定数でな

いことを注意しなければならない．試験回路の力率およ

び時定数のもつ意蕊およびその決定方法は次の各號に示

す通りである．

1力率

交流回路の力率を理論的に示せげ

一
》

庇

〉
一
一率力

但X=2"〆Z,＝回路のレアクタンス（オーム）

ノー周波

L=数回路のインダクタンス（ヘンリー）

表

定絡溌睡遮断遮流定格
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F
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R・‐

百

F

一

‐

屍＝回路の抵抗（オーム）
また況溌よびXの値が一定であれば

力率一選一
但W=回路の消費電力(ﾜ'卜）

V=供給電唾（領ルト）
A==回路電流（アンペア）

上記の式によって力率を算出す恥ぱよい，
また，波形が正弦波の場合には次記の方法によりオツシ
ロク｡ラムより求めることもできる。
(A)短絡電流の非對照度が著しい場合には次記の方

法により，短絡電流の直流分より算出する。
（第3間参照）

電座0
畢爾輪

恐州電 流 0
d－

一一ー

具’
今

鐺4回

波が存在しそれがA黙でなくなったとすれば,AB=

BCとなる．次にA黙より反對方法にAD=ABとな

るようにD黙を求める‘また通電直前の題睡Oの鮎

Fより垂瀕をとり電流基諜と交わる黙をEとしED

の角度を抄で表わせばこの場合の力率は,COS抄とな

る，この値を確認す.るためには上記の方法を數回行いそ

の平均をとる必要がある．

2時定數

インダクダンスを含む回路に直流を通ずるときはその

電流値に時間齢邊野上を生ずる．今一定のインダクタンス

zを含む回路に直流を急に通じた場合に電流の墹加して

行く割合は次式で表わされる．

′=器('-‘-暑‘）
但i=閉路後任意の時悶2秒における電流値

V==加えらｵ1，る一定電睡

R=全回路の抵抗

I=芳整定電流
e＝自然對數のペース2,7183

第5岡はこのときの電洗塗化を示したものである。

この岡のLRを回路の時定数という．今秒で表ｵっし

たL/Rの数値を上式に代入するときはこの値は電流が

その最維値の63.2％に達するまでの時間を示すことに

面
讐

'一‘判
’

第3圃

まず次式を月jいて直流分の時定数を決定する。
＃．

"=Iff'e~~r

但加＝任意の瞬時における直流分
z鋤＝最初の直流分の値
T=試験回路の時定数（秒）
＃＝”とZ鉤間の時間（秒）
e＝自然對數のペース

メ”

上式よりe-Zr=了Zr

オッシログラムより”およびr"の値を求めe-;の
値を算出し,‘-"の表…－－；の値を知りこれ鰻
り時定数Tを決燈する,Tの値が決れば次式より，の
値が求めらi'1,る，

'=arcJ･=arctan2"fr

dが決まれば力率cos#を知ることができる，
(B)力奉の値が大きくなると非對照漉形だけでは明

定灘訂を正確に求めることが困難となる．このような
場合には，鰯路電流波形のほかに電鴎既形をオッシログ
ラムにとり次の方法を求めればよい，
すなわち第4園の電流波形を調べた場合，もし非對照

’

１

雷
電
鐘
川
Ｔ
ｌ
”
わく

一

ｑ

Ｖ
－
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'一
勝間（牌)，

峠~」
簾5圃
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なる。

1-2.7183-1＝α632．

すなわちオッシログラムより整走電流の63.2形に相當

する電流に窪3－るまでの時間（秒）を求めればそれがそ

の回路のもつ時定数となる．またオッシロク・ラムを使用

せずに時定数を決定するにはインダクタンス測定用プリ

ジヂ等の方法により回路のLを測定LてL/Rを算出し
てもよい．

3定格逵葛電流

ヒューズの定格遮断電流とは，ヒューズの同端子間を

インピーダンスの殆んどない，導燈にて接識した状態で

回路を閉じた場合に流れる，直流または交流（蜜効値）

をいい，これ,を確認するには次のような方法が用いら恥
ている．

1）直流の場合

直流の場合には，定格電嘩またば以上で回路を閉じた

場合に洗れる整定電流をいい，オッシログラムまたは電

洗計等にて測定する．

2）交流の場合

交流の場合には，回路を閉じたのち矧寺間で達する對

照等猿幅波形の変効値が一般に用いられている，これに

要する時間は過度非對照電沈の直流分の時定数に關連

し，また最初の非對照の大きさおよび直流分の減衰の麓

合は，回路の力率によって決まるものである．速に對照

等涙幅波形に達する場合には，電流値測定に計器を使用
することもできるが，髄流値が大きくかつ，電源の固有

樹生および試験装詮の動作特性等にて短時間に對照等碇
幅波形が惇ら奴ない場合には，オッシログラムにより通

電後”ｲｸﾙ後に霊ける包絡線の縦幅の流をとっ
て蓋しつかえない．

第6岡は短絡電流の可･ヅシログラムでA1A2および

B1B2は電流波の包絲線C1Cgは直流分の減衰曲線01

は通電の初まる鮒O,O2は電流波の韮諜を示している．

今迩磁後尾サイクルに相富する黙Fを通ずる垂線を引き
これか包絡線と交わる黙をGおよびHとすれば，この回

路の定擁蹴躍疏織2鍵で表わされる．
畠波高算出の基準

前記オッシログラムの電流波の波高は，雷刷り器の感度

がまちまちであるた必懲珍弊出の基準を定めて遥かなけ

ればならない．れそには短絡試験回路に短時間通電して

差しつかえのない程度の大電流を通じて電流波形をと

り，その時の電流値を計器にて識み波高の単位長さに對

する電流値を定めこれを短総時の波形の韮準に用いれば
よい．

6回復雷璽

BS規格では，遮断試験に用いる電源容量の條件の一

つとして遊勵の直後に交流回路でほヒューズの定絡電座

の90％以上100％以下の回復電睡をもち，また直流回

路ではヒューズの定格電睡の100％以上110％以下の回

復電唾を生ずるものであることを要求し，かっこの値を

出すためには試験當初の電座を藻め堀加しておいても差

しつかえないことを規定している．この回復電唾に關す

る規定はUWやVDEにはは見當らない所で，その理

由とL,ては電源に蓄電池を使用する關係もあるが，今一

つ第1表に示したようにBSではヒューズの定絡随睡を

使用電唾と一致せしめているのに對しこれらの規定では

ヒューズの定格電睦を使用電座よりも10％以上商く規
定しているためかと考えられる．JIS新規格案では交

直流の別なく初期に齢いて試鹸電嘩の90％以上を規定

しているがNK規定では娠己の理由よりこの規定を省賂
した．震際試臓の結果をみても蹴源が非常に少さいもの

でない限り回復電睡で問題窪Eずるようなことはないよ

うである．

11温度試議装置

NK規則によるヒューズの温庇試験装置は次のような

ものである．

"10表

ヒニーズの定椛掘流｜接綾聯概(ｺ゙ﾑ絶雑線込一，
｜大きさ(10:℃瓢｜断爾職(mmり(A)

ｌ

ｌ

Ｌ

Ｉ

Ⅲ

Ⅸ

▼

・

ｄ

ｑ

ｉ

■

Ⅱ

１

１

１

１

１

Ｊ

A

名
梨
走
㈱

０
０
０
０

宮
－
６
０
０

１
２

一
一
一
一

０
１
１
１

３
５
０

４
３
■
■

加
麺
妬
鮨

－

１

９
３
６

２
ユ
ュ
ラ

５
１
３
８

A2

0つ

C,

C
０
８

接綾葬縫の長さば，憧源用には1,2In以上，

には0.6m以上とすること

その他

１
１

8つ
一一ー画一＝一ｰ1－a一一一一口一一一口一ーやき■一舎一■■･qLー一一P＝一.一一一一一■ｰ－－－－－－勺一一■一■一一

（術考）本表に示す接続導磯の大きさは磯内ケーブル
の砺流容量に相徴するものである．隼6‘図
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1）試鹸用電源には直流または50ないし60c/sの軍

相交流を使用すること．但し電座は任意とする‘

2）ヒューズは水平に取付けられた車種の漂準筒受に

取付けて行うこと，

3）2個以上のヒューズを直列に接叙して試験する場

合には筒受相互間の距離を150mm以上とするこど．

の接繊導彊は第'0表に示すものを“月すること。

12溶断試肇装置

NK規則によるヒューズの沈断試騒装置に關する規定

は前節の温度試験装遥の場合と同様である．但し，試験

開始時のヒューズの温度が温鹿試験の場合には制御され

ていないが溶断試験の場合に必ず冷却した状態になけれ

ばならない。

第7岡は，溶勵試験を行う場合に使用する回路接綾の
一例を示したものである．

135ﾂ<溶勘試鹸の方は溶断に要する時間が相當長いか
ら溶蹴表示方法としてベルを使用することができるが
200％溶断試験では’秒以内の矧聯間の場合もあるから
正確な成績を得るセめには，上間のようにベルの代りに
サイクルカウンターを使用する必要がある．

また第8岡は，再用筒形および非再用筒形ヒューズの

Al--百田筒膨

トー上旦二坐…“ﾉコク

I

B０
〃
〃

２
ノ
ク

ノ
／
／

定
峪
（
％
》

一

一 －一一一一■一－一

豆‘”且‘”海~弓蓉~万づ’･ざ7".-苞”
‐・凰回湿度℃

●
年ざ

第8園

ヒューズの溶断特性

溶断特注と周函温度の關係について米國で資數された一
例を示すものである．これによると非常に周園温度の侭

い場合のほかは鐵用上殆んど塗りなくかつ内部につめも
のを使用し走非再用形の方がよい成績を示している，

13短絡試験の賓例

1試驍回路

第9圖はヒューズの短絡試験回路の一例を示したもの

である．

1）電源には，交流試験の場合は軍相交流電源を用

い，直流試験の場合には發電機，整流器または蓄電池を

使用する．

2）加減抵抗および加減レアクトルば，回路條件を決

定するに雷り必要に應じて使用する．

3）投入スイッチは，回路の短絡投入に使用するもの

で遮断器または遠方操作スイ”チを使用する．

4）ヒューズ短絡スイッチは回路條件を決定する場合

にヒューズの雨端子を短絡するに使用する．このス,「

チの代りにヒューズの雨端子を抵抗の非常に少い導磯で

迩結しても差しつかえない．

5）供試ヒューズは1個を水平に取付ける.

6）オッシログラフは麗源電睡，弧光電唾および短絡

’

FAC2

200％試験回晴

犬､ミー 一

中『 S22E(Os3AC

即｢領
＋

＆
｡

OS3

第9側

但しG電源F供試ヒューズ

R加減抵抗OS,オツシロ晒源電砥
要素

X加減レアクトル

Sl投入スイッチ.OS・オツシロ弧光髄腫
要素

S2ヒューズ短絡スOS3オツシロ電流要素
イツチ

簾71 剛

但しIR誘導噛唾調蕊器Sスイッチ
T鍵睡器F供試ヒューズ
V継睡計Ry繕魎器

A魑流計Bベル
CT砥流鍵成器CCサイクルカウンター
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a

電流が整定するまで通電し，その整定値が必要とする遮

断電流定格以上であることを確めれぱ，推定短絡電流と

しての條件は浦足する．もしこの場合電源の大きさの關

係から整流するまで通電できない場合には最初の雍サイ

クル（この例では10ms)の黙に垂直に引いた包絡線の

幅の念を推定短絡電流と考えて篝しつかえな､"次
に力率の測定であるが，この曲線では非對照の割合が相

當大きいから10節（1）號(A)に記す卯式に本岡の

秘r“およびZの値を代入して力率を算出することが

できる．もし非對照の割合が少いときは迩睡オッシ画グ

ラムをとり第10節（1）號の方法に求めればよい。

3遮断特性

次にヒューズの遮断特性を示すオゾシログラムの二三

電流を同時にとることのできるものを必要とする．

2回路條件

次に直流および交流試験回路の回路條件を決定するオ

プシロオラムの資例を示す．

1）直流回路條件

第10圖は直流試験回路の回路條件を求めるためのオ

ブシログラムである，

電流目盛一

（
函
の
。
ご
パ
つ
●
ぬ
つ
一
Ⅱ
）

0票、
、

｡．◆.●

’嵐.貢 の査例を示すこととする，

3，＃
q
j

－

1

〃
甑

"l0m

回路條件嘘睡.DC450V
推定短絡憾流10330A

時定数(÷)7.'5"

ヒューズの端子間を短絡したまま投入スイッチを閉じ

電流が整走するまで通電し，その整定値力泌要とする遮

断電流定格鐘以上であることを確めたのち通電し初めた

鮎より最高値の63.2％に達するまでの時間すなわち時

定数が回路條件の規定値より大きければ，この試験回路

はすべての回路條件を浦足するものである，

2）交流回路條件

第11厨は交流試験回路の回路條件を求めるためのオ

ッシログラムである・

ヒューズの端子間を短絡したまま投入スイッチを閉じ

可
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、
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、
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回路條件髄雁AC

推定短絡砺流
力率

250V
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0．39
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交流258V,推定短絡電流5250A,力率0.39の回路にて

遮断した場合の電流および電弧電睡のオッシログラムを

示したものである．

本岡の7330Aは，投入電流であって遮断電流は5000

Aとなる．これらの電流値および通電時間は交流回路で

は一定せず，試験の都度差異するを免れない．

Ⅷ

叩
ざ
、
入
、

↓ 14 結 び

以上13節に分けて各國で震施しているヒューズ規格

の内容および木曾(NK)が認定ヒューズとして要求し

ている事項について詳細な訟明を加えて来たがここにそ

の現状と將來に對する希望を述べて本文を終ることとす

る．オっが國では從來使用者側も製造者側もヒューズに對

する關心が比較的少なかったため他の電氣機器W靴して
その發達がもっとも遅れた感がある．本會が船用ヒュー
ズとして外國の製品に比して劣らない規定を設けて製造

者に躯く要望して以来今日までにNK認定品として合格
したものは1號筒形では

全電流定格に對して

交直流用250V,第2種，非再用形

、交流用250V,第2種，再‘用形
5A以下に鋤して

交流用500V,第1種,非再用形
2競筒形では

全電流定格に對して

交流用500V,第2種，非再用形
交流用500V,第2種，再用形

樫形では

全電流定格に對して

交直流用500V,第3種，再用形
の数種におよび漸く船の最低要求を充すところま．唇来
た．しかしなぉ外國製の良品に上鯛~ると性能の鮎でも値
段の鮎でもかなり開きがあるので更に次の鮎について製
遥昔の努力が願わしい．

1）性能を落すことなく侭格を大幅に引下げること.
2）エレメントの溶断特性に今少し延時性を與えるこ

と、

3）できうれば溶断標示の方法を設け-ること．
（以上）

《
● ● ⑨ ●■

卜/御

錐14回

200Aヒューズ

趣唾･450V

推定短絡電流10210A

時定数(L/R)0.00715s

1）直流の場合

第12岡および第13岡は筒形ヒューズの電流定格200
Aのものを直流250V)推定短絡電流10400A,.時定数
0.0116sおよび推定短絡電流5050A,時定数0.00613s

の回路にて遮断した場合の電流および電弧電唾のオッシ
ログラムを示したものである．同一のヒューズを％の電

流で遮断した場合は，遮断に要する時間が約2倍になる
ことを示している．

また第14岡は，栓形ヒューズの電流定格200Aのも
のを直流450V推定短絡電流10400A,時定迦0,00715
sの回路にて遮鐵した場合の電流および電弧電唾のオッ
シログラムを示したものである．

2）交流の場合

第15岡は，満形ヒューズの電流定格200Aのものを

一

"w2g y

１
℃
、
幻

言§ 瓦
、
、

副吋蘇V熱
-t"I-｡;~y-H◎

側
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｡

15m

ヒューズ

258V

5250A

0．39

第

200A

嘘 雌

推定短絡憾流

力率

× × ×

× × ×
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ノ

がわかる．（第1圖参照）

これら少の高い値は同じ排水量，速力をもつ商船に

上酸して戦艦の長さは短くて濟むことである，

2つの異った長さをもつ船で,長さについて選壌湯合，

両者間に適営なものを見出そうとするとき注意･すべき

は，その要素から響いて来る船禮復元に充分掛藤を排ｵ〕

ねばならぬことである．

戦艦には浮揚中充分に耐え得るよう大きな復元力が要

求される（以下最大梁)．例えば戦鑑ピスマーク銃では

GM3,1以上で，日本の武職，大和鑑では4菰以上もあ

った．これに比し商船では割合低い復元力を使うのは乾

舷に大きな値を要求されている關係上，航海中船の運動

に鎚いて凌波性や，乘心地を良好にしたいからで，これ

は比率の値がそれぞ恥異っていることでもわかる．

1=L/Bで両者の場合；職鑑では6.50ないし7.50の

中間値；4錫ﾘに大きなものにアメリカのアイオア號級で

8がある，しかるに大型高速定期船では1の値8が媛低

と考えられるようになり，8.50がzF均値にならんとして

いる．ドイツのタービン定期船ヨーロッパ銃は8．80の最
高値をもつ．

商船と戦艦の資料を比較橡討してみると，2つの型に
はそれぞれ長さを決わる時jこしても，船殻の特異箇所を
胃解するときでも両者間に違った設計が出来るのは支配

剛Ⅲ11MⅢⅢⅢⅢⅡlⅢ111ⅡIIlIlⅢⅢⅢⅡIIIIlIIⅢⅢ11ⅢⅢⅢⅢ11 陛
三
一
三
三
三
一:海外文献の紹介

､ⅢⅢⅢllⅢⅢ111llllⅢⅢ111ⅢⅢⅢlⅢⅢⅢ|ⅢⅢ1lllllllllllllllⅢⅢ届

軍艦設計の主要特i性

FromShipbuildex･&MarineEngine

Builder.Aprill,1953

ByDr,Ing.ProffeserA;Serrello.(Insti-

tutSonofN.A・;September,1952)

との紙上には船鎧の特性を記述g-る:一

水線間長さL>幅B,深さD,方形肥痛係數β,われ
われが以下考究するそれら軍艦の船磯資料が商船の關係

式と比較してみて，ある決定的な結果に到着し鐵際に使

用するに債値ありと認められるものについてのみ考える

こととする。

長さL

戦鑑･一

手許にある賛料によれば，戦艦の（排水量一長さ）係

歎を決めるには物足りぬものではあるが，

排水量一長さ係数〔,=4/(帝)，〕
・・・4＝排水量

これは勝に同じ速力の商船よりも大きい．限界曲腺の

指示する程度も商船に比較して遙かに及ばなく高嶮こと
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錐 1表される目的が異るからである．

巡洋艦および水雷艇・－

これら艦艇ではV"五（＞2.5）の比率が高く，造波

抵抗の影響で大きくなる．そtLに關連して長さLも大き
な値を要求される．

長さ(L)約105Mの駆逐艦では排水量が約2,300T

であるが，同様長さの商船では排水量7,000Tないし
10000Tもある．勿論これで旋客にしてもまこ貨物でも

運搬出来るわけであるが,L=170～175Mの巡洋艦では

拶泳壁が約10,500盃ある．ところが商船の同長さでは

20,000Ⅱ、ないし30,000Tの#IMI<量をもつわけで，建造

所によってまちまちである．

2隻の商船と軍艦の抄I罰k量がそれぞれ2,300Ⅱ､並び

10,500Tのもので長さ力著令107M,173Mであるとす

る．この比率をとれば同速庇で｡＝2.037になる．今わ

れわれが興味ある問題として比較繊討しその結果吟味し
ようとずるには，必ずそこに轆濫の立錫としては不適合
で，商船および高遮藍艇（巡洋鑑または水雷艇）の長さ
にこれが一番適したものと勘定されるものは，同様に商
船にもありやがすぐ．に海軍高速船に適用されるゆえん
である．

この互換性は第1表に興味深く賓際資料3隻の軍艦
(1941年に公表された戦艦，諺よびイダリヤの騒逐艦並
び巡洋艦1937年）と同じ速力であり同じ排水量をもつ
3隻の商船の資料になるものを計算して別掲した.
軍艦と同じ排水塗，速度をもつ商船の示すところは著

しし､相異があるが，これは雨者の設計初期の目的が異っ
ているところに由来するものと思われる．

いま1隻の蕊逐艦のもつ長さおよび幅を，同じ大きさ

の商船に當嵌めて計算したものは，非常に近い値をもっ
ているが，巡洋繼の場合には同じ値をとって長さおよび

幅を決めた商船cには縁遠いものになっている．なお
順を追って比較してゆくと著しい相異がある．すなわち
2つの大切な鍵數深さDと方型肥婚係数βが商船の形で
はこれに比適する軍艦より10％ないし15％大きいと看
倣される換言すれば，軍艦の深さは著しく大きく，方
形肥辮係数βは商船のそれと比較して大へん小さい．
われつ恥がいま均一な値のβノ（β'＝0.79騒逐艦．βノー

0.84巡洋艦．βノー0.97商船BおよびC)を假定する．
雛1表の各繼からそれを鰯2表に挿入し雨者から〃の値
を出す.ここにツはv"て數の高いものでも小さい値
である．これは商船の総遥上から頷けるもので,rの大
きな値はβが墹大してもβ'が城少して0.97で,大略0.84
ないし0.88のところになってもrの値は0.68ないし
0.70位のもので,V/1/rの比に卵>れる最小篭波抵抗

一

Battleship

V=31.5knotg

4=4a,752tons
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註．蓑料は満戦吃水の軍艦の炊態，および商船で，必

要に唯じて商速客船の平均係扱を引用す．

に最も適したものを得る，勿論これはVルrの比が計

算され最高速力を見當付け賓際に使う航行速力に制定さ

れる．

商船に對する少の鍵化範閣内で重要覗される数(いま
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●

ここに資料はないが速力29節をもつ商船）は限界曲線

に見出される.最高速値(V)にあり，座標の一黙に集中

したの＝2.037諸よびV=35.65節である．前に假定し

た最もよい平均値の(賓際に建造された船の費料を勘案

したもの）にはV>35.65節で2つの表で解るとおり．

このような考えからf共に肱堺曲線でV>35.65節肌跡
から前記したのの値にほぼ近い値をすぐ讃取ることが出

來る．今のの値を高速艦艇のものとし,前述した第1岡

に示されるものと假定すれば,Pの値が巡洋艦および水

雷艇では蕊に商船の資料のみならず，經験による前述の

ものでも不規則に分散して，その値は大略散らかつた黙

の平均値をもつてり＝2.037,これは商船に．とってもその

程度のもので，例えば航海のためとか，建造の要素等，

多くの問題が關連して一般の船の設計においても，更に

軍艦では折衷案をとりよく比較して，少の値を決める．

すなわち要求さIT,ているところに最好適な條件で選び決

して船禮が從来通りであり，高速(V"て約2.5)であ
り，またのの値が大略2の近似値だ,という理由でこれ

に從ってはいけない．

幅 B

戦艦に詣ける，凌波性はその復元性に比し第・2義的な

重要陸をもつ,いわば後者は震際に幅を決める場合の1つ
の璽鐸と考えられるようで，換言すれば商船については

Bは復元性と凌測生の互の要求に相容れぬ關係にあり，

中間値をとるので（乾舷等は，第2義的に考えられる）：

戦艦では，疫際にあたって折誕龍をとろうとしても見営

がつかず，困ることには砲座の安定性（短い動賎周期の

毛嫌い）が關係してくることで，輔倫復元磯によって幾

分かは匡正されている．凌波性の減少は鵬澄の装備が構

造にまで影響して來る．他方注意しなければなら穴いの

は，商船の航海には膳に沸妖時の海に耐える規則力遜用

されているが，軍艦“湯合にはむしろ雑異例として扱わ

れていることである．鍵背においては平生の兵法とか，

訓練を考慰されるのが最も大切なことである．

オつれわれはいまAbell教授により提案された公式を

考えてみよう．

戦艦の浮力中心から横メタセンター高さの決定につい

て》

BMorr=(0.2"+0.1),;｡-f-.、
ここに参照すべきは

Ij｡LoB8jB2

i曲線の示すものは拠物線の要素をもつ．その關係方

程式は:一

α＝3.451/了

そこで下記のように展開する:一

㎡--滞=哉可,÷・号
ことに幅Bは方程式に記載されるとおり:一

B=S｡p#.L

で函数Sの塗化範悶の決定はわれつれ力螺理した賓料

によって狙うことになる，この方法で特別な戦鑑から高

速艇に至るまでやってゆけ-るわけである．

戦艦・一

戦鍵は商艦に比較して少の大きい値をもっている．從

って大きな幅をもつわけで,Bは勿論方程式から算出さ

れる，以下述べるところは，2隻の型の船の幅について

大きさを比較したもので，勘l朝k量一長さ係数では速力の
％に比例した．從‘って幅Bもの比の平方根の係数として

のみ増大する．方程式中函数sの値は高くなり，差は商
船の場合よりも戦鑑の方がずっと大きくなる．

鴬際に戦艦の歎値は一覧表から：つかるように，下記結
果になる．

函数S(0.07(0-0.0745),平均値0.07225
姫散〃(0.27-0.33)，平均値0．30

..."=D/B

巡洋艦および水雷艇。－

これら艦艇では，われわれの知る限り，商船と大分掛
け離れた戦艦とを比較した場合とは多少異って来る.低
い少の値は必ずBの大きい値を必要とするようにな

る．また相當危嶮も伴って来る．顎査船力測璽吃水の場合
に，消費状態にしても》’繼の底部に貯赦されたもの
が，船の全排水量の約蒟に棚當するわけである．

それで式中の函数Sは巡洋艦や水雷艇のBの値より他
のあらゆる船に考えらいるよりも，もつと賑いものにな

り，＃鎚が建造される場合最も低いsの値は乘船者をし
て嘆かしめたが，それは復元力の峡乏から致し方ないも

のである．從ってこのような低い値を探らねばならぬの

は，不可避であろうか，船魁に脚荷を設け，重心Gの位
置を低めてﾛ漣のメタセンダーを得るより外なくなる．

その値S=0oO803イタリー輕巡洋艦ワシンI憩ン級よ

隼2表

I
ゴ

１
１

’

1

I

！

|"B''ShiplCxuNC''Shipship. Destroyerb

r=V=βoL｡B｡F~=~77-．－万

ここに與えられたもの

j=(0,2'-0.1)2o区
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一

I

１

D-ar[]±V('-")]
り，その他数種類の外國海軍の巡洋艦でもSの値は大差

ない．

これら軍艦の平均S値は算術平均ではなく，平均値と

して大略2つのものが目につくが,Sの値には環合した
平均値0.072-0囑073これは同じ職鑑についてのもので，
そしていま一つは前述したように戸一定の高いzF均値とし

ての0.0670高速定期船であることがｵつかる．

最後に〃について，巡洋艦並び水雷艇では，大鍵威ぃ
施園をもつ0.253ないし0.425で平均値は0.339位なとこ

ろ圖中の例の交鮎がそれで，函数Sに對するものでな

く・このような船についての〃の平均値としては普通
0.350を適當とする，

深さD

商船の場合Dennyの方程式の適用から，浸水面積は
ここに

S=1.7.L･D-I-V/D=L･D(1.7+6/v)

方型肥辮係数比β：また比数V=D/Bは各煮漣政,殆
んどは1.7で濟む，また方径式ぱ次のようになる．

S=3.4.L･D

この關係方程式でsの値（方程式が』§,少の函数と
して成立し，そこにsが設計初期條件として言鱒される
場合）はLの値（のの平均値として速力が決まる）とし
て知れて来る.Dの値は単なる比から得ることが可能
で》

S

D=-gZrlF

これは戦艦では多少運って来るがかなり適用される．
後述の方程式で浸水頂籏を計算するのが筋道である。

s=(葺誇-｡)･』§
Denny方怪式を使えば，

S=1.7.L・D+V/D

Dの値の平均値は二次方程式の示す未知数として算出
される．

1.7･L｡Dg-S･D-I-V=0

湿少＝1ては：一

ある鞠濫について調べたところ，方程式からの根が出

て来たが，これでわかるように)Dには1つの等根と，

2つの正根とあり，また2‘つの虚根がある．從って

？§･b9の劉直は66.30に等しいか,またはそi'Lよりも大
きいものである。

．』

方形肥癖係薮β

この係数は基本方程式によって直接決まって来る．

V=β･L｡B･D

この内，勘陶k量は決まっている・し，他の値にしてもL

･BおよびDはよく考慮力鋤われて定められる．從っ

てこの爆敗は常に他の蕊政と共に修正きれる項である

が，なるべく制限して華衣公式の他の項と同様に扱いた

い，そして排水量の値Vを鍵化させずに保ちたい．

オつれわれは既に軍艦と商船の肥渚係数の選定に‘ついて

は，共令違った目的をもっているということを知ってい

る．従って覗いて商船に使っている公式からスの函数を

βに展開させようとすれば，

β=-芋｡’
Kの値を特に設明すれば，2つの範園に分割される．

商船と軍艦で相當な開きをもつ軍艦においてもその程度

のものである．

商船に對して（βﾉﾜ～1.7),k=200,zF均値

鱗濫に對して（β/"＞1.7),Kの値は大臓190～195

巡洋艦並びに水雷艇（β/"＜1.7)，ここにK=205～210

（山田呂保課）

船舶合本

昭和28年分（12冊）
償1,800圓（邊80圓）

昭和27年分（12冊）
償1,800圓（遙80圓）

昭和26年分（12冊）
債1,500間（鍵80圓）

巻
巻
巻

６
５
４

２
２
２

第
第
第

解と｡1_，てば:一

。--3長r土イ
ーー豆烏〔'土

V=4/1．026
，

S=b43

，="(帝),
上式を鋤奥して

｜
一

■
Ｌ

〔語調乞壼語］
一手一一r一■一些冒一

一一一一■ーq一三

|・撫幾鵠慧鯛瀞
1年1,500回（邊料共）

半年800圓（〃）

鮨挑込みによる月極購讃の場合は，増頁その牡の

||“の場緋も差額は頂熱いたしません。
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L

水 槽試験資料“ (M.S.76×M.P.66,M.S.77×M.P.67&68)

１

の
〃
尾
革
労 船舶編集室

の模型試瞼一

試験はM.S.76については滿載，とlaim,%載貨の3状

態について7MbS.77については滿載，輕荷の2状態に

ついて施行された.締果は第3岡およひ熱4岡甲に示す．

なおM・S｡77については，普通の流線形舵を遮埼ピ

ッチ推進器(M.P､68)を装備した場合の試験も滿載状

態についてのみ行われているので，この結果も参考まで

に第4圖中に記載した、これによれば逓信抵舵による馬

力の利得は3％前後で，大磯リアクレション舵と同嫌の

性能と見ることが出来る．またM.S.76は山縣博士箸

船型學抵抗篇の圖表中第59岡および第26表に示された

船型と同一で，その抵抗係数は第90岡および第91岡に

一中型貨物船

今回は垂繰間長さ128米の中型貨物船で肥渚係数の比

較的Eneな場合の模型試験成績2例を示す.雨模型船

とも長さ6米で，その主要寸法等は試鹸に使用した模型

推進器の要目とともに賓船の場合に換算して第1表に示

した．表に示す如く滿載状態における方形M聡係數は

M.S.76で0.666,M・S､77で0.705である．雨船の正面

勝掴および粥首尾形状は第1岡および第2圖に掲げる．

M,S.76ほ流線形舵と溺曾ピッチの推進器を装備し，

M・S.77は志波嘩士考案のいわゆる逓信省舵（局部膨大

舵，造船協會を報第57鑑昭和10年12月，船舶試験所

研究報告第3號昭和15年3月参照）と一定ピッチの推

進器(M.P､67)を装備している． 示されていることを附記する，
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鋼 船建造状況月報（8月） 運醗省船舶局造船課

(29年8月末現在）(イ、造船所別エ事中船舶

謎難所|糞物総|澗繍総|難籍驚|客鑛|漁総|典総|雑鵬|輪剛繍|合計
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(29年8月中に報告のあったもの）(二）綾エ船
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特許解説大谷幸太郎特許鹿

１
１船.:量甲板と船側下部との連絡装置（昭和29年特許出

願公告第2,572競,發明者・ジョン．ラーム，出願

一人・ぜ。アングロサクソン。ペI､ロリーム．コム

パニー・リミテッドーイギリス）

乘員が津壁，柊橋ボーI､等から船舶甲板に，または

その逆に移動する時には從來はいわゆる歩板または渡階

段によっていたのであるが,、これらは重くて取扱いに不

便であり’また§繩と岸壁，樫橋等との關係移動のため

に厄介な調節を必要としたものである．本發明は前述の

ような場合に極めて簡軍にその目的を達成することが出

来る連絡装置を提供しようとするもので，乘員を收容し

一側面に車輪を取付ける箱型揚車をチ.塞一ンまたはケー
ブルによって吊り.，船側面に沿い移動出来るようにし，

この車輪をケーブルの張力で常に船側面に接鯛して保持

するようにしたものである．

圖面について本發明の1例を説明すると,1は箱型の湯

’

津2圃

車で．この揚車1にはその一

側面4隅にそれぞれ車輪力叛

付けられている．2は揚車1

に結び付けたケーブルで吊滑

車3を介して甲板上の巷揚磯

4に支持されている．このケ

ーブル2を繰出すことによっ

て揚車1は船側面6に沼ぃ自

重で~ド降するのであるが，こ

の場合揚車の車輪が船側面か

ら離れてふらつくようなこと

があると甚だ危険である．本

璽明はこのようなこと力遜ら

ないように車輪が常に船側板

に鰯罰して安定状態で~ド降し

または上昇することが出来る

ように構成したものである．

すなわち揚車が船側面に潜っ

て移動する時，ケーブルが鉛

直線に對して適當な傾斜状態

（鉛直雛となす角度が5度よ

り多少大であるようにする）

を保持し，ケーブルの張力ば

船内方向に揚車に作用する分

力を生じ，從って揚車の車輪

が船側面に直撰陵鯛して保持され

るようになっている．

そのための溌造が第2岡に示さ

れている．揚車の車輪はT形枠

34に回韓可能に取付けられ，この

T形作34は揚車1に對して出入

出来るようになっている．すなわ

ちT形伜34の水平部は揚車1の

固定レール35の外側に縦.りこの
上を移動出来るようになってお

り，このレール35の内側にはう

〃 釦

エ琶杉鋤出来るようになってお

第3岡り，このレール35の内側にはラ
ック37が固定されている.一方T形枠には車輪と一磯に
回漣する歯車32,33が設けられ，また水平部にはピニオ

ン38力寂付けられているこれらの歯車は案内顔歯車
44,釧歯車41を介してチェーン40により回輔される．
從,って揚車が船側板に沿って移動すれ{陣輪の回聴は前
記の歯車を介してピニガーン38を回鱒し從ってI,形枠
34,すなわち車輪は揚車1に對して出入出来るのであ
る。

ノ

なお揚車1は不使用時には第3岡に示したように船橘
甲板12上に收納され，船側面上端に蝶謝寸された邊り
レール7上に載置される．從って使用する時は塗りレー
ル7の内端を人力により持上げれば揚車1は館1岡に示
す作勵位置に容易に持來されるのである．

隼I岡

妬6
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また逆進の場合にも前記の効果は同様に期待出来熟もの

である． 、

舵（昭和29年特許出願公告第3,867號出願人‘發

明者藤伊魁）

本薮明の舵侭前端に廻韓軸を有する非平衡舵を船禮中

心線上に鐺いて互いに反對位置に取付け，各舵を共助さ

せて各舵に作用する正負相反する回鱒力が互いに相殺さ

’

球筒型深海潜水機（昭和29年特許出願公告第4,520

號，出願人・發明者藤原豊吉，山口市十鄭）

本發明は深海において内部からの操作により自由に作

業を行うことの出来る潜氷機に關するもので，特にその

形状を球筒型にして潜水者の覗界を増大し，また作業滝

函を慶範にすることが出来るようにしたものである．

以下岡面について読明すると,潜水…はローブ1に

よって海面から吊られて海中に沈下される.2は給氣管，

3は排氣管であり，潜水者ほ上部に設けられたマンホー

ル4から操縦室に入ることが出来る．本發明では上方に

球状魑部5を設け，その下方にこれより直經の小さい圓
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れるようにしたものである．

岡面について殻明すると，1，3は非平
蛎舵でそれぞれの端部に設けた回鱒軸2，
4によって岡に示すように互に反對方向

に取付けられている．5，6は各舵を回鱒
する腕杼，7はこれら腕粁の一端を速結
する迩汗，8は原動磯である，なお第2
岡においてaは舵1の獄生曲線bは舵
3の特性曲線を示している．

原動農8によって舵1を回鱒させると，

迩杼7により舵3も同時に回鱒し聯も侭
その關係位麗によりそれぞれ反對方向に
回鰯する．そして非平衡舵1,3の特性曲
線は第2間に示す通りであるから雨舵に
加わる回聴力は迩粁7を介して正負相殺
さ恥，從って必要な原動機8の動力は繊
少で足りるものである．
なお雨舵は総中心線の左右に分れて

開くから後方の舵は前方の舵の後流を蒙
ることなく，各舵の効率は良好であり，
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筒禮部6を一磯に形成する．球鵬攪部5にほその周園全

面に多璽のガラス窓7力譲けられてあるからi酌k者の覗

野は非常に庵くなる．8は潜水者の足臺である．圓筒禮

部6は下方の勢至9に取付けた圓筒22丙に嵌め込まれ

て蕊茎9にボルト，ナットで固定さｵ1，ている・從って必

要に應じてボルト》ナットを弛め恥嘩劃垂9から圓筒禮

部6を取外すことが出来る．潜水機禮を回鱒する場合に

は内部のハンドル18によって直立軸19の下端に取付け

た歯車20を回越すi'I，ぱよい．この歯車20は臺座9に固

定した圓筒22の丙歯車21に噛合いながら公露する.、

24は荷挾銭具であり，これを前後に作伽するには内部
のハンドル25を操作すればよい．すなわちハンドル25を

回鍵することによりポルI､26が回漣しナシI､27が移動

し，從ってこれと垂直に取付けたシリンダ30の下端の

荷挾捧具24を前後に移動するこ･とが出来る．そしてシ
リンダ30の上方の軸29端が樹豊上方の水平突出杼のス

トッパー35または36に衝突すると下方の蒜侠捧具型は

一

斜前方または奈隈方に移動し目的物を澁炭みするに好都

合な脆憩にす･ることが出来る．

また藏挑銭具24を回鱒するにはシリンダ30上方の歯

輪31と職合うウォーム32を可澆刺134を介してハンドル

33により回鱒すればよい．次に荷挾推具24の上下動ば

シリンダ30内のビスI､ン48を上下動することによって

行うことが出来る．それにはパルプ46によりピストン

48の上部に鵬精篁索を邊れぱビスl､ン48は下降し，ま

た哩鏥篁索を抜けば外部の水唾によってビスI､ン48は

上方に動く．荷挑推具24の先端を狭め，または鑑げる

ことはピストン44の上下通勤により行われる．

また座板9を海底に對して水平状態に綱寺するために

シリンダ12ピストン13が用いられるが，その作用は

以上述べたところからお分りになることと思う．

なお必要に應じて上方の球焼豊は楕圓鯛閃遥とするこ

とも出来るし，下方の圓筒髄を圓錐燈とすることも出来
る．

10月末刊行船舶局監修 船 舶年鑑 (昭和29年版）

A5"320頁(8zf2段組,1頁1700字入）識侭480圓(=50m)

昭和28年4月より本年3月に至る1年間の海運，造船，關連工業の動きを，正確な資料の裏付によって，完

全に，しかも要領よく捉え，庇く關係者の参考に費し，斯界の指針たらしむるよう編集されたもので，特に本

書は年鑑として第1回目の刊行であるため昭和28年4月以前の船舶關係罰鐸の動向，推移，資料も收録して
いる。

【主な内容】1事業篇.,･･90頁2法令篇･…･･50頁3資料統計篇･…･130頁

4日誌篇5名簿篇……50頁

｜餅築費轄
10月末刊行豊田清治 天文航法

【内 容】

A5判上製280頁

溌侭450画(邊50圓）

第1章天文航法の概要館1章地球と天球第Ⅲ章時および暦第IV章天測船位測定原理

第V章高度，方位角の淑測法第Ⅵ章太陽の天測第Ⅶ章恒星の天測第Ⅷ章月および惑

星の天測第X章測定條件の吟味と態用計算第X章天測船位の軌跡と測定船位の誤差
その他附鋒22頁，位置記入用間等折込3葉

｜“翻璽柵卿"・天然誠“蕊…。
艶8

画ゴー
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－ －－．抵刊一

薑蕾善毫共著天文航法鋪’45綴篝辮
内容第1章天文航法の概要，篦2章地球と天球，篦3章時垢よrl.",第4章尺測船位測I堂原

理‘鐘5章高度，方位角の鯉測嫉第6章太陽の尺測．露7章1百星の尺測，第8章月.お
よび惑星の天測，第9章測定朧件の吟味と應用計算，第10章尺測船位の軌跡と測定贈位
の誤差附録22頁，折込3二喋

新 刊

灘蕊繍宇田道隆著海洋氣象學鋤0k*:g

上野喜一郎著船の歴史(第二巻）撚職曇艫

庸鰐大學數鍾鮫島直人著船位誤差諭蝋"餓篝職
天然斌

鮫島直人箸A5箱入
船位

宇田道嘩菩A5_上製
海洋

船舶局資材課監修B5上製400頁6501m(=503)

舶 舶の資材
茂在寅男著B6上製210頁280H(邊25圓）

解説「し－ダ－」
橘本・森共箸A5上装200頁300圓(=30副）

船 舶 積 荷
倣田啓二箸A5上型200R280"<¥25圓）

海上衝突豫防規則提要
小野鴨三着A5上製170頁250H<=25H)

舶用聯動汽機
春日・杉浦・雨宮監修A5#1500H800圓(x503)
水 産鮮 典

矢崎信之著B6上製300FI250m("25g1)
舶用機關史話

天然耐編B511;11180頁290n(溌25gl)

船 用 品 の 解 読 と 紹 介
朝永研一郎磐A5上製210"250圓("25gl)
舶用機關入門

渡邊加識一灘A5_1"200R280g(g25gl)
荒天航泊法

小谷･南･阪田共鍔A5上型340頁450圓("403)
機關士必携

欽田啓二署A5上型400頁450m(g40El)

船舶運用學
小谷信市著A5上型300頁350m(g40a)
舶 用補機

小野暢三箸B5上製折込圃4"400RI(g40m)

貨物船の設計
高木淳著A5上靭240頁300m(g403)

初等船舶算法
中谷勝紺著A5上埋320頁350n("40FI)

舶用ヂーゼル機開
中谷勝紀著A5_l:"200E250m(g25臘l)

舶用嶢玉機關
誹戸高等商船學特航･海壌難漏

A5上製180R1803("253)
航海士必携

關川武著B6上型140.130H("253)

艤装と船用品
一一一一一一一－－－

天然武・海 軍 圖 書
鮫島直人箸A5箱入250頁450圓("50H)
船位誤差論

宇田道嘩菩A5_上製300頁500RI("50m)
海洋氣象學

和達・畠山・幅ji壗修A5450頁1200圓（邊弓0瓦）
象癖典＝

票L

中将勝紀善A5函入230頁500圓("50EI)
舶用ヂーゼル機關の解説

上野喜一郎箸A5箱入63J頁850圓(g503)
船 舶安全法規

天然祇網B5上測220頁450EI("40IRI)
船舶の鴬眞と要目第2集（1953年鞭）

天然耐綱B5普及版300頁300m(jg40H)
船舶の鳶眞と要目（'95'年板）

上田蟻次郎箸A5上装（折迅7")500圓(g40EI)
舶用電氣設備

浩船協會電氣熔接研究委員會編
ab判総アート200頁365EI(g40圓）
船の熔接設計要賀

小村恒治著A5上製260頁420圓(E40圓）
實用航海術

小野寺道敏著A5上装340頁500圓(g40圓）
象 と海難＝

罪L

山縣昌夫薪

船型學(推進篇)溌繊蹄
船型學(抵抗篇)號離鴎溜り

上野喜一郎箸A5上型280頁380m(g;30m)
船の歴史（葵一巻1古代中世言

上野童--郎菩A5k"300頁420EI(g50gl
船の歴史（第2巻）近代篇

米国造部遥榛躍會編米原令敏澤各B5上穂
舶用機關工學（篭1分冊)650卿(詮50圓）

("2fj､卿)520m(&50H)〃

（篭3分冊､701圓(篭50図）〃

（第4分冊800圓(a50H)〃
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東京都火田区束茄田4－31

TEL蒲田(73)2211-9

束京都中央区京橘1－2セントラルピル7階
TEL束京二八局(28)8560-8

神戸市生田区明石町19同和ピル3階
TEL元町(5)1891

火阪・門司・長崎。函館

本社

東京営業所

神戸営業所

出張所
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高級i閏i骨i由 寅本金拾七億円

昭和石 職
販締役社長早山洪二郎取締役副社長1.W.H・SITWELL
本社東京都中央区日本橋馬喰町1の1電話茅場町（66）1240～9

営業所東京，大阪，小樽，福岡，名古屋，広島，新潟秋田，仙台，坂悶
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ウエスティング，､ウス

マリンマイカータ

･･･"･]933年来船舶に実用され，

職後は圧倒的に使用されて，その

優秀性を高く評価されているプラ

スティック。･･･..．
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最も重要な用途：ゴム，メタル，

リグナムパイタに換って，スター

ンチューブベアリング，ラダー

ピントルブッシングに大型'j,型

を問わず使われています。

S

第
十
号

PULLEYSEN61NE卜10UNTIN6S
GE蝦S

』

その他舶用ベアリング，ポンプ

のパルプディスク，ピストンリン

グ，ギアー，電機絶縁材等，峰く

て強いとの材料の応用は広まる一

方です。是非御研究下さい。

一 線代理店一

Ej｡6RIFFITH&Go"IM
東京都千代田区丸ノ内ホテル東京ピル401
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生産増加にはヤーウエイ
燕霊トラ"ノアを〃
既酸の蒸気設備で一層生産を上げるにほ？

それはヤーウエイ衝撃遭気卜gブブを御利用に宏も事ですb
何故をらば

●嚢■水の排出＆■断なく完全に狩ふ
●空気とガスを完全に排除する

とG･う性能を完全に果すからです、

誉の工鳰でもヤーウエイを取附けた般傭は急速に熱度が商
康0．，……･･し々 も高温を保持して素購Lぃ成績を収めて
おり逸す。

その他の利点

●小型塵債●可動慾一首所・販附・録存の容易
●錘鴎の迅遼●高温魚の絃持・ステンレス製

●高度の酎圧性

ヤーウエイ衝撃蒸気トラップ倶関する鮮細は当ガデリゥス

唐金に御問合せ下名い。
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